
諮調

説

欧
州
連
合

(
E
U
)

の
社
会
経
済

の
新
構
図

最
近

の
E
U
主
要
国
の
経
済

の
実
相
と

ユ
ー
ロ
圏
発
展

の
課
題

清

水

嘉

治

47

、

は
じ

め

に

問

題

の
所
在

.、

99

・
ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

に
お
け

る

「
世

界
経

済
」

論

の
性

格

と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
連

合

(
E

U
)

の
課

題

ω

世

界

経
済

「
発

展
」

の
難

問

ω

99

・
ケ

ル
ン

・
サ

ミ

ッ
ト

に
お

け

る

「
世
界

経
済

論
」

の
性

格

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー

シ

ョ
ン
の
二
面
性

個

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー

シ

ョ
ン
と

社
会

的

セ
ー

フ
ガ

ー
ド

の
問

題

三

、

97
～

98

の

E
U
主

要

国

経
済

の
実
相

と

課

題

ド

イ

ツ

・
フ
ラ

ン
ス

・
イ

ギ

リ

ス
の
経
済

課

題

ω

ユ
ー

ロ
圏

誕
生

の
基
本

構

図

ω

ド

イ

ツ
経
済

の
セ

要
動

向

と

問
題
点

周

フ
ラ

ン
ス
経

済

の
弛
要

動
向

と

問

題
点

ω

イ

ギ

リ

ス
経

済

の
主
要

な
動

向

と

問

題
点

四

、

ユ
ー

ロ
圏

発
展

の
課

題

ω

ユ
ー

ロ
圏

誕
生

の
意
味
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(6}(5}(4}(3}(2}

ユ
ー

ロ
圏

の

「安
定
と
成
長
」
政
策

の
課
題

ユ
ー

ロ
圏
金
融
政
策
と
為
替

政
策

の
ポ
イ

ン
ト
と
は
何

か

ユ
ー

ロ
圏
中
央
銀
行

の
外
貨

準
備
高
と

ユ
ー

ロ
価
値

の
問
題
点

複
数
軸
世
界
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
と

ユ
ー

ロ

こ
ん
こ

の
展
望

一
、

は

じ

め

に

問
題

の
所
在

一レ

世

紀

に
向

っ
て

E
U
は
市

場

統

合
と

通
貨

統

合

を
連

動

し

た
政
策

を

実

現

し

つ

つ
あ

る
。

一
九
九

九
年

月

日

、
ト

か

国

に
よ

る

ユ
ー

ロ
の
発

足
は

、
世

界

に
対

す

る
新

欧

州

の
連

帯

の
表

明

で
あ

り

、
世

界

の
基

軸

通
貨

ド

ル
に
対

抗

し
う

る
世

界

通
貨

体
制

の
出
発

で
あ

る
。

世
界

経

済

は
複

数

軸

通

貨

体

制

へ
移

行

し

た

こ
と

を

意

味

す

る

。

.
九

ヒ

○
年

欧

州

通
貨

同

盟

を
提

言

し

た

ウ

ェ
ル

ナ
ー

レ
ポ

ー
ト

の
構

想

が

、

い
ま

や
欧

州

に
基

本
的

に
実

現

し
た

と

い

っ
て
も

よ

い
で
あ

ろ
う

。

ユ
ー

ロ
実

現
ま

で

の
約

..一〇
年

の
歩

み

は
、
激

動

す

る
世

界
経

済

の
許

悩

の
歩

み

で
も

あ

り
、

E
U
経

済

の
苫

渋

の
連

続

の
歴

史

で
も

あ

っ
た

。

そ
れ

は
、

E
C
の
形

成
史

ま

た

は

E
C
か

ら

E
U

へ
の
発

展
過

程

を

み

て
も

、
内
外

の
欧

州
経

済

の
研
究

者

間

に
、
激

し

い
学

問

的
論

争

を
呼

び
お

こ
し
た
も

の
で
あ

っ

た
。

だ

が
、

現
実

の
発
展

は

、
研

究
者

の
理

論

や
実

証
分

析

を

こ
え

て
急

速

に
進

ん

で

い
る
。

私

た
ち

は
、

こ
う

し

た
激

動
す

る
欧

州
を

ど

の
よ
う

に
把

握

し
た

ら

よ

い
か
迷

う

。
私

た

ち

は
、

た
え

ず
内

外

の

E
U
研

究

の
資
料

、

文
献

を

渉
猟

し

て
も

、
追

い
付

け

な

い
。

だ
が

、

わ
た
く

し
は

こ
う

し

た

テ

ン
ポ

の
早

い
欧

州
経

済

の
動

き

に
挑
戦

し
、
内

外

の

E
U
分

析

の
成

果

を
踏

え

て
、

ユ
ー

ロ
の
発

展

を
自

己

認

識
し

つ

つ
、

新

し

い
論

理
を
構

成

し
た

い
と

思

っ
て

い
る
。

本
論

は
、

こ
う

し

た
問

題
意

識

を
踏

え

て
次

の
よ
う

な
論

理
構
成

に
な

っ
て

い
る
。

第

一
に
、

、
九

九

九
年

六

月
、

ド

イ

ツ

の
社

民

党
中

心

の
シ

ュ
レ
ー

ダ
ー
新

首

相

が
議

長
を

務

め

た

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の
世

界
経

済
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論
を

取

り
上

げ

る

。
彼

ら

は
激

動
す

る
世

界
経

済

を
ど

の
よ
う

に
認

識

し
た

の
か
。

い
ま

内
外

の
世

界
経

済
論

の
研
究

者

は

、
サ

ミ

ッ
ト

の
グ

ロ
ー
バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
を

ど

の
よ
う

に
把
握

す

る

か
を

問

わ

れ

て

い
る
。

サ

ミ

ッ
ト

の

「共

同

宣
言

」

は
、

こ

の
問
題

に
真

正
面

に

立
ち

向

か

っ
て

い
る
。

わ
た

く

し

は
、

こ
の

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
メ
リ

ッ
ト
、

デ

メ
リ

ッ
ト

を

ど

の
よ
う

に
把
握

す

る
か
を
重

視

し
た

い
。

こ

の
問
題

意

識

の
中

で
、

は

じ

め

て

ユ
ー

ロ

の
性

格
も

位

置

づ
け

ら

れ

る

の
で
は

な

か

ろ
う

か
。

し
た

が

っ
て
、

ケ

ル
ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の
世

界
経

済
論

の
性

格
を

明

ら

か

に
し

つ
つ
同
時

に

E

U
の
柄

要

課

題
を

究

明

し
た

い
。

第

、
.に
、

.
九

九

九
年

、
月
現

代
世

界
経
済

史

の
転

換

点

を
示

し

た

ユ
ー

ロ
圏

発

足

の

E

U
主

要

国

で
あ

る
ド

イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
、

イ

ギ
リ

ス

の
経
済

実

相

は
ど

う

で
あ

っ
た

の
か

、

、
九
九

ヒ
年

と
九

八
年

に
限
定

し

て
三
か

国

の
経

済
動

態

の
性

格
と

は

な

ん

で
あ

っ
た

の

か
、

そ
れ

ぞ

れ

の
特
徴

的

問

題
点

を
明

ら
か

に
す

る
こ
と

に

よ

っ
て

E
U
の
主

要

な

問
題
点

を

示
す

こ
と

が
可

能

で
あ

る
と

考
え

た
。

こ

う

し

た
現

実
把

握

を
踏

え

て
、

ユ
ー

ロ
圏

の
誕

生

の
意

昧

を
明

ら

か

に
し

、

ユ
ー

ロ
の

「安

定

と
成

長

」
政

策

と

は
何

か
を

明

ら
か

に
し

た

い
。

一
九
九

六
年

.二
月

の

E
U
蔵

相

会
議

の
と
き

、

ド

イ

ッ
代
表

は
、

通
貨

統
合

第

二
段

階

移
行

後

の
財

政
赤

字

の
対

G

D

P
比

.∴
%

以

ド

の
枠

組

み
を

策

定

す

る

こ
と

を

提

案

し

、
同
年

丁

一月

ダ

プ

リ

ン

の
欧

州

理

事
会

で
、

フ
ラ

ン

ス
は

「安

定

と

成

長

に
関

す

る

協

定

」

に
変

更

し

た

。

で

は
、

「安

定

と

成

長
」

路

線

と

は

何

か
。

そ

の
実
施

に
際

し

て
九

ヒ

年

六

月

の

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム
首

脳
会

議

で

は

、
雇

用
を

重
視

し
た

。

こ
う

し
た

政

策

の
中
味

を

検

討

し
、

さ

ら

に

ユ
ー

ロ
圏

の
金

融
政

策

と
為

替

政
策

の
メ

リ

ッ
ト

の
問
題
点

を

分

析

し
、

ユ
ー

ロ
中
央

銀
行

の
政
策

戦

略

を
示

し

、

さ

い
ご

に
複
数

軸

世

界
通

貨

と

し

て

の
ド

ル
と

ユ
ー

ロ
の
共

通
点
と

相

違
点

を

明
ら

か

に

し
、

ユ
ー

ロ
の
課

題
と

は
何

か
を

示

し
た

い
。

以

ド

問
題
を

進

め
た

い
。

な

お
本

論

は
、

世
界

経

済
と

欧

州

通
貨
統

合

と

し

て

の

ユ
ー

ロ
圏

の
課

題

を

マ
ク

ロ
的

に
解
析

す

る

こ
と

に

主

眼

を

お

い
た
。
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二
、

99

・
ケ

ル

ン

・
サ
ミ

ッ
ト

に

お

け

る

「
世

界

経

済

」

論

と

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

連

合

(
E
U
)

の
課

題

ω

世

界
経

済

「
発

展
」

の
難

問

二
〇

〇

〇
年

の
世

界
経

済

の
見

透

し
は

、
決

し

て
明

る

い
も

の
で
は
な

い
。
米

国

、

E
U
、

日
本

、
東

ア
ジ

ア
諸

国

に
と

っ
て
も

、
成

長

率

は

不
均
等

に

「発

展

」

し

、
決

し

て
経

済

の
安
定

性

を

見

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

一
〇
年

近

く
持

続

的
成

長

を
保
持

し

て
き

た
米

国

経

済

も

実

質

G

D

P
成

長

率

九

ヒ

年

、、」
・
九
%

、

九

八

年

...
・
互
%
、

九

九

年

見

通

し

.
!

○
%

と

鈍

化

傾

向

を

み

せ

て

い
る

(表

1
)
。

こ

の
豆
要

な

理
由

は

消
費

需

要

の
低

F
、

設
備

投
資

の
低

ド

、
株

価

卜
昇

率

の
鈍

化

傾
向

、
失

業
率

の
増
加

(九
九
年

二
月

の
四

.

二
%
↓
四
月
四

二
.%

、)
な

ど

に
よ

る
と
考

え

ら

れ

る
。
米

国

は
従

来

の
持

続
的

景

気
動

向

に
若

干

の
か
げ
り

を
見

せ

て

い
る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
米
国

の

エ
コ
ノ

ミ

ス
ト

の
問

に
は
楽
観

論

と
悲

観

論

が

あ

る
。

前
者

は

、
時

的

景
気

鈍
化

で
心
配

な

い
と

い
う

立
場

で
あ

り

、

後

者

は
持

続
的

成

長

の
限

界

で
あ

り

、
成

長
率

も
低

F
す

る
と

い
う

伍

場

で
あ

る
。

、
方

E

U
は
、

、
九

八
〇
年

代

後
半

か

ら
九

〇
年

代

初

頭

に
か
け

て
失

業
率

の
上

昇

、

.
%
前

後

の
低

成

長
、

株
価

の
鈍
化

、

消
費

需

要

の
低

ド

な
ど

に
直

面

し
、
九

.
一年

「
市
場

統
合

」

の

活
性

化

を

め
ざ

し

、
九

・、一年

レ

、
月

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト

条

約

(欧
州
連

合
条

約
)
を

発

効

し

、
市

場

統

合

、
通

貨

統

合

、
安

全

保

障

の

「統
合

」

を

目
指

し

て
新

し

い

「
市
場

共

同
体

」

を

旗

L
げ

し
た

。

こ

の
政

策

効

果

に
よ

る

の
か

、
九

ヒ
、

九

八
年

と

相

対

的

に
累

気

は

L

昇

し
、

実
質

G

D

P
成

長

率

も

一
.
・
ヒ

%
、

・
、
・
九

%

に
ヒ

昇

し

た

(表

1
)
。

E
U
は
、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

に
基

づ

い
て
九

九

年

・
月

か
ら
加

盟

十

瓦

か
国
中

卜

.
か
国

が
通

貨
統

合

を
発

足

さ

せ
、

ド

ル
に
対
峙

し
た
新

し

い
欧

州

通
貨

「
ユ
ー

ロ
」
を

発
行

し
た

。

ユ
ー

ロ
の
誕

生

は
、

世
界

経
済

に
お

け

る
グ

ロ
ー

バ
リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
を

着

実

に
進

め

る
新

し

い
欧
州

市

場

の
意

思
表

示

で
あ
り

、
基

軸

通

貨

ド

ル
に
対

す

る
対
抗

軸

と

し

て
注

目

さ
れ

、
世

界

経
済

の
新

局

面
を

み
せ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

だ

が
欧
州

経
済

は
決

し

て
米

国

の
よ

う

に
持

続

的
成

長

を
も

た

ら
す

こ
と

に
な

ら
な

か

っ
た

。

E
U
の
ヒ

要

国

で
あ

る
英

、
独

、

仏

、
伊

の
経

済
動

向

を

み
る

限
り

、
表
面

的

に
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第1表 世界経済の概観

名 目GDP(96年) 実質GDP成 長率(%) 98年 各四1欄 GDP見 通 し

億 ドル シェ ア 94 95 9fi 97 1～3 4～6 9K 99

世 界 計 291,157 10{).0 3.9 3.7 4.2 9.1 一一L τ 一-一

2.0 2.5

先進工業国 220,20D 75.6 3.2 2.5 3.0 3.1 弓… ← { 2.0 1.9

ア メ リカ 73,881 25.4 3.5 2.3 3.4 3.9 5.5 1.8 3.5 z.o

日 本 49,950 17.2 0.6 1.J 3.9 0.8
一5
,2
一3
.3
一2
.5 O.5

EU 86,QO9 29.5 2.9 2.4 1.7 Z.7 ¢.3 Q.S 2.9 2.5

ドイツ 23,535 8.1 2.7 1.2 1.3 z.z }, 0.4 2.6 2.5

フ ラ ンス 1a,366 J. 2.8 2.1 1.6 2.3 3.o 2.6 3.7 2.8

イギ リス 1L534 4.0 4.4 Z.K 2.6 3.5 2.7 2.3 2.;3 1.2

イ タ リア 12,142 4.2 窯.6 2.7 0.4 2.:3 一 〇.5 1.7 2.1 2.5

カナ ダ 5,792 2.0 3.9 2.2 1.2 3.7 3.4 L8 3.0 2.5

オ ー ス トラ リ ア 3,909 1.3 J. 3.8 3.7 3.0 5.0 t). 3.5 2.[)

発展途上国 6⑪,952 20.9 6.7 64 6.6 5.8 一一 『 2.3 3.6

アジア 3Q,585 10.5 9.6 9.0 8.2 6.6 一 一}

1.8 3.9

NIES 10,053 ;.3.5 7.6
1

・1 63 6.0 一 一 胴 闇卍馬 一2
.9 0.7

韓国 4,ti4$ 1.7 8.fi 8.9 7.1 ). 一3
.9
一6
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第2表 ユー口圏各国の成長率見通 し

(単位 、%)

98年 99年

ドイ ツ (33.4) 2.8 2.0

フ ラ ン ス (22.1) 3.0 22

イ タ リア (18.2) 1.7 1.9

スペ イ ン t3.5) 3.8 3.4

オラ ンダ (5.8) 3.7 2.J

ベ ル ギ ー (3.9) 3.0 2.0

オ ー ス トリア 3.3) 3.1 2.3

ブ イン ラ ン ド 1.9) 4.6 2.9

ポル トガル (1.5) 4.1 2.9

ア イ ル ラ ン ド 1.2) 9.0 7.0

(注)ド イツ銀 行作 成,ル クセ ン ブ ル ク

は 除 く、,カ ッ コ内 は 各 国GDP(97年)

の ユ ー ロ圏 全 体 に 占め る比1夜(ド イ ッ ・

和 銀 行算 出)

「日本経 済 新 聞 」199K年12月7日

 

こ

の
背
景

に
は

、
欧

州

「小

国
」

は
、

構
造

的

体
質

改
植

を

行

い
お

し

な

べ
て

四

%
か

ら

九

%
台

の
高

成

長

率

(

ら

す

こ
と

が

で
き

た
。

E

U
E
要

国

の
経

済
は

不
安

定

で
あ

る
が
小

国

は
見

事

に
成

長

し

た

の

で
あ

る
。

の
高
成

長

の
主

な
内

容

に
触

れ

て
み

る
と

、

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

は
、

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
に
対
応

す

る

た
め

に

、
政

府

は
積

極
的

に
情

報

産
業

を

育
成

し
、

進

め

、
製

造
業

に
も
成

長

の
イ

ン
パ

ク

ト
を
与

え

、
成

長

率

も

四

・
六
%

に
低

下

し
た

。

オ

ラ

ン
ダ
も

政
府

と
労

使

の
協

調

に
よ

っ
て
生

産

性

の
L

昇
率

に
賃

金

の
ヒ
昇

率

を
適

応

さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
経
済

の

活

力

を

も

た

ら

し

、
成

長

率

三

・
七

%

(同
卜
)
を

維

持

し

て

い
る
。

ア
イ

ル

ラ

ン
ド

も

、
九

八
年

成

長

率

九

・
○
%
と

好

調

(第

2

表
)

で
、

失
業

率

も

.
」%

以

ド

で
あ
り

、
外

国
資
本

を

優
遇

し
、

法
人

税
率

を

引

き

ド
げ

、
現

地
雇

用

機
会

を
拡

大

さ

せ

て

い
る
。
だ

が

欧
州

連

合
全

体

と

し

て
は

、
中

・
低

成

長
率

を
維

持

す

る

の

に
精

一
杯

で
あ

る

。

E
U
は
域
内

に
お

け

る
成
長

率

の
不
均

等

発

展
を

み

せ

な

が

ら
、
経

済

体
質

の
改
革

を

通

じ

て
高
成

長
率

を

も

た

ら
し

た
小

国

と
中

成
長

率

を

も
た

ら

し
な

が

ら
も
構

造
改

革

を

で
き
ず

中
失

業

は

「安

定

」

し

た
成

長
を

み
せ

て

は

い
る
が
、

構
造

的

に

は
、

ぜ

い

弱

性

を

抱

え

て

い
る
。

と

く

に

雇

用

問

題

は

安

定

し

て

い
な

い
。

E
U

E
要

国

に
お
け

る
中

成

長

、
設

備
投
資

の
L
昇

、

九

ヒ
年

、
九

八
年

に
お

い
て
消
費

需

要

の
増
大

、
株
価

上
昇

な

ど

の
景
気

回
復

の

中

で
も

、
雇

用

問
題

は
構

造

的

に
解

決

で
き

て

い
な

い
。

と

こ

ろ
が

E

U
の
・E
要

国

で
あ

る
ド

イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
、
イ

ギ

リ

ス
が

.
○

%

前
後

の
失

業

率

で
あ

っ
た

の
に
対

し

て
オ

ラ

ン
ダ
、

ポ

ル
ト

ガ

ル
、

ア
イ

ル

ラ

ン
ド

、

フ
ィ

ン

ラ

ン
ド

の
失

業
率

は

四
%
台

に
ド

っ
た

。

,
九
九

八
年

)
を

も

た

E
U
大

国

の
動
き

の
中

で
小

国

北
欧

州

に
位

置

し
伝

統
的

に
林
業

疏

国
を

定
着

さ

せ
た

が

、

グ

ロ
ー

バ

情

報

イ

ン

フ
ラ

の
条

件
整

備

や
通
信

市

場

の
自
由

化

を

(
、
九

九

八
年

)
を

維

持

し

、
失

業
率

も

不
況

期

の
八

%
以

下
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率

を
解

決

で
き

な

い
。

E

U
は

、
域

内

の
不
均
等

発

展

の
中

で
、
難

問

に
直

面
し

て

い
る
。

日
本
と

東

ア
ジ

ア
は
米

国

、

E
U
と
違

っ
て
九

七
年

、

九

八
年
金

融

危
機

、
通

貨
危

機

に
直

面

し

、
経
済

体
質

の
改

革

を
迫

ら

れ

て

い

る
が

、
不

透
明

の
ま

ま
部

分
的

株
価

h
昇
を

み

せ

て

い
る

。

日
本

は
九

.
年

以

降

、
持
続

的
不

況
を

経

験

し
、
九

七
年

実
質

G

D

P
成
長

率

○

.
八

%
、

九

八
年

マ
イ

ナ

ス
ニ

・
五

%
、
九

九
年

、
ー

-、、月
期

の
意
外

な
成

長
率

を

見

せ
た

が

予

測
は

○

・
κ
%

で
あ

り

、
失
業

率

は

四

.
九

%

に
L
昇

し

、
設

備
投

資

も
低

水

準

で
あ
り

、
株
価

は
九

九
年

六
月

、
し
月

、

八
月

と

九

八
年

の

、
万

ご
、○

○
○

円
台

か

ら

・

万

八
〇

〇
〇

円
台

(八
月
末

)

へ
と

上

昇
し

、
部

分

的

な
景

気

の

「底

離

れ
」

を

見

せ

た
よ

う

で
あ

る

が

、
時

的

で
は
な

い
か
・
福

祉

.

環
境

を

優
先

し

た

経
済

の
構

造

改
革

は

で
き

て

い
な

い
。
九

八
年

の
六

〇
兆

円

の
金

融
機

関

へ
の
公

的
資

金

の
投

人
、

・
○
兆

円

の
公
共

投
資

、
住

宅

減
税

、

」
、C
兆

円

の
中

小

企
業

へ
の

「貸

渋

り

」
対

策

な
ど

強

引
な

政

策

「
効

果
」

の
浸
透

に
よ

っ
て
、
辛

う

じ

て
景
気

の

「底

離

れ
」

を

み
せ

た
と

い
う

の
は
政

府
系

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト

の
見

解

で
あ

る
。

失

業

率

の
増

大
、

バ
ブ

ル
期

の
過

剰
設

備

、

過

小
消

費

・

生

活

不
安

の
累
積

な

ど

「
景
気

回
復

」

は
み

ら
れ

な

い
。

経
企

庁

長
官

で
さ
え

、

日
本

経
済

の
回
復

は
厳

し

い
と

い
わ

ざ

る
を

え

な

い
。

こ

の
点

を

ど

の
よ
う

に
政
策

的

に
対

応

す

る
か

が
問

わ

れ

て

い
る
。

と
く

に
徹

底

し

た
消

費

減
税

を

軸

と
し

た
消
費

需

要
拡

大

と
企

業

の

体

質

的
改

革

を

通

じ
た
新

し

い
雇

用

拡
大

を

打
ち

出

さ
な

い
限
り

、

日
本
経

済

の
不

況
体

質

は
改
善

さ

れ
な

い
の
で
は
な

匹
浬

。

す

で
に
あ

る
分

析

に

よ

る
と

、

日
本

全
体

の
過
剰

設

備

の
半

分

に
当

た

る

四
十

兆
円

分

を

二
年

間

で
廃
棄

し
、
廃
棄

分

に
見
合

う

二

四

〇

万
人

の
就

業

者

を
減

ら

す
と
企

業

収

益

は
、

九

・
九

%
と

増

加

し
、

二
〇

〇

〇
年

度

に

は

晶
.κ

・
六

%

の
増
益

を
も

た

ら
す

と

い
(契

。

で
は

二
四
〇

万

人

の
就
業

者

は

、
ど
う

な

る

の
か
。

雇

用
を

吸
収

し

て
収

益
を

ど

の
よ
う

に
す

る
か

の
発

想

は
な

い
。

米
国

で
は

、
九

〇

年

代

初

め

に
、
企

業
収

益

↓
株

価

の
回
復

↓
家

計

へ
の
資

産
効

果

↓
消

費

の
ド
支

え
と

い
う

メ
カ

ニ
ズ

ム
が
働

い
た
と

い
う

が

、
雇

用
吸

収

は
九

〇
年

代

後

半

に
な

っ
て
か

ら

で
あ

る
。

米

国

は
、

景
気

回
復

過
程

の
中

で
第

、、次

産
業

で
あ

る
サ

ー
ビ

ス
産
業

が
雇

用
吸

収

を
は

か

っ
た

が
、

日
本

で
の
サ

ー
ビ

ス
産

業

は
、

消
費

需

要

が
拡

大

し
な

い
限
り

景
気

回
復

を
期

待

で
き

な

い
。
し

た
が

っ
て
日
本

経

済

は
・
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政
府

の
公
的
資
金

(税
金
)
に
よ

っ
て
景
気

回
復

の
政
策
効
果
を
期
待
し

て
い
る
が
、
経
済
体
質
改
革
な
し
に
国
民

ヘ
ハ
イ
リ

ス
ク

ハ
イ

ハ
ヨ

ギ

リ

タ
ー

ン

の
経
済

を

L

か
ら

押

し

つ
け

て

い
る
限

り

、
本

格

的

な
経
済

の
回
復

を

見

な

い
で
あ

ろ
う

。

切

99

・
ケ

ル
ン

・
サ
ミ

ッ
ト
に

お
け

る

「
世
界

経

済
」

論

の
性

格

グ

ロ
ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン
の
二
面
性

こ
う

し

て
み

る
と

世
界

経
済

は
、
地

域

に
よ

っ
て
景
気

・
不
景
気

の
不

均
等

発

展

を
示

し

て

い
る
。
各
国

の
経
済

成
長

は

、

グ

ロ
ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン

の
進

行

の
中

で
、

不
均
衡

に
進

む

。

米

国
、

欧
州

の
景
気

回

復

が
重

厚

に
進

ん

だ

の
に
対

し
、

h
本

は
、
持

続

的
不

況
を

も

た

ら

し
、

I

M
F
も

、
世

界

銀
行

も

、

サ

ミ

ッ
ト

も

、

「
日
本

経

済

の
改

革

を

通

し

た
成

長

」

を
望

ん

で
き

た
。

だ

が

、

日
本

経
済

は

ら
ぺ

　

世

界

、
途

L

国

の

ニ
ー
ズ

に
対

応

し

て

い
な

い
。

で
は

次

に

・
.○

○
○
年

に
向

け

て

の
世

界

経
済

の
進
路

を

示

し
た
九

九

年

サ

ミ

ッ
ト

の
課

題
を

検
討

し

て
み
よ
う

。
九

九
年

ド
イ

ツ

.

ケ

ル

ン

'
サ

ミ

ッ
ト

に
お
け

る
世

界
経
済

と

は
何

か
、

そ

の
認

識
方

法

、

お

よ
び
政
策

提

な
口
を

客
観

的

に
吟
味

し

た

い
。

　

ド
の

　

九

九
年

六

月

・
.卜

H
八

力

国

首

脳
会

議

(
ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト
)

は

、
世

界

経

済

の
主

要

問

題

に

つ

い
て

共

同

宣

言

を

発

表

し
た

。

「
新

し

い

一
〇

〇
〇
年

期

を

間
近

に
控

え

て
、

わ

れ

わ
れ

の
諸

国
及

び

国

際
社

会

が
直

面

し

て

い
る
課

題
」

に

つ
い
て
議
論

し

て

い
る
。

そ

の
課

題
と

は

、
整

理

し

て

い
え

ば

、
ω

「
世
界

経
済

の
成
長

」

問
題

、

吻

「
世

界
貿

易

体
制

の
構

築

」
問

題
、

個
雇

用

促
進

の
た

め

の
政

策

形

成

の
問

題
、

㈲

「
人

々

へ
の
投
資

」

問

題

、
㈲

社

会
的

セ

ー

フ
ガ

ー
ド

の
強

化

、
樹

開

発

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ
プ

の
深

化

の
問

題
・

ω

途

上
国
債

務

問

題
、

圖
地

球

環
境

問
題

、

ゆ

不
拡
散

と

軍

縮

の
促

進

問
題

、

⑳
地
球

規

模

の
課

題
な

ど
地

球
市

民

に
と

っ
て
も

重

要
政

策

課

題

で
あ

っ
た

。
本

稿

で
は
、

こ
う

し

た
課

題

の
中

か

ら
ω

囲
個

㈲

樹

の
経

済
社
会

政
策

の
諸

課

題
を
整

理

し

て
取

り
ヒ

げ
、

論

評

し

た

い
。

ハ
も

　

基

本

政
策

の
構

図

は
、

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ

ョ

ン
の
進
行

へ
の
姿

勢

で
あ

る
。

地
球

市
民

に
と

っ
て
多

国
籍

企

業
中

心

の
グ

ロ
ー

バ

ル
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化

に
ど
う

対

応
す

る
か

が
問

題

に
な

る
。

「
世

界

的
な

ア
イ

デ

ア
、

資

本

、
技

術

、

財

及

び

サ

ー
ビ

ス

の
急

速

か

つ
加
速

し

つ

つ
あ

る
流

れ
を

伴
う

プ

ロ
セ

ス
は
、

我

々

の
社
会

に
既

に
大

き
な

変
化

を

も

た

ら
し
た

」

と

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

は
認

識

し
、

.
方

で
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ

ョ
ン

の
も

た

ら
す

メ
リ

ッ
ト
を

評
価

し
、

他
方

で
労

働
者

、
市

民

に
と

っ
て
リ

ス
ク

の
増

大

を
伴

っ
て

い
る

こ
と
も

論
評

し

て

い

(
7

}
る
。グ

ロ
ー
バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
の

.
層

の
開
放

と

ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
は
、

「生

活

水

準

の
広
範

な

改
簿

及

び

貧

困

の
大
幅

な

減

少

に
貞

献

し

て

き

た

。
統

合

は

、
効

率
機

会

及

び
成

長
を

刺
激

す

る

こ
と

に
よ
り

、

雇
用

の
創

禺

に
役

蹉

っ
て
き

た
。

情
報

革

命
な

ら
び

に
文

化

及
び

価

値

観

の
さ
ら

な

る
相

圧
交

流

は
創

造
と

革
新

に
拍

車
を

か

け

つ
つ
、

民
蓋

化

へ
の
刺

激

、

人
権

及

び
基

本
的

な
自

山

の
た

め

の
闘

い
を

強

化

し

て
き

た
」

と

。

し

か

し
同

時

に

グ

ロ
ー

バ

リ

ゼ

ー

シ

ョ

ン
は

、

「
世

界

中

の
あ

る

程

度

の
労

働

者

、
家

庭

及

び

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

に

と

っ
て
混

乱

及
び
金

融

面

で

の
不
確

実

性

の
リ

ス

ク

の
増
大

を
伴

っ
て
き

た
」

と
、

そ

の

マ
イ

ナ

ス
も
指

摘

し

た
。

グ

ロ
ー

バ

ル
化

の
波

が

世

界
市

場
を

席
捲

し

始

め
た

の
は
、

.
九

八

〇
年

代
後

半

で
あ

り

、
製

品
貿

易

と

サ

ー
ビ

ス
貿

易

の
飛
躍

的
増

大
と

直
接

投
資

の
相

対

的
増

大

に
伴

う

も

の
で
あ

る
。

そ
れ

は

先
進

国

聞

、
先
進

国

と
途

ヒ

国

間

の

「自

由
貿

易

」

の
飛
躍

的
増

大

と
資

本

の
相

配
投
資

の
連

関

性

の
増
大

に
あ

り

、
両

者

の
分

業

的

関

連
性

と

内

的
相

互
関

連
性

の
増
大

に

よ

る
も

の
で
あ

る
。

経

済

の
グ

ロ
ー

バ

ル
化

は

、
そ

れ
を

担

っ
て

い
る
多

国
籍

企
業

間

の
激

烈

な

競
争

、
と

り

わ

け

M

&
A
を

利

用

し

た
国

際

資

本

の
世

界
市

場

支

配

の
再

編

に

よ

る

も

の

で
あ

へ
お

レ
る
。
そ
れ
は
世
界

の
商
品
生
産
と
流
通
、
消
費

の
各
市
場
を
め
ぐ

る
国
際
資
本

の
支

配
と
従
属

(企
業
の
合
併
、
吸
収
を
含
む
)
の
新

し

い
統
合
関
係

の
展
開
に
あ
り
、
同
時
に
世
界

の
証
券
、
金
融
市
場
に
お
け
る
資
本
占
有
率

の
増
大
を

め
ざ

し
た
国
際
金
融
資
本

に
よ
る
新

し

い
市
場
支
配
と
統
合
関
係

の
連
鎖
作
用

の
構

図

の
定
着

に
あ
る
。
し
た
が

っ
て
そ
れ
は
世
界
市
場
を
対
象

と
し
た
商
晶
、
資

本
、
技

術
、

サ
ー
ビ

ス
、
情
報

の
複
雑
な
相
圧
依
存
と
統
合
と
再
編
を
意
味
す
る
。

す

で
に
国
境
を
超
え
た
多
国
籍
企
業

な

い
し
世
界
企
業

は
、
世
界
市
場
を
自

己
の
配
ド
に
組
み
人
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
そ
の
存
在
性
を
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巨
大

化
す

る
。

し
た

が

っ
て
直

接

的

に
は
、
多

国

籍

企
業

は

進

出
先

の
国
民
市

場
を

求

め
、
法

人
税

の
軽

減
、

現
地

市

場

の
慣

習

、
雇
川

機
会

の
拡
大

、
競

争

的
寡

占

価
格

(相
対
的
低
価
格
)

の
維

持

、
現

地
競

争

企

業

の
経

営

体
質

の
改
善

、

効
率

性

、

競
争

的

成

長

刺

激
を

も

た

ら
す

。

一
方

、
国

際
資

本

は

現
地

企
業

の
自

立
性

を
促

進

す

る
と

同
時

に
現

地
企

業

の
吸

収

、
合
併

に
よ

る
統

合
化

の
促

進

、
新

し

い
リ

ス
ト

ラ

に
よ

る
失

業

者

の
増

大

、

国
際
資

本

の
統

合

と

再
編

を
も

た

ら
す

関

係

を

つ
く

り
だ

す
。
多

国
籍
銀

行

、
多

国

籍

証
券

、
多

国
籍

投
資

会
社

を

中

心
と

す

る
国
際

金

融
資

本

は
、

ハ
イ

リ

ス
ク
と

ハ
イ

リ

タ
ー

ン
の
経

済

学
を

普

及

さ
せ

、
個

人
、

企
業

の
国
際

的
株

主

化
、

証
券

市

場

に

お
け

る
弱
肉

強

食

の
論

理

を

円
滑

に
浸

透

さ

せ
、

現

地
住

民

の
貯

蓄
、

資

産
を

債
券

市

場

の
網

の
目

の
中

に
組

入

れ

る
。

現
地

市

民

、
企

業

は

ハ
イ

リ

ス

ク

・
ハ
イ

リ

タ

ー

ン

の
経
済

の
論

理

に
吸

収

さ
れ

つ

つ
、
そ

こ

で
債

権

者

と

債

務

者

に

分

極

化

さ

れ
・

ハ
イ

リ

ス
ク
を

担
う

債

務
者

は
貧

困
化

す

る
。

グ

ロ
ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
は
、

リ

ー
ジ

ョ
ー
ナ

リ

ゼ
ー

シ

ョ
ン
を
通

じ

て

ロ
ー

カ

ル

市
場

を
統

合

し

、

ロ
ー
カ

ル
市

場

は
、

.
方

で
地
域

経
済

の
自

、凱
化

に
向

う

と

同
時

に
、

リ
ー

ジ

ョ
ナ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
に
対

応

で
き

な

い

地

域

は
国

際
的

資

本

に
従

属

さ
れ

る

関
係

を

つ
く

り
だ

す

、

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

に
お

け

る
八

か
国

首

脳
会

議

の
宣

言

は
、

こ
う

し
た

グ

ロ
ー
バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
の

.
一律
背

反

、
相

対

的
矛
盾

の
内

容
を

正

し
く

把
握

す

べ
き

で
あ

っ
た

。
も

ち

ろ
ん
、
宣

一」・口
に
み

ら
れ

た

国
際

的

政
策

の
課

題

と

し

て
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
イ

ン
パ

ク
ト
を

制

御

で
き

な

い
側
面

を

認

識

し

よ
う

と

し

た
努
力

を

評

価

し
た

い
。

だ

が

私
た

ち

は
グ

ロ
ー

バ
リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
の
対

抗

軸
と

し

て

雇
用

、
人

権

、
人

間

の
創

造

と
革

新

、
自

治

と
主
体

的
白

由

を

踏

え

た
市

民
社

会

の
論

理

を
も

つ
べ
き

で
あ

る
。

各

国
は
市

民

社
会

を
L

体

に
し

た

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー

シ

ョ
ン
の
制
御

を

通
し

て
自

国

の
成

長

を
は

か

り
、

雇

用
機

会

の
増

大
と

市

民
権

、
自

治
権

の
拡
大

を
定

着

さ
せ

て

い
く

べ
き

で
あ

る
。

こ

の
点

は
偶

の
課

題

で
あ

る
雇

用
促

進

の
た

め

の
政

策

と
連

動

し

て
論

じ

ら
れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

先
進

国

の
み
な

ら
ず

中
進

国
、

途

上
国

に
お
け

る
高
水

準

の
失
業

問

題

を
ど
う

す

る
か

が
問

わ

れ

て

い
る
。
共

同
宣

言

で
は
、

こ
う
整

理

し

て

い
る
。

「
我

々
は
雇

用
拡

大

の
た
め

の
適

切
な

政
策

を

形

成
す

る

た

め

の
、

強
化

さ

れ
た

国

際
協

力

及

び

増
進

さ

れ

た
国

家

レ

ベ
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ル
で

の
努
力

の
重

要
性

を

再
認

識

す

る
」
と

い
う

。
企
業

の
リ

ス
ト

ラ
、
合

理

化

に
伴
う

失

業
問

題
を

国

家

の
労
働

政
策

と

し

て
受

け
止

め

て

い
る

。
そ

れ

は

、
持

続

可

能

な

成

長

及

び
雇

用
創

出

の
基
礎

を

強

化

す

る

た
め

の

.
、段

階

の
取

り

組

を
行

う

こ
と

を

提

言

し

て

い

る
。
そ

の
第

、
段

階

は
、

「我

々
の
経
済

の
適

応

性
と

競
争

力

を

強

化

す

る
と

と

も

に
、

長
期

失

業

者

が

労

働
市

場

に
戻

る

こ
と
を

支

援

す

る
た

め

の
構

造
改

革
を

促
進

す

る

こ
と

に
あ

る
」
と

い
う

。
第

.
、段

階

は

、

「
安
定

と
成

長

に
向

け

た

マ
ク

ロ
経

済

政

策

の
追

求

及

び

金

融

政

策
と

財

政
政

策

の
適

切
な

バ

ラ

ン
ス

の
確
凱

に
あ

る
」
と

い
う

。

先

進

国

に
お

け

る
雇
用

促
進

の
取

り
組

み

は
、
資

本

劃
義

の
発

展
過

程

の
中

で
そ

の
国

の
歴
史

的

労

働
慣

行

、
労
働

政

策
を

め
ぐ

る
労

使

間

の
対
抗

と

協

調

関
係

、
労

働

法

に
よ
る
身

分

の
保

障

、
労
組

と

経

営
者

団

体

と

の
政
治

的
勢

力

関

係
な

ど

に
よ

っ
て
規
定

さ

れ

る
。

ア
メ
リ

カ
的

雇

用

促
進

策

は
、

市

場
中

心
L

義

に
基

づ

く
成

長
を

前

提

に
し

た

雇

用
政
策

で
あ
り

、

持

続
的

景
気

回
復

過
程

に
お

い
て
企

業

は

不
況
期

に
排

出

し
た
失

業

者
を

吸

収

し

て

い
る
。
前

に
も
触

れ
た

が
、

例

え

ば
、

ア
メ
リ

カ
は

九

一
年

三
月

以
降

景
気

拡

大
を
続

け

て

い
る
。
九

九
年

一、一月

に
は
八
年

目

に
入
り

、
戦

後
第

ご
、番

目

の
拡
大

期

に
あ

り

、
回
復

当

初

「
雇

用

な
き

回
復
」

と

い
わ

れ
た

が
、
九

=
、年

以
降

、

雇

用

回
復

も

み
ら

れ

、
サ

ー
ビ

ス
産

業

を
中

心

に
九

七
年

前

半

ま

で
に
約

、
四
〇
〇

万

人

の
雇

用
が
創

出

さ

れ
た

。
と

こ
ろ

　
　

　

が
九

八
年

に
入

っ
て
失
業

率

は

四

・
.二
%
と

七

〇
年

以
来

の
低
水

準
と

な

っ
た
。

、
般

的

に
は
あ

る
成
熟

段

階

に
人

る

と
す

る
と

成
長

期

に
あ

っ
て
も

企

業

の
リ

ス
ト

ラ
が
進

み
、
失

業
率

が
低

ド
し
な

い
経
済

現
象

を

み
せ

る
。

そ

の
理

由

は

、
労
働

力

に
代

替

す

る
情
報

技

術

、
技

術
力

の
利

用

の
高

度
化

、

企
業
経

営

の
合

理
化

に
よ
る

リ

ス
ト

ラ
、
新
自

動

機
器

装
置

の
導

入

に

よ
る
と

い
わ

れ

て

い
る
。

こ
ん
ご

ア

メ
リ

カ

の
雇

用
問

題

も
楽

観
視

で
き

な

い
で
あ

ろ
う

。

さ
ら

に
株

価
騰

貴

に

依
存

す

る

ア
メ

リ
カ
経

済
体

質

は

ぜ

い
弱

な
側

面
を

も

っ
て

い
る

。

こ
れ
を

ど
う

す

る
か

で
あ

る
。

E
C
の
セ
要

国

で
あ

る

イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ン
ス
は
ど

う

で
あ

ろ
う

か
.

E

U
E
要

国

は
原

則

と

し

て
雇
用

の
た

め

の
成

長
、
福

祉

の
た

め

の
成

長

、
環

境
保

全

・
創

造
と

両

疏

す

る
成

長

を

経

済

政

策

の
11

標

に
お

い
て

い
る
。

例
え

ば

英

国

の
ブ

レ

ア
労

働

党

政
権

は

、
誕
生

直

後

九

し

年

六
月

E

U
首

脳
会

議

で
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E
U
社
会
憲
章
を
受
け
入
れ
、

E
U
と
協
調
し

て
労
働
者

の
権
利

の
向

上
を
目
指
す
と
同
時

に
労
働
市
場

の
柔
軟
性
だ
け
で
は
厳
し

い
国

際
競
争

に
対
応

で
き
な

い
と

い
う
認
識
を
も
ち
、

フ
レ
キ
シ
ブ

ル

・
プ

ラ
ス
を
合
言
葉
と
し

て
新
し

い
社
会
労
働
政
策

[福
祉
か
ら
仕
事

ロ
い

も

へ
」

を

方

策
と

し

て
実

施

し

て

い
る
。

そ

れ
が

「
ニ

ュ
ー

デ
ィ
ー

ル
」

計

画

で
あ
り

、
と

く

に
若
年

者

の
長
期

失

業

な
ど

職
業

訓
練

、

雇

用
対

策

の
た

め

の
計
画

を

打
ち

出

し

た
。
企

業

が

六

か
月

以
ヒ
失

業

し

て

い
る

二
五
歳

以

下

の
若
者

を

雇
用

し

た
場
合

、

雇
用

者

に
対

し

週
六

〇

ポ

ン
ド

(最
高
六
か
月
間
)

の
補

助
金

を

支
給

し
た

り
、

九

八
年

四
月

か

ら

.
,○

○

.
一年

ま

で

の
充
年

間

で

三

.
億

五

〇
〇

〇

万

ポ

ン
ド

を
支

出

し
、
若

年

労

働
者

の
就

業

計
画

を

優

先

し
た

り
、

企
業

が

ー
、年

以

上

の
失
業

者

を

雇
用

し

た
場
合

、

六

か
月
問

、

雇
用

音

く企
業

)
に
補
助

金

を
支

出

し

た

り

、

さ
ら

に
最

低

賃

金
制

を

実

施

し

、
労

働

者

の
生

活

水

準

の
確

保

と

安

全
保

障

を
打

ち

出

し

た
。

わ

た
く

し

は

こ

の
点

を

評
価

し
た

い
。
ま

た

フ
ラ

ン
ス
政
府

が

九
七

年

か

ら
九

八
年

に
か
け

て
打

ち

出
し

た
失

業

対
策

も

注
11
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

政
府

が

公
共

部

門

で

.・、瓦

万
人

の
雇

用
創

出

を

め
ざ

し

た
法
案

を

可

決

し
た

こ
と

や
賃

金

を

ド
げ

ず

に
労

働

時

間
を

週

四
時
間

に

減

ら
す

こ
と
、

こ

の
点

は
実

質

所
得

向

h
を

通

じ

て
消
費

需

要
を

増

加

し
、

こ
れ
が
成

長

を
誘

発

し

、
企

業
を

活
性

化

す

る
と
考

え

て

い

る
。
そ

の
他

軍
事

費

の
う

ち
装

備
費

、
施

設
費

を

削

減

し

て
雇

川
対

策
費

に
回

し
た
点

も

評
価

さ
れ

て

い
る
。

こ
う

し
た

E
U
王
要

国

の
実

践

を
踏

え

て

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

は
世

界
経

済

観

に
お
け

る
成

長
と

雇
用

問
題

を
も

っ
と
創

造
的

に
吸
収

す

べ

き

で
あ

ろ
う

。

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の

「
雇

用
促

進

」

策

は

、

こ
う

い

っ
て

い
る
。

「
我

々

の
経

済

の
適

応

性

が

増

大

す

る

に

つ

れ
、
経

済

成

長

が
よ

り
多

く

の
雇
用
を

も

た

ら
す

が

い
ぜ

ん
性

が
増

大

す

る
。

我

々
は

、
し

た

が

っ
て
労

働
、

資

本

及
び
製

品
市

場

に

お

け

る
構

造

的

硬
直

性

の
排

除

、
起

業
家

精
神

及
び

イ

ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

の
促
進

、

人
的

資
本

へ
の
投
資

、
経

済
的

イ

ン
セ

ン

テ
ィ
ブ
を

強
化

し
雇

用

を
促

進

す

る
た

め

の
税
制

及

び
給

付
制

度

の
改

革

並

び

に
革
新

的

で
知

識

に
航

脚

し
た

社
会

の
開
発
を

強

く
支

持

す

る
」
と

宣
言

し

て

い
る

。

そ

の
中

味
を

み

る
と

、
従

来

の
先

進

国

の
経
済

の
構
造

的

硬
直

性
を

排

除
す

る
た

め

の
具
体

的
改

革

を
示

し

て

い
な

い
。

こ

こ
で

の
課



題

は

、
先

進

国

に
お

け

る
企

業

の
革

新

、
企

業

の
内

発

的
改

革

と

イ

ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン
を

通
じ

た

雇
用

の
充

実

、
保

証
を
定

着

さ

せ

る
こ
と

に
あ

る
。

グ

ロ
ー

バ
リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン

の
メ
リ

ッ
ト

、

デ

メ
リ

ッ
ト
を

市

民
的

立
場

か
ら
総

括

し
世

界

経
済

の
基

本
構

図

の
あ

り
方

を

示
す

べ
き

で
は
な

か

っ
た

か
。

と
く

に
経

済

の
構

造
改

革

は
従
来

の
世
界

経
済

の
体
質

の
硬
直

性

を
改

革

し

、
と

り
わ

け

日
本
と

東

ア
ジ

ア
、

ロ
シ

ア
に
お

け

る
自

ら

の
厳

し

い
経

済

、
政

治

の
構

造
改

革

を

通

じ
た

通
貨

、
金

融
危

機

の
克
服

を

要
請

す

べ
き

で
あ

っ
た

。

そ
れ
を

世

界
経

済

改

革

の

、
環
と

し

て
位

置
づ

け

る

べ
き

だ

ろ
う

。
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團

グ

ロ
ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン
と

社
会

的

セ

ー

フ
ガ

ー
ド

の
問

題

グ

ロ
ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
は
世
界

の
生
産

お

よ
び

流

通
、

消
費

市
場

に

お
け

る
多

国
籍

企
業

間

の
激

烈

な
競
争

と

世

界

の
金

融

・
証
券

市

場

に
お

け

る
多

国

籍
金

融

・
証
券

等

の
激

烈
な

競
争

を

も

た

ら
す

こ
と

は
ま
え

に
触

れ

た

。

こ
う

し
た

国
際

的
寡

占
企

業

に

よ
る
世

界

市

場

化

は

、
国

民
経

済

に

お
け

る
市

民
生

活

に
対

し

て
さ
ま

ざ
ま

な

イ

ン
パ

ク
ト
を
与

え

る

。

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー
シ

ョ
ン
の
急

速

な

「
変

化

と

統
合

」

は
、

「
つ
い
て
行

け

な

い
と
感

じ

る
個

人

や
集

団
を

生

み
、

発

展
途

」

国

を

中

心

に

、
あ

る
程
度

の
混

乱

を

も

た

ら
す

結

果

と

な

っ
た
」

(「
八
か
国
首

脳
共

同
宣
言
」
)
し

た

が

っ
て

「
我

々
は

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ

ョ
ン
に

『人

間

の
顔
』

を

与

え
、

豊

か

さ

が
拡

大

す

る
と
と

も

に
広

く

分

か
ち

合

わ
れ

る

よ
う

な
制

度

的
及

び
社

会

的
基

盤

を

強
化

す

る
た

め

の
措

置
を

と

る
」

必
要

性
を

協

調
す

る

の
は

当

然

で
あ

る
。

.

.卜

.
世

紀

の
世
界

経
済

の
基

本

構

図

は
、
市

民

生

活

の
安

全

保

障
を

す

べ

て

の
面

で
確

疏

す

る

こ
と

で
あ

る
。

「
ハ
イ

リ

ス

ク

・
ハ
イ

リ

タ
ー

ン
」

の
経

済

の
論

理

に
市

民

を
組

み

入
れ

、
不

安

な
生

活

を
強

制

す

る

こ
と

は
止

め

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

巨
大

寡

-,肖
資

本

の
論

理

に
対

し

て
市

民
生

活

の
安
全

を

保

障
す

る

「社

会

的

セ

ー

フ
ガ

ー
ド
」

を
網

の
目

の
よ
う

に
構
築

す

る
市

民
社

会

の
論

理

を
確

立

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

し

た
が

っ
て

『宣

言
』

が
、

社
会

的

セ

ー

フ
テ

ィ
ー
ネ

ッ
ト
を

含

む
社

会
保

障

政
策

を

提
言

し

て

い
る
点

、

、
歩

前

進

で
あ

る
。

さ

ら

に
官
三
.口
は
市

民

の
自

治

を

ふ
ま

え

て
社
会

的

,
体

性

を

強
調

す

べ
き

で
あ

っ
た

。
単
純

に

「個

人

が

グ

ロ
ー

バ
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ル
な
変

化

と
自

由
化

を

受

け
人

れ

る
」

こ
と

は
問

題

で
あ
り

、

む

し

ろ
政
府

が

労
働

市

場

に
お

け

る
各

自

の
機
会

を
改

善

す

る

こ
と
を

奨

励

し

、
実

現
す

る

こ
と

に
務

め

る

べ
き

で
あ

る
。

問

題

は

グ

ロ
ー

バ

ル
化

の
進

行

の
な

か

で
、
企

業

間
競
争

が
激

し
く

な

り
、

個

人

の
個
性

、

創

造
性

が

ど

の
よ
う

に
発

揮

さ

れ
る

か

で

あ

る
。

こ

の
場
合

、

い
く

つ
か

の
型

が
考

え

ら

れ
る

。
個

人

が
競

争

へ
の
適

応

力

と
克

服

す

る
能
力

を

も

っ
て
主

体

的

に
自

疏

で
き

る
場

合

、
逆

に
競
争

か
ら

脱
落

し

、
生

活
を

も

犠

牲

に
せ
ざ

る
を
え

な

い
場

合

、

ハ
イ

リ

ス
ク
、

ノ

ー
リ

タ
ー

ン
に
陥

い
る
場

合

な
ど

が
起

っ

て

い
る
。

ハ
イ

リ

ス

ク

・
ノ
ー

リ

タ
ー

ン

の
層

が
増
加

す

れ

ば

、
そ

の
国

の
経

済

は

、
不

安
定

に
直
面

し

、
社
会

不
安

を

か
も

し
だ

す
。

だ

か

ら
宣

言

の
中

の
社
会

的

セ
ー

フ
ガ

ー
ド

を

強
化

せ

よ
と

k
張

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

最
近

の
経
済

及

び
金

融
危

機

に
よ

っ
て
最

も
深

刻

な

イ

ン
パ

ク
ト
を

受

け

た
国

々
は

、
市

民

社
会

の
安
全

と

福
祉

の
た

め

に
必
要

な
社

会

的
基

礎

を
創

造

し

、
改

善

し

、
よ

り

迅
速

な

回

復

を

し
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

だ

が
危
機

に
直

面

し
た

国
は

う

ま
く

い

っ
て

い
な

い
。
九

し
年

、
九

八
年

の
目
本

に
お

け

る
金

融

危

機

は

莫

大

な
銀

行

の
不
良

債

権

を
公

的
資

金

注
人

に
よ

っ
て

、
時

的

に
回
避

し

、
社
会

的

セ
ー

フ
ガ

ー
ド

は

し

て

い
な

い
。

日
本

に
お
け

る

不

良

債
権

、

L

地
、

建
物

な

ど

へ
の
過

剰

投
資

に
基

づ
く

莫
大

な

債
務

、
駐

化

学

K
業

へ
の
過

剰

な
設

備
投

資

、

し
た

が

っ
て
過
剰

雇

用

の

累
積

に
対

す

る

政

府

の
政

策

は
、
経

営

の
視

点

か
ら

の
克

服

策

を

部

分

的

に
実
行

し

て

い
る
だ

け

で
、
失

業

者

、
破

産

宣

告

を

し

た
個

人
、

中
小

企

業
経

営
者

、
労
働

者

、
個

人

経
営

者

な
ど

へ
の
セ

ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
を

強

化

し

て

い
な

い
。
英

国

で
は

、

.
九

八
六
年

、

政

府
と

金
融

界

が
ビ

ッ
グ

バ

ン
を
選

択

し
た

と
き

、

同
時

に
個

人

、

市

民

の
預
金

、
資

産

の
安

全

性
を

確
保

す

る

た
め

に

「金

融

サ

ー
ビ

ス

法
」

(
F
S
A
)
を
も

っ
て
対

応

し

た
。

こ

の
法

に

つ

い
て
整

理

し

て
お

く

。

F
S

A
は
、
英

国

の
金

融

大
改

革

を

め

ざ

し

た
ビ

ッ
グ

バ

ン
に

よ

る
投

資
活

動

の
拡
大

に
伴

う
苦

情

処

理
を

含

む
各
種

規
制

を

、
業

態

ご
と

の
各

自
豹

規

制

団
体

に
ゆ
だ

ね

て
き

た

。

こ
れ

は
預

金

者

の
苦

情
処

理
を

.
手

に
引

き
受

け

、

.
定

の
市

民

の
預

金

に
対

す

る
安

全
保

障

の
役

割

を
果

た

し

て
き

た
。

こ

の
点

、

日
本

に
は

で
き

て

い
な

い
。

F
S

A
は
、
金

融
活

動

が
広

が

る
中

で
、
規

制

団
体

の
重
複

問

題

や
、

ど

の
規
制

団
体

も

カ
バ

ー
し

て

い
な

い
空

白

が
生

じ
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る
懸

念
も

で

て
き

た

。

八
八
年

か
ら
九

四
年

に
は

、
企

業
年

金

よ

り
有

利
と

し

て
個

人
年

金

債
を

広

く
販

売

し
、
約

.
、百
万

人

が
被
害

を

う

け

た
事

件

も
発

生

し

た
。

こ
う

し
た

欠
陥

を

だ

さ
な

い
た

め

に
、

、
九

九

ヒ
年

、
○
月

に
単

、
金

融

監
督

機

関

を
発

足

さ

せ
、
九

八
年

六
月
、

英
中

央

銀
行

で
あ

る
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

銀
行

の
監
督

部

門
を

吸
収

し
た

。
と

く

に
金

融
商

品

に
対

す

る
消

費
者

教

育

、
学

校
教

育

と
情
報

開

小
を

含

め

た
成

人

ハ
ロ

げ

教

育

の
両

分

野

で
力

を
入

れ

て

い
る
と

い
う
。

英

国

は
消
費

昔

、
市

民

の
金

融

に
対

す

る

セ
ー

フ
ガ
ー

ド
を

徹
底
化

し

て

い
る
。

日

本

の
先

述

の
金

融
危

機

へ
の
対
応

を

具
体

的

に
示

す
と

、

こ
う

で
あ

る
。
九

八
年
後

半

か

ら
九

九
年

に
か

け

て

「
.
○
○

兆
」

円

と

い
わ

れ
た

銀
行

の
不
良

債

権

に
対

し

て
六

〇

兆

円

の
公

的

資

金

注

人

、
中

小

企
業

へ
の
貸

渋

り

に
対

し

て

、
、○
兆

円

の
公

的
資

金

の
注

入

、
住

宅

減
税

に
対

し

て

.
、兆

円
減

税

、

九
兆

円

の
所

得
税

減

税

、

.
○
兆

円

以
ト

の
公
共

投
資

を

実
行

し

つ
つ
不
況

克
服

策

を

し

て

い

る
。

こ

の
結

果
、

九

九
年

一
月

か
ら

三
月

ま

で

に

.
∵

九

%

の
成

長
率

を

み

せ
た

が

、
日
本

経
済

は
、
本

格

的
成

長
軌

道

に

の

っ
て

い
な

い
。

問
題

は

、

一
〇

兆
円

の
消

費
税

減

税

と

、
一〇
兆

円

の
失

業

者

対
策

、

さ

ら
に
消

費

者

、
市

民

に
対
す

る
セ

ー

フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト

対
策

を

実

行

す

べ
き

な

の

で
あ

る
。
金

融
危

機

の
チ

ャ

ン
ス
を

生

か

し

て
社

会

サ

ー
ビ

ス

(福

祉
、
環
境

、
生
活

重
視

の
社
会

資
本

)

へ
の
投
資

を

実
行

す

べ
き
な

の
で
あ

る
。

闇共

同
宣

誌

」

は

こ

の
点

厳

し

く

指
摘

す

べ
き

で
あ

っ
た

。

に
も

か

か

わ

ら
ず

、
市

民

的

民

執

主
義

、

市

民
法

の
支

配

、
良

い
政
治

、

な

ら
び

に
人
権

及

び

「
コ
ア
労

働

基

準
」

の
尊

重

が
社

会

的
安

定

に
と

っ
て
必

要

不
可
欠

な
前

提

条
件

で
あ

る

こ
と

は

い
う
ま

で
も
な

い
。
市

民
的

立

場

か
ら
社

会

的
費

用
効

果
と

利

用
を

高

め

、
高

い
透

明
性

、

高

い
民
度

を

反
映

し

、
腐

敗

の
な

い
制

度
を

発

展
さ

せ

る

べ
き

で
あ

る
。

「
共

同
宣

言

」

は

、
発

展
途

ヒ

国

に
お

け

る
健
全

な

社
会

政

策

と

イ

ン

フ
ラ

の
開

発

を

援

助

し
、

自

凱

経
済

を
高

め

る

こ
と

を

要

請

し

た

こ
と
も

重

要

で
あ

る

。
ま

た

I
M

F
に
対

し

て
も
正

当

な
要

請

を

し

て

い
る
。

I

M
F
は
経

済

プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作
定

に
あ

た

っ
て
地

域

住

民

の

二
ー

ズ
を

踏

え

て
財

政
再

建

の
期

間

中

で
さ
え

も

、

で
き

る
か
ぎ

り

、
基
本

的
健
康

、
教
育

、
訓
練

と

い
う

コ
ア
許
算

に
対

し

て
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特

別
な

優

先
順

位
を

与

え

る

べ
き

で
あ

る
と

。

こ

の
点

は
評

価

し

た

い
。

だ

が
問
題

は

、
発

展
途

ヒ

国

の
実
態

を

ふ
ま

え

、
何

が
問

題

で

あ

り

、
何

が
自

立

に
と

っ
て
必

要

か
を

示

し
、

従
来

の
特
権

層

に

よ

る
支

配
と
従

属

か
ら

の
解
放

と

自
立

の
体

制
を

確

吃

す

る

こ
と

に
限

り

な

い
援

助

を
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
各

国

は
市

民

の
自

治

、
参
加

、
統
治

の
民

ヒ
主

義
を

確

航
す

べ
き

で
あ

ろ
う

.

こ

の
点

E
U
の
対
途

上

国

の
関

係

を
学

ぶ

べ
き

で
あ

ろ
う

。
と

く

に

E

U
は
社
会

憲

章

を
踏

え

た
社

会

的

セ
ー

フ
ガ

ー

ド
を

構
築

し

て

い
る
。
世

界

経

済

に

と

っ
て
、

新

し

い
セ

ー

フ
ガ

ー
ド

の
課

題

と

し

て

E
U

の
社

会

憲
章

を
受

け
止

め
る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の
世
界

経

済

に
対

す

る
基

本
認

識

は
、

グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ

ー

シ

ョ
ン
に
ど

の
よ
う

に
対

応
す

る
か

、
グ

ロ
ー

バ

ル
化

を

吸

収
す

る
な

か

で
、

そ

の
デ

メ

リ

ッ
ト
を
各

国

次
元

で
、
ど

の
よ
う

に

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
か

に
あ

っ
た

。

わ
た
く

し
は

、
グ

ロ
ー
バ

リ

ゼ
ー

シ

ョ

ン
に
対

し

て
市

民

の
論

理
ま

た

は
市

民
社

会

の
論

理

で
対
抗

し

、
市

民
ド

体

の
自

疏

と
連
帯

の
地
域

経
済

シ

ス
テ

ム
を

構
築

す

べ
き

こ
と

を

強
調

し

た

の

で
あ

る
。
多

国
籍

企

業
中

心

の
世

界

市
場

化

は

、

.
方

で
そ

の
受
益

者

を

高
所

得
化

す

る

が
、
他

方

で
非
受

益
者

層

を
相

対

的

に
低
所

得
化

ま

た
は
貧

困
化

す

る
。

こ
の
矛
盾

を
市

民

k
体

に
ど

の
よ
う

に
克

服
す

る

か
が
今
後

の
課

題

で
あ

る
。

グ

ロ
ー

バ

ル
化

の
中

で
米

国
、

E

C
、

日
本

な

ど

で
は
所

得

格
差

が
表
面

化

し

て

い
る
。

し
た

が

っ
て
民

・E
粒

義

の
原

理

に
立

っ
て

こ

の
不

平
等

、

不

公
正

を
ど

の
よ
う

に
政
策

的

に
克

服
す

る
か

が
問

わ

れ

る
。
米

国

、

E
U
、

日
本

の
社

会

の
セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
を

ど

の
よ
う

に
構

築

す

る

か
が
重

要

課
題

に
な

る

で
あ

ろ
う

。

三

、

97

・
98

の

E

U
主

要

国
経

済

の
実

相

と

課

題

ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

ス
の
経
済
課
題

ω

ユ
ー
ロ
圏
誕
生

の
基
本
構
図

米
国
ド
ル
に
対
抗
す

る
複
数
通
貨
軸
と
し
て

ユ
ー

ロ
が

、
1
U

l
U

し

=
.

.

且
ノ

」
ノ

4
ノ

勾

月

に
誕
生

し

て
か

ら
九

か
月
を

経
過

し

た
が

、
7
」

F

」

ゴ

轟

-

`

^
7
1

」

△

」
ノ

」ノ

脅

一

ナ



欧州連合(EU)の 社会経済の新構図63

十

五
H

の

N
A

T
O
に

よ
る

ユ
ー
ゴ

空
爆

以

降
、

ユ
ー

ロ
相
場

は

ド
落

を
続

け
た

。

こ

の
原
因

は

、
空

爆

に
よ

る
独

、
仏

、
伊

の

、
般
市

民

の
不
安

、

高
失

業
対

策

へ
の
不
信
感

、

投
資

家

の
ド

ル
、

ポ

ン
ド
買

い
、
毛

要

E

U
諸

国

の
構

造
的

な

財
政
赤

字

の
表

面
化

な

ど

に
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
る
。
し

た

が

っ
て
、

E
U
の
・E
要
国

は

E
U
共

通

の
課

題

で
あ

る
失

業

対
策

を
成

長

と
公

正
と

を

両
疏

さ

せ

る
賃

金

決

定

方

式

や
社

会
保

障

制

度

の
改

革

な

ど

に
求

め

た

り

、
起

業

や
労

働

市

場

の
流

動

化

促

進

(ブ

レ
ア
英
首
柑
と

シ

ユ
レ
ー
ダ
i
独
首

相

の

(
B

一

「欧
州

の
新
し

い
中
道
路
線
」

の
提
案

)
政
策

を

通

じ

て
企

業
活

性

化
を
呼

び
戻

し
、

ユ
ー

ロ
安

を

克

服
し

よ
う

と
し

て

い
る
。

ユ
ー

ロ
が

強
く

な

る
た

め

に

は

E

U
経

済

(
ユ
ー

ロ
加
盟
卜

.
か
国
)

の
持

続
的

景

気

回
復

に
待

つ
ほ

か
な

い
こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
。
だ

が

そ

れ
は
従

来

の

E
U
を

構
成

し

て

い
る

国

々
の
経
済

体
質

の
改
革

、
と

く

に
市

民

・
労

働

の
論

理
と
市

場

の
論

理
を

ど

の
よ
う

に
調

整

し

つ

つ
、
経

済

の
活

力

を

出

し

て

い
く

か

に

か
か

っ
て
く

る
。

E

U
の
通
貨

統
合

と

市
場

統

合

は
車

の
両
輪

で
あ

る
。
す

で

に
九

.、、年

f

鋪
月

に
発

足

し
た

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

で
、

そ

の
基

本

的

政
策

思
想

を

表

明

し
、

E
C
か

ら

E
U

へ
と

拡

大

し
、

E

U
は
九

五
年

一
月

か
ら

-
五
力

国

に
拡
大

し

た
。

こ

の

.
年

前

、

E
U
は
、

九

四
年

一
月

か

ら
欧
州

通
貨

同
盟

の
第

二
段

階

に
移
行

を

開
始

し

、

通
貨

統

合

の
基

本

条

件

を
確

認

し
、

「
世

界

通
貨

」

と

し

て

の

ユ
ー

ロ

発
行

の
準
備

を

完

了
さ

せ

た

(第

3

表
)
。

さ
ら

に
九

五
年

マ
ド

リ

ッ
ド

E

U
サ

ミ

ッ
ト

で
は

、
九

九
年

、
月

一
H

を

通
貨

統

合

の
開

始

日
と

し

、
参

加

国

の
決
定

と

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中

央
銀

行

を

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

に

お
き

、
新

紙
幣

、

新
硬

貨

を
製

造
す

る

こ
と

を
決

定

し
た

。

こ

の
基
本

的

戦
略

は
、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

の
・E
要

原

理

に

よ

っ
て

い
る
。

「
均

衡

の
と

れ

た
持

続

的

発

展
を

も

っ
た
繰

済

的

、
社
会

的
進

歩

を
促

進

す

る

こ
と

に
あ

り

、
そ

れ

は
と

く
域

内

の
国
境

な
き

地

域

の
創

造

、
経

済
的

社
会

的
地

域

間

の
格

差
是

正

の
た
め

の
結

束

の
強

化
を

通

じ

て
、

経
済

的

、

通
貨

的

連
合

の
確

疏

を

通

じ

て
、
最

終

的

に

は
、
単

、
通
貨

採

用

を
含

む
経

済
通

貨
統

合

の
推

進

に
あ

っ

へ
け

り

た
」
。

つ
ま

り
市

場
統

合

と

通
貨

統

合
を

完
成

し

つ

つ
、
経

済
的

社

会

的

格

差

是

正

を

強

調

し

て

い
る
。

こ

の
点

は

、
今

日

で
も

[
欧

州

地
域

格
差

是

正

(結
束

)
基

金

」

に
よ

っ
て
、
構

成

国

の
独

自

の
地
域
格

差

政

策

と
連

動

し

つ
つ
実
行

し

つ

つ
あ

る
。

こ

の
点

の
問

題

設
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第3表 通貨統合参加のための収敏基準の達成状況

参加の可否
財政収支

97年

政府 累積 債 務

96年 →97年

インフレ率

98年1月

長期 金利

98年1月

為替 レー ト

98年3月

基 準 イ直 / 一3% 60% 2.7% 7.S°/a (注2)

ド イ ツ ○ 一Z
.7 60.4→el.3 1.4 J. {]

フ ラ ン ス ○ 一30
55.7-一ｺ58.U 1.2 ). ○

イ タ リ ア ○ 一2
.7 124.0→12L6 1.8 6.7 ○(注3}

ス ペ イ ン 0 一Z
.6 70.1→68.8 1.8 6.3 ○

ポ ル ト ガ ル ○ 一J
65.0→62,0 1.8 6.2 ○

ベ ル ギ ー ○ 2.1 126.9→122.2 1.4 5.7 ○

オ ラ ン ダ ○ 一L4 77.2-i72.1 1.8 5.5 U

ル クセ ンブル ク O 1.7 6.6→6.7 1.4 ). O

オ ー ス ト リ ア ○ 一2
.5 69.5→66.1 1.1 J. ○

ア イ ル ラ ン ド 0 o.9 72.7→66.3 1.2 6.7 ○

フ ィ ン ラ ン ド ○ 一Q
.9 57.6→55.8 1.3 5. O(注3)

ギ リ シ ャ x(注6) 一4
.0 lll.6→108.7 ). 9.8 x

ス ウ ェ ー デ ン x(注7) 一 〇
.8 76.7→76.6 1.9 6.5 ×(注4)

デ ン マ ー ク ×(注8) 0.7 70.6→65.1 1.9 6.2 ○

イ ギ リ ス x(注8) 一1
.9 54.7-一f53.4 1. 7・9」 ×(注5)

(出 所)欧 州 委 員 会"ConvergenceKepori'1999,お よ び経 企庁 編,前 掲 書,47ペ ー ジ よ り作

成,

(注)1.財 政 収 支,政 府 累 積 債 務 は,GDP比 、,ま た,イ ン フ レ.,.,長 期 金 利 の 基 準 値 は,イ ン フ

レ率 の最 も低 い3か 国 の'F均 か らそ れ ぞ れ].5%,2%以 ドをあ らわす 、,

2.為 替 レー トの 基 準 は,審 査時 点 以 前の2年 間 以 卜,自 国 の イニ シ ャテ ィブ に よる通 貨 切 り

ドげ を行 わず,ERMの 定 め る通 常 の 変動 幅 を遵 守 す る こ と、、

3.イ タ リア及 び フ ィ ンラ ン ドは,ERM参 加2年 以 内 で あ るが,過 去2年 間為 替 が安 定 的 に

推 移 した こ とか ら,基 準 達 成 とみ な され た,

4

5

君0

7
置

ERMに 参加 していない.、

92年 にERMか ら離脱 して以降,復 帰 していない 、

ギ リシャの不参加は,基 準 未達成 による1、

スウェーデ ンの 不参加は基準未達成に よるが,ス ウェーデ ン政府 自体参加 を希望 してい な

い 、、

8.デ ン マ ー ク及 び イギ リ スは,EMU第3段 階 に 移 行 しな くて も よい とい う権 利 を行 使 、,
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定

の
も

と

で
通
貨

問
題

を

認
識

す

る
必

要

が
あ

る
。

E
U
当

局

が
世

界

通
貨

と

し

て

の

ユ
ー

ロ
を

安
定

さ
せ

る

た
め

に
持
続

的
景

気

回
復

政
策

を

採

用

し

て

い
る

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
。

こ

こ

で
は
、

さ

ら

に
通
貨

統

踊
形

式

の
基

礎

過
程

の
実
相

と

課

題

を

論

じ

て
み

た

い
。

通

貨
統

合

参

加

卜

.
か

国

(ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン

ス
、
イ
タ
リ

ア
、

ス
ペ
イ

ン
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
、

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、

ル
ク
セ

ン
ブ

ル

ク
)
全
体

(
ユ
ー

ロ
ラ
ン
ド
)
で

み

る
と

、
九

八
年

の
成

長

率

は

、
九

ヒ

年

と

比

べ

て

.

.
・
亙
%
L

昇

し

た

。

ユ
ー

ロ
ラ

ン
ド

全

体

に
策

気

回
復

が

み
ら

れ

、
と

く

に

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス

で
は

為
替

の
減

価

傾
向

に
よ

り

、
輸

出

が
好

調

で
あ

っ
た

。

ユ
ー

ロ
ラ

ン
ド

に
は
お

く

れ

て
参

加
す

る
イ

ギ

リ

ス
は

、
所
得

増

に
も

と

つ
く

内

需
拡

大

、
設

備

投
資

増

、
輸

出
増

な
ど

に

よ

っ
て
景

気
を

持
続

さ
せ

て

い
る
。

だ

が

E

U
全
体

と

し

て
景
気

回
復

を

み
せ

て
も

失

業
率

は

低

下
し

て

い
な

い
。
し

た

が

っ
て

E
U
全

体

に
と

っ
て
も

、

小
国
を

除

い
て
失

業

対
策

を

迫

ら
れ

て

い
る
。

今

日

ユ
ー

ロ
ラ
ン
ド

が
全

体

と

し

て
景
気

回

復
を

も

た

ら
し

、
世

界

通
貨

と

し

て

の

ユ
ー

ロ
を
安

定

し
た

も

の
と

す

る
に

は
、
先

述

し

た

よ
う

に

E
U
の
主

要

国

の
景
気

回
復

に
あ

る
。

こ

の
点
を

97

-
98
年

の
現
状

を

『欧

州

経
済
』

(国
霞
。
o
。
昏

団
8
8

ヨ
ざ

一8
刈
～
り
。。.)

E

U
委

員
会

の

『経

済
統

計

資

料
』

『世

界
経

済

白
書

』

(
一
九
九
九
年
企
画
庁

)
な
ど

に
よ

っ
て
整

理

し

て
論

述

し

て
み
よ
う

。

倒

ド
イ
ツ
経
済

の
主

要
動
向
と
問
題
点

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
来

、
ド
イ

ツ
は

、
貫
し

て
持
続
的
景
気
政
策
を
選
択
し
て
き
た
。
九
六
年

四
月
以
降
、
輸
出
好
調
と
所
得

の
相

対
的
h
昇
に
よ

っ
て
景
気
を

回
復

さ
せ
た
。
通
貨

の
面

で
は

マ
ル
ク

の
減
価
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
、
外
国
投
資
が

マ
ル
ク
購
人
に
走

っ
た

こ
と

、
外
国
投
資
家
が
株
価
を
求
め
た

こ
と

に
よ
り
株
価
L
昇
を
も

た
ら
し
、
個
人
投
資
家
も
資
産
を
増
加
さ
せ
、
そ
れ
が
消
費
購
売
力

と
連
動
し
た
。

扁
方
労
働
生
産
性

の
L
昇
に
よ
り
消
費
者
物
価
が
相
対
的

に
低
ド
し
た
。
国
際
比
較
を
セ

眼
に
九
七
年
、、、月
か
ら
新
し
く
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採

用
さ

れ

た

「
調
和

消
費

者

物
価

指

数

」

(国
貫
。
ω
↓9

国
胃
ヨ
o
ロ
一N
a

H民

①
×
。
h
O
o
塁
=
ヨ
嘆

勺
碁

Φ
ω11
霞

∩
評

)
に
よ

る
と

、
九

ヒ
年

八
月

か

ら
九

八
年

八

月

の
イ

ン

フ
レ
率

○

・
ヒ

%

で
あ

る
。
他

方

企

業
経

営

者

は
、

労

組

や
政
府

の
協

力

を
え

な

が

ら
賃
金

L

昇
率

や
労

働

コ

ス
ト
を
抑

制

し

つ

つ
競

争
力

を
高

め
、

労

働
生
産

性

L
昇

に
努

め

た
。

内

需

の
拡

大

の
中

味

を

み

る
と

、
個

人

消
費

は

、
九

八
年

」
i

、∴
月

期

に
は

、

四
月

か

ら

の
付

加

価
値

税

を
従

来

の

、
五

%
か

ら

.
六

%

へ
引

き

ヒ
げ

た

こ
と

に
よ

る
消
費

者

の
駆
け

込

需
要

に
よ
り

、
前

期

比
升

率

・
五
%
L

昇

し
た

が

、
年

来

に

、
.%
減

少

し
た
。

ま

た

乗

用
卓

売

ヒ
台

数
も

、

九

八
年

前
半

に
は

、
...%
減

と

な

っ
た
が
後

半

に
は
二
、%

台

の
増
加

に
な
り

、

個
人

消
費

は

.
貫

し

て
好
調

で
あ

り

、

そ
れ

は
生

産
増

に
も
波

及

し

、
外

国
向

け
製

造
業
新

規

受

注
数

最

は

○

・
六

%
と

若
r

低

ド

し
た

が

、
国
内

向

け
製

造
業

新
焼

受

注

数

量

は
約

四
%

増
加

し
、

固
定

投
資

を

構

成
す

る
設
備

投
資

を

着

実

に
増
加

さ

せ

た

。

こ
う

し

て
九

七

年

と

九

八

年

の

N、-
イ

ツ

の
景

気

動

向

は

、
外

国

需

要

(輸
出

)
と

国

内

需

要

(消

費

)
と

が
連

動

し

て
好

調
を

示

し

た
。
失

業

者
数

も

九

ヒ
年

.
月

の
四

八

〇
万

か

ら
景
気

回
復

に

よ

っ
て
、

九

八
年

九
月

に
は

、、、○

○
万

台

に
低

ド

し
た
。

だ

が
九
九

年

に

入

っ
て
、

E

U

へ
の
輸

出

が
低

下

し

た

こ
と

、
九

ヒ

・
九

八
年

の
ア
ジ

ア
不
況

に
よ

り
、
輸

出

が
低

ド

し

、
企
業

の
競

争

力
も

鈍
化

傾
向

に
な

り

、
景
気

も

鈍
化

し
た

。
九

九
年

四
月

八

日
ド

イ

ツ
連

邦

雇

川
庁

が
発
表

し
た

三
月

の
失

業
率

は
、
前

月

比

○

・
涯
%
低

ド

し

、

一

一
・

一
%
と
低

ド

し
た
。

失
業

者

数

は

四

二
八
万

八

千
人

と

な

っ
た

。

シ

ユ
レ
ー

ダ
ー
政
権

は
、
企

業
負

担

を
増

や
す

政

策

や
労
使

の
協

力

関

係

な
ど

に
よ

っ
て
失

業

問
題

の
解

決

を

最
優

先

課
題

に
位

躍

づ

け

た
。

シ

ユ
レ
ー

ダ
i
政

権

は
、

九

八
年
九

月

、
、十

七

日
、
総

選

挙

の
結

果

、
社
会

民

主

党
を

軸

と

し
た

連
立

政
権

の
大
統

領

と

な
り

、

ド

イ

ツ
の
経

済
改

革

、
と

く

に
雇

用

、
環
境

、
成

長

の
連

関
効

果

を

目
標

と

し

て
、
労

働

者

、
市

民
と

経

営
者

の
協

力

体

制
を

打

ち
出

し

た

。

E

U
の
中

の
ド

イ

ツ
を
位

置

づ

け
、

E
U
の
協

力
体

制

、
と

く

に
市

場
統

合
と

通

貨

統
合

の
定

着

の
中

で
、
ド

イ

ツ
経
済

を

位
置

づ

け

た
。

ド
イ

ツ
政
府

は

、

E
U
通

貨
統

合

を

実

現
す

る
た

め

に
は

、

E
U
の
み
な

ら
ず

構

成
国

の
持

続

的
景

気

回
復
を

必
要

と

し

、
そ

の
た
め
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の
経
済
政
策
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
。
と
り
わ
け
ド
イ

ッ
の
シ

ユ
レ
ー
ダ
ー
新
政
権
は
、

ユ
ー

ロ
の
安
定
性
を
保
証
す
る
た

め
に
も
、
健
全

財
政
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ド
イ

ツ
の
財
政

の
根
本
問
題
は
、
旧
東

ド
イ

ツ
地
域

の
経
済
回
復

が
西
部

の
ド
イ

ツ
地
域

の
水
準

に
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
に
あ
る
。
そ

の
た
め

に
ド
イ

ツ
新
政
権

は
、
恒
常
的
財
政
援
助
を
通
じ

て
旧
東
ド
イ

ッ
の

経
済
水
準
を
向
L
さ
せ

て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
前
述

の
失
業
率
も
高
く
、
企
業

の
競
争
力
も
向
L
し
て

い
な

い
。
ド
イ

ツ
新
政
権
は
、

国
内

の
地
域
間

の
経
済
水
準

の
不
均
衡
な
発
展
を
克
服
す

る
た
め
に
、
財
政
移
転

の
恒
常
化
、
す
な
わ
ち

「す

べ
て
の
州

の
生
活
水
準
を

等
し
く
す

る
」
と

い
う
ド
イ

ツ
基
本
法

に
基

づ

い
て
連
邦
政
府

か
ら
地
方
政
府

へ
の
f
算
配
分
と
豊
か
な
州
か
ら
貧
し

い
州

へ
予
算

配
分

を
通
じ
た
財
政
移
転

の
シ
ス
テ
ム
を
ど

の
よ
う

に
活

か
し

て
財
政
均
衡
を
は
か
る
か
を
問
わ
れ
て

い
る
。

こ
う
し

て
中
央
政
府
が
各
地
方

政
府

に
対
す
る
再
分
配

シ
ス
テ
ム
を
円
滑

に
進

め
て
い
る
が
、

O
E
C

D
の
分
析
結
果
、

、
九
九
八
年
時
点

で
貧
困
な
州

で

、九
%
、
裕

福
な
州

で
は
わ
ず
か
八
%

で
あ

る
。

ド
イ

ッ
連
邦
政
府

(中
央
政
府
)
は

E
U
の
通
貨
統
合

の
優
等
性

に
な
る
た
め
に
も
財
政
黒
字
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
だ
か

ら
ド
イ

ツ
財
政

シ
ス
テ
ム
を

み
る
と

、
地
方
政
府

の
財
政
構
造
は
、
赤
字
を
消
滅
す
る
シ
ス
テ
ム
が
働

い
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
旧
東

ド
イ

ツ
の
財
政
構
造
は
、
恒
常
的

に
連
邦
政
府

に
依
存
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
邦
政
府
か
ら
国
全
体

の
利
益

に

へ
い

り

な

る

事

業

を

行

う

地

方

へ

の

財

政

の

垂

直

的

移

転

を

み

る

と

(第

3

表

)
、

旧

東

ド

イ

ッ

地

域

の

合

計

額

(
一
九

九

八

年

)

は

.
八

.、、
・

五

七

億

マ

ル

ク

(
ベ

ル

リ

ン

、、.ヒ

・
四

〇

億

マ

ル

ク

、

ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

、
、
六

・
、
一〇

億

マ
イ

ル

、

ザ

ク

セ

ン

四

瓦

・
〇

四

億

マ
イ

ル

、

メ

ク

レ

ブ

ル

グ

ーー

ヴ

ェ
ス

ト

ボ

メ

ラ

ニ

ア

、
九

・
八

〇

億

マ

ル

ク

、

チ

ェ
ル

リ

ン

ガ

.
、
六

・
...四

億

マ

ル

ク

、

ザ

ク

セ

ン

ロ

ア

ン

ハ

ル

ト

.

.
八

・
ヒ

八

億

マ
ル

ク

)

で

あ

る

の

に

対

し

て

旧

西

独

地

域

の

合

計

額

は

、

六

ヒ

・
九

九

億

マ

ル

ク

(
ハ

ン

ブ

ル

グ

、

ヘ

ッ
セ

、

バ

バ

リ

ア
、

バ

ー

デ

ン

ーー

ヴ

ュ

ッ

テ

ン

ベ

ル

ク

、

ノ

ル

ト

ラ

イ

ン

睦

ヴ

ェ

ス
ト

フ

ァ

レ

ン

の

κ

地

域

は

連

邦

か

ら

垂

直

的

移

転

ゼ

ロ

で

あ

り

、

ブ

レ

ー

メ

ン

、
.
。

・

、

八

億

マ

ル

ク

、

ザ

ー

ラ

ン

ト

.
一
〇

・
.
.
亙

億

マ

ル

ク

、

シ

ユ
レ

ス

ヴ

ィ

ッ

ヒ

鮭

ホ

ル

ス

タ

イ

ン

.。.
・
九

一
、億

マ

ル

ク

、

二

ー

ダ

ー

ザ

ク

セ

ン

ト
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こ

.
八
六
億

マ
ル
ク
、

ラ
イ

ン
ラ
ン
ト

ーー
バ
ラ
テ
ィ
ナ
ー
ト
九

・
七
七
億

マ
ル
ク

の
財
政
移
転
を
う

け

て

い
る
)

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
ド

イ

ツ
連

邦
政
府

は
、

旧
東

ド

イ

ッ
地

域

、
旧

西

ド
イ

ツ
地

域

の
瓦
地
域

に
対

し

て
、

で
き

る

か
ぎ

り
、

垂
直

的
移

転

を
受

け
ず

に
自

疏

的

財

政
運

営

を
確

立

し
、

逆

に
連

邦

政
府

の
黒
字

財

政

の
た

め

に
貢
献

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

旧
東

ド

イ

ツ
地
域

の
自

立

と
連
帯

の
た

め

の
経
済

発

展

の
政
策

を
構

築
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
優
秀

な

職
能

人

、
技

術

者

の
養

成

、
競
争

r刀
に
耐

え
う

る
経

営
者

の
教
育

、
自

航

し
た

労
働

音

に
な

る
た

め

の
職
業

訓

練

、

L
場
労

働

音

の
責

任

あ

る
労
働

と

技

術

の
教

育

な
ど

を
徹

底

化
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

E

U
の
首

脳
会

議

で
合
意

を

み
た

「安

定

と
成

長

の
協

定

」

も
九

九
年

.
月

か

ら
発
効

し

て

い
る
。

E
U
加
盟

国

は
、

通
貨
統

合

が

発

足

し

て
も

、
貫

し

て
、
経

済

の
安

定

と

成

長

を

維

持

し

、
発

展

す

る
た

め

に
、
毎

年

の
政

府

の
財

政

赤

字

を

原

則

と

し

て

そ

の
国

の

G

D

P
の
↓.、%
以
内

に
抑

制

し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
も

し
達

成

で
き

な

い
場

合

は

、
加

盟

国

は
課
微

金

を

お
さ

め
な

け
れ

ば
な

ら

な

い

と

い
う

財

政
規
律

が
あ

る
。

こ
の
点

は
ド

イ

ツ
政
府

内

で
も

、

連

邦
政

府

と
地

方

の
州

政

府
と

が

、
財

政
赤

字

・・、%
以
内

に
抑

制

し

、
ド

イ

ツ
と

E
U

の

「安

定

と
成

長
」

の
た

め

に
財

政

運
営

の
自

己

規
律

を

も

っ
て
対
応

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

ド

イ

ツ

の
財
政

問

題

は

、

E

U
加
盟

国

共

通

の
課

題
な

の

で
あ

る
。

財
政

の
健

全
化

な

し

に
そ

の
国

の
経
済

発

展
も

な

い
で
あ

ろ
う

。

日
本

も
学

ぶ

べ
き

で
は
な

い
か
。

コ
ー

ル
政

権

の
と

き

も

、

シ

ユ
レ

ー
ダ

i

氏

は
社

会

民

t

党

の
立

場

か

ら
財

政
赤

字

を

三
%

に
抑

制

す

る

た

め

に
労

働

組

合

、

経

営

者

、

政
府

が

.
体

と

な

っ
て
で
経
済

成

長
を

維
持

し

つ

つ

「
雇

用

の
た

め

の
連
帯

」

を

要
求

し
た
。

い
ま
政

権

を
担

っ
て
着

実

な
成

果
を

あ

げ

て

い
る
。
内

外

の
保

守

的
論

調

は
、

「
労

働

市

場

の
柔

軟

化

な

ど

根

本

的

な
雇

用

対
策

を

迫

ら

れ

て

い
る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、
企

業

負

担

を

重

く

す

る

な

ど
改

革

に
逆
行

す

る
姿

勢

を

強

め

て

い
窃

」

と

い
う
・

そ

う

で
は

な

く

て

シ

ユ
レ
ー

ダ

ー
政
権

は
、

E
U
の
単

、
市

場

の
拡
大

と

安
定

を

志
向

し
、

E
U
経

済

の
成

長

と
雇

用

の
増
進

を

は
か
り

、
地

域
間

の
経

済

格

差

の
縮
小

を

目
指

し

、
市

場
統

合

と

通
貨
統

合

の

.
体

化

を
考

え
、

こ

の
路
線

の
中

で
、

ド
イ

ッ
経
済

と

財

政
問

題

の
安
定

を

図

っ
て
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い
る

の
で
あ

る
・

企
業
負

担

を

重
く

す

る

の
で
は

な
く

、

企
業

の
成
長

と

労
働

者

市

民

の
生
活
水

準

を

総
八
・
的

に
考

、尺
つ

つ
、
欧

州
市

民

権

の
確

航

を
L

張

し

て

い
る

の
で
あ

る

。
だ

が
九

九
年

九

月

に
行

わ
れ

た
チ

ュ
ー

リ

ン
ゲ

ン

の
地
方

州

選

挙

で
社

民
党

は
大

敗

し

て

い
る

(勾
げ
Φ
一巳
。。。
冨

℃
。
ω戸
一蒔
ω
①
〇
一]
ゆ
8

)
。

こ
れ

は
政

権

の
経

済

政
策

に
対
す

る
批
判

と

い
わ
れ

て

い
る

。

の

フ
ラ

ン

ス
経
済

の
主
要

動

向
と

問

題
点

こ

の
国

で
は

・

フ
ラ

ン

ス
経
済

の
実

態

と

問
題

点

を
、小
す

文

献

は
限

ら

れ

て

い
る
。

フ
ラ

ン

ス
の
文

化

と

か
社
会

、

芸
術

な

ど

の
分
野

の
研

究

は

か
な

り
高

い
水

準
を

示

し

て

い
る
。

こ
こ

で
は
経

済

に
限

っ
て
み
る

。
九

八
年

か

ら
九

九
年

に
か
け

て
日
本

人

に
と

っ
て
大

き
な

ニ

ュ
ー

ス
は
、

日
本

の
第

.

.位

の
自

動

車
産

業

で
あ

る
日
産

が

フ
ラ

ン

ス
の
大
手

自

動
車

メ
ー

カ

ー

で
あ

る
ル

ノ
ー
と
資

本

.
技

術

提
携

を

し

た

こ
と

で
あ

っ
た
。

、、.兆

円

(有
利
f
を
含
む

)

の
借
務

を

か

か

え

た

日

産

が

ル
ノ
ー

系

列

に
参

加

し
、

ル
ノ

ー
は

フ
ラ

ン

ス

へ

ぐ
を

国

家
資

本

四

四
%

配

ド

の

E
U
の
巨

大

自
動

車

メ
ー

カ
ー

で
も

あ

る
。

九

九
年

Lハ
月
末

に
は
、

ル
ノ

ー

の
重

役

カ

ル

ロ
ス

.
ゴ

ー

ン
カ

日

産
自

動
車

の
最
高

執

行
専

任
昔

と

な

っ
た
。
彼

は

こ

の
と

こ
ろ

日
本

の
経

営
者

か

ら

も

つ
と
も

注

目
を

集

め
た

電
役

で
あ

る

。
と

く

に
人

間
味

溢

れ

る
猛

烈

な

仕
事

ぶ
り

(朝

ヒ
時

に
は
出
社

し
、
深
夜

ま

で
、
経
営
、
技

術
、
労

働
、
教
育

の
全
般

に
至

た

る
仕
事

を

こ
な
す

と

い

う
)

に
、

日
産
社

員

が
驚

い
た

。

日
産

は
過
去

七

年

の
う

ち

.
年

を

除

い
て
連
結

当
期

赤

字

と

い
う

不
振

を
経

験

し

た
。

カ
ル

ロ
ス

・
ゴ

ー

ン
は
、

こ
の
日
産

の
旧

い
経

営

と
労

働
体
質

を

ど

の
よ
う

に
改

革

す

る

か
、

い
ま

日
本

人

に
と

っ
て
、

い
や

フ
ラ

ン
ス
に
と

っ
て
も

関

心

の
的

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
最

近

の

フ
ラ

ン

ス
経
済

を

術
鰍

的

に
み

て
み

よ
う

。
成

長

率

は
、

九

四
年

に

、一、%

に
ヒ

昇

し

た
が
九

六
年

に

は

.

.
六

%
と

低

水

準

に
な

っ
た
。

と

こ
ろ
が
九

七
年

に
入

る
と

、

E
U
、

ア
メ

リ
カ
、

途

上
国

へ
の
輸

出

が
増
大

し
た

こ
と
と

、

九
八
年

に
は

国
内

の

賃
金

h

昇
率

と
所

得

水

準

の
L

昇
率

を

み

せ
、

同
時

に
そ

れ
が

消
費

需
要

を

刺
激

し
、
生

産
誘

発

効

果
を

も

た
ら

し
、
製

造
業

の
設
備

投
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資

に
連
動

し

た

。
九

八
年

の
成
長

率

は

三
%
前

後

に
回
復

し

た

。
自

動
車

メ
ー

カ
ー

は
内

外

需
と
も

に
旺
盛

で
、
生
産

台

数
も

ふ

や
し

、

競

争

力
を

高

め

る

こ
と

が

で
き

た

。

こ
う

し

た
景

気

回
復

過
程

の
中

で
、

フ
ラ

ン
ス
政

府

は

、
金

融
業

界

の
再

編
成

を

進

め
た

。
と

く

に
B
航

っ
た

の
は

フ

ラ
ン

ス

の
大
手

.、、銀

行

が

E
U
市
場

統
合

と

通
貨

統

合

の
中

で
融

資
市

場

で

の
競

争
力

を

発
揮

す

る
た

め

に
合

併

を
志

向

し

て
対
蹉

し

て

い
た

。
九
九

年

八
月

卜

四

日
、

フ
ラ

ン

ス
金

融
市

場
委

員

会

は
、

パ
リ
国

疏

銀
行

(
B
N
P
)
が
指

導
権

を

発
揮

し

、
金

融
業

界

の
統

合

を
促

進

す

る
た

め

に

バ
リ

バ
株

の
六

瓦

.
一
%
、

ソ
シ

ェ
テ

・
ジ

ェ
ネ

ラ

ル

(
S
G
)
株

の
.、、六

・
八
%

を
公

開
買

い
付

け

に

よ

っ
て
暫

定

的

に
獲

得

し

た
と

公

表

し
た

。

こ

の
結

果

、
パ

り
国

並
銀

行

と

パ
リ

バ

の
合
併

の
可
能

性

が

高
ま

っ
た
。

同
時

に

ソ
シ

ェ
テ

・
ジ

ェ
ネ

ラ
ル
を
含

め
た

三

つ

の
銀
行

が

合
併

す

れ

ば
、
世

界

最
大

の
銀

行

と

な

る

。

金

融
市

場
委

員

会

は

、
従
来

銀

行
業

の
合
併

の
条

件

と

し

て

「
相
手

銀
行

の
株

式

の
互
○

・
〇

一
%
以

」
を

所
有

す

る

こ
と
」

と

し

て

い
る

の
で
、

パ

リ
国
輪肱
銀
行

と

パ

リ

バ
銀
行

と

の
合

併

は

可
能

で
あ

る
が

ソ
シ

ェ
テ

・
ジ

ェ
ネ

ラ

ル
と

の
合

併

は
査

○
%

以

ド

の
所

得

で

あ

る

か

ら

で
き

な

い
。

し

か

し

パ

リ

国

航

銀

行

側

は
、
相

手

株

の

三

五
%
を

所

有

す

れ

ば
、

「
実

効

支

配
」

が

可

能

で
あ

り

合

併

を

認

め
、

E
U
の
み

な

ら
ず

世
界

金
融

市

場

で

の

フ
ラ
ン

ス
銀

行

の
支

配
力

を

め
ざ

す

べ
き
だ

と

い
う

。

だ

が
政
府

は
認

め

な

か

っ
た

。

フ
ラ

ン
ス
は

ユ
ー

ロ
が
定
着

す

る
中

で
、
通

貨

、
金

融

市

場

に
お

い
て
も

「
成

長
と

安
定

」

を

目
指

し

フ
ラ

ン

ス
の
経

済

の
活
力

を

示

そ
う

と

し

て

い
る
。

フ
ラ

ン

ス
の
金

融

業

界

の
幹
部

は
、

ド

イ

ツ
と
歩

調

を
合

せ

て

ユ
ー

ロ
の
価

値

を

高

め

る
た

め

に
、
将

来

、
国

際
通

貨

・
金

融
体

制

の

懸

案

で
あ

る

「新

ブ

レ
ト

ン
ウ

ッ
ズ
体

制

」
構

築

で
、
L

導

力

を
発
揮

し

よ
う

と

し

て
る

。
資

本

は

投
機

を

目
的

と
す

る

の
で
は
な

く
実

態

経
済

の
向

ヒ

に
あ

る
。

世

界

の
金

融

市

場

が
国

際
巨

大

投
機

集

団

に
左
右

さ
れ

な

い
た

め

に
も

、
資

本

の
国

際
移

動

に
対

し

て
は

、
航

空

輸

送

と

同
様

、
資

本

管

理
塔

を

設
概

す

べ
き

で
あ

る
と

い
う

。

国
際

為
替

相

場

の
ゆ
き

す
ぎ

た
変

動

を

回
避

す

る
た

め

に
、
為

替

レ
ー
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ト

に
関

す

る

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
を

設

け

る

べ
き

で
あ

る

。

と
も

あ

れ

フ
ラ

ン

ス
金

融
業

界

は
ド

イ

ツ
と

協

力

し

て
世

界
不

況
を

防

止

す

る
た

め

に
、

国
際

通
貨

体
制

を
見

直

す

こ
と

を
考

え

て

い

る
。

こ
う

し
た
考

え

方

の
背

景

に

は
、

世
界
金

融

市

場

に
お

い
て

フ
ラ

ン

ス
の
地
位

を
向

ヒ

し

、
主
導

権

を
発

揮

し

よ
う

と

い
う

E
U
市

場
戦

略

が
あ

る
。

と

こ

ろ

で

フ
ラ

ン

ス
の
景
気

回
復
過

程

の
中

で
、
失

業

・
雇
用

問
題

は
ど
う

な

っ
て

い
る

の
か
。

こ
の
点

を
次

に

み
て

み
よ
う

。

失

業

.
雇

用

問
題

は

、

フ
ラ

ン
ス

に
と

っ
て
政

権

を
左

右

す

る

ほ
ど

の
大

き

な
問

題

で
あ

る

,
九

〇
年

代
後

半

に
人

っ
て
も

、
高
京
r
、

大
卒

の
就

職
率

が
悪

く

、
九

七
年

八
月

の
求

職
者

数

・、、
、
・.、万

人

の
う

ち

.
、五
歳
未

満

の
若

年

層

の
求
職

者
数

は

五

八
万

人

で
全
体

の

、

八
%
強

を

占

め

て

い
る
。

失
業

率

は

.
、
、
・
π
%

に
対

し
、
若

年

層
は

、

そ

の
う

ち
約

.
-五

%

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス

の
場

ム
ロ
は
、

.
た

ん

会

社

に
就

職

す

る
と

離
職

者

は

少
な

く

、
就

職
者

の
特
別

な
権

利

を
優

先

す

る

の
で
若

年

層

の
就

職

が
不

利

に
な

る
傾
向

が
あ

る
。
だ

が

基
本

は
雇

用
増

の
た
め

の
経

済

成
長

を

維
持

す

る
だ

け

で
な
く

、
増

大

さ

せ

る

こ
と

で
あ

る
。

従
来

、

フ
ラ

ン
ス
に

お
け

る
失
業

.
雇

用

問

題

が
停

滞

し

て

い
た
理
由

は

、
第

.
に
他

の

E
U
諸

国

、
米

国

な
ど

と

比
較

し

て
労

働
者

の
最
低

賃

金
が

相
対

的

に
高

い
水

準

に
あ

っ

た

こ
と

、
第

二
に
経

営
者

の
社
会

保
障

費
負

担

の
割

合

が
比
較

的

高
く

、
企

業
収
益

や
投
資

を

制

約

し

て

い
た

こ
と

、
第

一、一に
経

営
者

が

賃
金

L

昇

に
よ

っ
て
消
費

需

要

を
刺

激

し

、
景
気

回
復

の
誘

因

と

し

て
受

け

止

め

て

い
な

か

っ
た

こ
と

、
な
ど

に
よ

る
。

い
う
ま

で
も

な

く

・

不

況
期

に
は

、
労

働
者

の
賃
金

引

き

上
げ

率

が
抑

制

さ

れ
、
企

業

収
益

を
低

ド
さ

せ
、

社

会
全

体
を

不
安

定

に
す

る
。

一
九

九

七
年

七
月

に
労

働

者

・
市

民

の
支
持

を

う

け

て
社
会

党

出
身

の
ジ

ョ
ス

パ

ン
政
権

が
誕

生

し
た

。

こ

の
政
権

は
社
会

党

、
共

産

党

、
環

境

保
護

グ

ル

ー
プ

の
連

合
政

権

で
あ

り

、
旧

保
守

政

権

の
福

祉
軽

視

、

雇
用

軽
視

、

教
育

軽
視

に
反
対

し

た
勢
力

で
あ

っ
た
。

こ

の
政
権

は
成
長

と

雇
用

と

環
境

と

教
育

を
重

視

し

た
政

策
を

採

用

し
た

。

ジ

ョ
ス
パ

ン
連

立

政
権

は
、
公

務
員

削

減

の
中
止

な

ど
雇

用
を

優
先

し

、
最
低

賃

金

引
き

ヒ

げ

、
福

祉
充

実
を

通

じ

て
景

気
を

回
復

す

る

こ
と

に
あ

っ
た

。
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政

権
樹

立
後

二
年

を

経

過
し

た

こ
の
政
権

が

実

現
し

た
政
策

を

み

る
と

、

例
え

ば

、
若

年
失

業

者

の
た

め

に
公
立

学
校

の
補

助

職

員
等

の
ポ

ス
ト

を
年

に
ゴ
、万
-

五
万

人

の
雇

用
創

出

に
あ

て
た

こ
と
を

は
じ

め
、

公
共

部

門

で
の
.二
五
万
人

の
雇
用
創

出

を
実

現

し
た

こ
と

、

最

低

賃
金

引
き

L

げ

率

を

従

来

の

,

・
七

%

か

ら
四

%

に
大

幅

に
引

き

h

げ

た

こ
と

な

ど

が
目
ヴ

っ
た

。
九

八
年

も

、
九

ヒ
年

に
続

い

て
、
法
律

で
定

め

ら
れ

た

、
・
五

%

に
対

し

て
政
府

は

、

.
一%

の
引

き
上

げ

を
実

施

し
た

。
と

こ
ろ

が
労
働

組
合

は
四

%

に
満

た

な

い
と

し

て
批
判

し
た

。
も

ち

ろ
ん
、
労

働

組
合

が
支
持

し
た
政

権

で
あ

れ

ば

こ
そ

、
労

組

の
要

求
を

.
貫

さ
せ

て
筋

を
通

す
中

で
、
統

治
的

妥

協

を

選
択

し
、

国
民
全

体

の
所
得

水

準

の
向

L

、
経

営
者

の
受

け

入

れ

る
能
力

も

理
解

し

て
、
政
策

を
受

け
入

れ
た

よ
う

に
思
わ

れ

る
。

前

述

の
若
年

労

働
者

の
雇

用
を

、、一年

間

で
ご
.亙
万

人
創

出
す

る

こ
と
も

具
体

化

さ

れ

て

い
る
。

さ

ら

に

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア
リ

ン
グ
を

目
的

と

し

た
週
間
労

働

時

間
を

、一九
時

間

か

ら
、二
五
時

間

に
す

る
法

案

を

国
会

で
通
過

さ

せ
た

。

こ

の

こ
と

は

、
部

の
経

営

団
体
を

除

い
て
歓

迎

さ

れ

て

い
る
。

こ
う

し
た
失

業

∴
雇
用

問

題

の
対
応

を

通

じ

て
消
費

需

要

の
増

加

に
よ

る
内

需

拡
大

に
連
動

し

、
企

業

の
業
績

も
向

上

し

た
。

も
ち

ろ

ん
、

.
部

の
経

営

者

団
体

は

反
対

し

た
。

最
低

賃
金

の
大

幅
引

き

h

げ

や
労
働

時

間
短

縮

は

、

フ
ラ

ン
ス
企

業

の
国

際
競
争

力

の
低

下
を

招

く

の
で
反
対

す

る
と

主

張

し
た

。

だ

が

フ
ラ

ン

ス
の
実

質

G

D

P
の
成

長
率

は

、
九

八
年

三

・
一
%

と
上

昇

し
、

経
営

者

の
懸

念
も

減

少

し
た

。

フ
ラ

ン

ス
経

済

の
着

実

な

改

革

は
、

同
時

に

E
U
経
済

の
発

展
と
連

動

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
。

と
く

に
、
政

府

は
九

七
年

、

九

八
年

と
財

政
赤

字
を

ユ
ー

ロ
加

盟

の
条
件

、

G

D

P
比

三
%

以
内

に
抑

制
す

る

こ
と

が

で
き

た
。

さ

ら

に
九
九

年

の
政
府

予
算

の
歳

入

見

通

し

を

み

る
と

(第

5

表
)
、

一
般

政
府

財
政

赤

字

は

G

D

P
比

.

.
・
三
%

を

ア
測

し

て

い
る
。

ユ
ー

ロ
の
指

導

的
地

位

に
あ

る

フ
ラ

ン

ス
と

し

て
は
、

通
貨

統

合

の
条

件

を

維
持

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

予
算

案

に

み
ら

れ

る
税

制

改

革
を

み

て
も

雇

用
創

出

を
念

頭

に

お
き

、
企
業

に
対
す

る
職

業

税

の
う

ち

、

課
税

対
象

と

な

る
給
与

部

分

を
九

九
年

か

ら

.

.○
〇

四
年

ま

で

の
五
年

間

に
段
階

的

に
廃

止

し
、

経
営

者

の
雇

用
吸

収
力

の
条

件

づ
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○
年
版
、
経
企
庁
編
、
六
六

ペ
ー
ジ
)
と

。
と

こ

ろ
が
ジ

ョ

ス
パ

ン

の
政
策

の
ポ

イ

ン
ト
を

紹

介

し

た

あ

と

で
、

短

期

的

に
は
失

業

率

の
低

ド

が
見

込
ま

れ
る

が
、
構

造

的

な
問

題

は
残

る

。

、
連

の
政
策

を

見

る
と

、

よ

っ
て
市

場

経

済

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

積

極

的

に
活

用
す

る

の
で

は
な

く

、
直

接

労

働

市
場

に
介

入

す

る
方

法

を
選

択

し

た
と

昌.口え

よ
う

」

(
『世
界
経
済
白
書
』
、
平
成
九

年
版
、
同
上
、

四
九

ペ
ー
ジ
)
と
。

後
者

の
政

府

が
労

働

市

場

に
介

入

せ
ず

に
、
市

場

メ
カ

ニ
ズ

ム

に
ま

か

し

て
お
け
ば

自

発
的

に
雇
用

創
出

を

す

る

で
あ

ろ
う

か
。

市

場

メ
カ

ニ
ズ

ム
が
自

ら
作

っ
た
失
業

問

題

、
と

く

に
若
年

労
働

者

の
大

量

の

く
り

を
す

る
と

い
う

政
策

で
あ

る
。
低
所

得

層

の
家

計

を
支

援

す

る
た

め

に
電
気

、

ガ

ス
料

金

の
付

加
価

値

税

を

.
一〇

・
六

%

か
ら

五

・
π
%

　
リ

サ

に
引
き

ド

げ

る

こ
と

し

た
。

な

お
職
業

税

の
負

担

軽
減

に
よ

る
企
業

の
雇
用
創

出

増

は
約

.
○

万

人

で
あ

る

。
日
本

の
経
企

庁

の

フ
ラ

ン
ス
経

済

観

は
、

、
方

で
、
ジ

ョ
ス
パ

ン
政
権

の
政
策

の

.
部
を

評
価

す

る

が
、
他

方

で
、
批
判

的

で

あ

る
。

例

え

ば

、

「九

七
年

六

月

の
総

選

挙

で

ジ

ョ
ス
パ

ン
政
権

が

誕
生

し

て
以
来

、
消

費

者

信
頼

感

は
好

転

、

こ

の
と

こ
ろ

の
失

業
低

ド
率

を
受

け

て
改

善

し

て
お
り

、
個

人
消

費
税

に

つ

な

が

っ
て

い
る
」

(
『世
界
経
済
白

書
』
、
平
成

.

「
以

」

の
政

策

に
よ
り

、

フ
ラ

ン
ス
政
府

は
、

規
制

緩
和

に



失
業
問
題
を
政
府
が
介
入
せ
ず

に
解
決

で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
わ
が
経
企
庁
は
、
失
業

の
経
済
学
を
重
厚

に
学

ぶ
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
と
く

に
雇
用
、
福
祉
、
環
境

の
た
め
の
成
長
政
策
を
真
剣

に
考
え

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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㈲

イ
ギ
リ

ス
経
済
の
主
要
な
動
向
と
問
題
点

長

い
間
、
英

国
は
、
成

長
率

、
%
以
ド
に
推
移
し

「
英
国
病
」
と
呼

ば

れ

て

い
た
。
そ

の
理

由
と

し

て

「
福
祉
」

「雇

用
」
を

優
先

し
、
企
業

の
成
長
を
軽
視
し
た
か
ら
で
あ
る
と

い
わ
れ

て
い
た
。
英
国

の
.
.大
政
党

で
あ
る
保
守
党
と
労
働
党
は
、
英
国

の
経
済
体
質
と

な

っ
て

い
る
低
成
長
を

い
か
に
脱
却
す
る
か
を
問
わ
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
歴
史
的
性
格
と
構
造
的
性
格
を
改
革
し
な

い
限
り
解
決
し
な

い

と

い
わ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
保
守
的
疏
場
か
ら
改
革
を
進
め
て
き
た

の
が

、
九
し
九
年

、
政
権
を
獲
得
し
た
保
守
党
党
首

サ

ッ

チ

ャ
ー
女
史

で
あ

っ
た
。
サ

ッ
チ

ャ
ー
保
守
党
政
権
は
、
後
継
者

メ
イ
ジ

ャ
ー
保
守
党
政
権
を
含

め
る
と
ト
八
年
間
、
保
守
党
政
権
を
継

続

し
た
こ
と

に
な
る
。
保
守
党
政
権
は
、
経
済

の
効
率

化
を
目
指
す
た

め
に
、
金
融
引
き
締

め
政
策
と
財
政
赤
字

の
削
減
を

実
行

し
た

り
、
規
制
緩
和
政
策
、
と
く

に
証
券
取
引
き
市
場

の
大
改
革
、
す
な
わ
ち
ビ

ッ
グ
バ
ン
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
国
有
企
業

の
民
営
化
政

【
20

"

策
、
公
営
住
宅

の
払

い
下
げ
、
労
働
組
合

の
弱
体
化
政
策
、
外
資
導

入
の
自
由
化
な
ど
を

つ
ぎ

つ
ぎ
に
実
行
し
た
。
国
際
競
争
力

の
あ
る

企
業
や
金

融
資
本
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
が
、
九
〇
年
代
後
半

に
入

っ
て
成
長
至
ヒ
蓋
義

、
効
率
主
義

、
橘
祉
軽
視
、
教
育
軽
視
に
対
し
て

.

　
わ

ヤ

般
市

民
、
中
小
企
業
者
、
労
働
者
、
知
識
人
、
大
学
人
か
ら
批
判
を
受
け
た
。

九
七
年

亙
月

の
総
選
挙

の
結
果

.
八
年
ぶ
り

で
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
、
ブ
レ
ア
首
相

が
先
頭
に
航

っ
て
、
前
政
権

の
成
長

の
成
果
を

へ4

継
承
す
る
と
同
時
に
在
野
に
あ

っ
た
と
き
国
民
に
訴
え
続
け
て
き
た
社
会
経
済
政
策
を
着
実

に
実
行
し

つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
九
八
年
度
f

算

で
は
税
制
改
革
、
社
会
保
障
制
度

の
改
革
を
実
行
し
、
全
体
と
し
て
英

国
経
済

の

「成
長
と
安
定
」
を
維
持
す

る
た
め
、
中
小
企
業
対

策
と

し
て
法
人
税
率

の
引
き
ド
げ
、
キ
ャ
ピ
タ

ル
ア
ロ
ー

ワ
ン
ス
の
初
年
度
控
除
率
を
拡
大
し
、
産
学
協
同

に
よ
る
大
学

に
お
け
る
研
究
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成

果
を
主
体
的

に
活

か
す

た
め
に

ベ
ン
チ

ャ
ー
キ

ャ
ピ

タ
ル
基
金

の
設
立

に
よ
る
情
報

産
業

の
育
成
、
雇
用
機
会

の
拡
大

の
た

め

の

(
23

"

ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー

ル
計
画

の
実

現

、
低
所

得

者

の
国
民

保
険

料

の
軽

減

な

ど
を
実

現

し

て

い
る
。

こ

こ

で
は
経

済

・
社

会

の
主
要

な

動
き

に
限
定

し

て
整

理

し

た
が

、

ブ

レ

ア
政

権

の
政

治
的

成

果
を

み
る
と

、

地
方
分

権

を
実

現

し

た

点

に
あ

る
。

例
え

ば

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド
議

会
創

設

に
関

す

る
住
民

投

票

の
結

果

、
賛
成

が

過
半

数

を

こ
え

、

.
七

〇
七
年

以

来
約

三

〇

〇

年

ぶ
り

に
ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
に
自
治

権

(議
会

)
が
復

活

し
た

。

ま
た

ウ

ェ
ー

ル
ズ

に
お

い
て
も
住

民

投
票

の
結

果

、
僅

差

で
議

会

を

復

活

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。
九

八
年

五
月

に
は
、

ロ
ン
ド

ン
市

長

の
新

設

、

ロ
ン
ド

ン
議
会

も

住

民
投

票

の
結

果

、
復

活

が
決

定

し
た

。

こ
れ

(
24

)

ら

の
提

案

は
ブ

レ

ア
政
権

に

よ
る
も

の

で
あ

っ
た
。

九

八
年

六
月

二

五
日

に
は

北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド
議
会

選

挙

が
実

施

さ
れ
和

平
推

進
派

が

一
〇

八
議
席

中

八

〇
議
席

を

占

め
安

定
多

数

を

示

し
た

。

こ
う

し
た

ブ

レ

ア
政
権

の
地
方

分
権

政

策

は

、
原

理
的

に
は
民
主

主
義

の
本
質

に
基

づ

い
て

お
り

、
経

済

的

に
も

、
自
笹

決

定

権

の
範

囲
を

拡
大

し
、

E

U
の
市

場
統

合

の
中

で
も

、
き

わ

め

て
重
要

な
役

割
を

果

た
す

こ
と

に
な

っ
た
と

思
う

。

ブ

レ

ア
政
権

は

、

サ

ッ
チ

ャ
ー
前

政

権

が
反

対

し

て

い
た

E
U
の
社

会
憲
章

(欧
州
労

使
協
議
会

の
設

置
、
市

民

の
労
働
権

、
人
権

な
ど

の
認
定
、
)
を
受

け

入

れ

、

E
U
の
通

貨

統

合

に
当

っ
て

は
、

条

件

が
整

備

さ

れ

て

い
な

い
こ

と

、

、
一〇

〇

.
年

の
総

選

挙

に

お

い

て

E
M

U

へ
の
参

加

を

国
民

に
問
う

こ
と

な

ど

の
理
由

で
見
送

っ
た

。

こ
う

し
た
社

会

問

題

に

つ

い
て
、
保

守
党

政

権

が

で
き

な

か

っ
た

こ
と

を

ブ

レ

ア
政
権

は

、
着

実

に
実

践

し

て
き

た
。
社

会
問

題

を

経

済

問

題

の
中

に
、
問

題
意

識

と

し

て
も

つ
こ
と

が
大
切

で
は
な

い
か

。

英

国

経
済

は

、
保

守
党

政

権

下

の

一
九

九

二
年

の
後

半

か

ら
七
年

に

か
け

て
景
気

拡
大

を

持
続

し
た

。
と

く

に
九

〇
年

代

後
半

に
着

実

な
成

長

を

み
せ

た
。

例
え

ば

、
九

六
年

の
実
質

G

D
P
成

長
率

は

二

・
六
%

、
九

七
年

三

・
二
%
、

九

八
年

.
∵

ゴ
、%

で
あ

り

、
国

内

需

要

の
伸

び
率

も

、
そ

れ

ぞ

れ

二

・
七

%

、
三

∴

二
%

、

一、丁

五
%

で
あ
り

、

国
内

需
要

の
中

で
は
消

費
者

支

出
と

設
備

投
資

の
伸

び

率

が
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第6表1998年 イギ リスの経済 ・貿易見 通 し

実 質GDP成 長率

(前年比伸 び率)

1内 訳]

国 内需要

(消費者 支出)

(政府 支出)

(設備投 資)

(在庫投 資)

製造 業生 産

輸 出(財 サ ー ビス)

輸 入(財 サ ー ビス)

小売物価 ヒ昇 率(RPI)

賃 金 ヒ昇率

失 業率

失業者(単 位goo万 人)

国際収 支

経常収 支(単 位10億 ポ ン ド)

貿易収 支(単 位10億 ポ ン ド)

PSBR(単 位10億 ポ ン ド)

PSBR対GDP比

基調 インフレ率(第4四 半期)

96年(実 績)97年1実 績および腿 し)98年(見 通 し)

2.6

2.7°/a

3.s%

2.0

1.S%

△0.25%

0.3

6.$°/a

8.4

2.4

3.85%

7.5

2.10

△1.9

012 .7

22.7

3.0

3.2

3.2

3.25%

4.5

00.5°/a

4.'75%

0%

1.5°/a

8.0

9.25%

3.1

4.7

5.6%

1.58

FD

ハ
U

4

り
O
l△

0

%

%

瓢

6

8

A
U

り
白

2.0^2.5%

3.25^3.75%

3.75`y4.d

1.25%

4.75^-5.25%

xO.25%

0～0.5%

3.25～3瞭5%

7.5～8,0%

3.8

4.8

5.0

1.40

△0,9

014.0

3.9

0.5°/a

Z.75%

〔出 所 〕EconomicTrends,Marchl998,D.L.,LabourMarketTre口ds,January1998.よ り 作

るC

月

再
度

政
策
・金

利

を
引

き

上

げ

て

イ

ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行

は
、
九

八
年

六

6

表
)
。

こ
う

し

た

動

き

に
対

し

て

年

一.丁

八

%

へ
と

上

昇

し

た

(第

売

物
価

上

昇
率

一
、
・
四
%

か
ら

九

八

昇
圧
力
を
も
た
ら
し
、
九
六
年

の
小

は
、

こ
う

し
た
景
気
拡
大
が
物
価

上

生
産

も

活

発

化

し

た
。
九

八
年

に

の
設
備
投
資
も
旺
盛
で
、
製
造
業

の

が
旺

盛

で
、
内

需

を
拡

大

し

、
企
業

は
所
得
増
に
も
と
つ
く
消
費
者
支
出

も
緩

や
か

で
あ
り

、
と

く

に
九

七
年

を

み

る
限

り
、
景

気

の
拡

大

テ

ン
ポ

%
と

着

実

に
止
昇

し

た
。

こ

の
指

標

九

七
年

四

・
七

%
、

九

八
年

四

・
八

上

昇

率

は

、

九

六

年

一一、
・
八

五

%

、

の
伸

び
率
は
減
少

し
て
い
る
。
賃
金

目
立

っ
た
が
政
府
支
出
と
在
庫
投
資
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ヒ

・
五
%
と

し

た

。

こ
う

し
た
政

策

は

、
輸

出
増

や
個

人
消

費

増
を

抑
制

す

る

の
に
役

航

っ
た
。

.
方

雇

用
状

況

を

み
る
と

、

。
九

九

六
年

の
失

業

率

、

し

・
左

%
、

九
七
年

κ

・
六

%
、

九

八
年

五

.
○

%
と
低

ド
し

、
景
気

拡

大

の

中

で
大

幅

に
改

善

さ

れ

て

い
る
。
英

国

の
失

業

率
低

ド

は

、
九

〇
年

代
後

半

に
大
き

な
特

徴

を
示

し
、

政
府

の

、
貫

し
た
雇

用
創

出

効

果

一
25

一

が
表

面
化

し

た
と

い
え

る
。
政

府

の
雇
川
統

計

に
よ

る
と

、

、
九

九

四
年

か
ら

九

八
年
第

一

三
月

期

に
か
け

て
約

、
五

七
万

人

以
上

の

雇
用

を
創

出

し

た
点

、
評

価
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
九

六
年

の
失

業

者
給

与
制

度

G
。
σ

ω
①
警

亀

。。

と

δ
芝
,。9

Φ
)
を
導

入

し

た
政
策

や
ブ

レ

ア
の

「
福

祉

か

ら
就
労

へ
」

(.ゴ
.Φ
臣

毎

ε

≦
。
蒔
、、)

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
政
策

も

そ

の
成

果

が

具
体

化

さ
れ

て

い
る
。

九

四
年

以
降

、
毎

年

、
.○
万

か
ら

四
〇
万

人

以
ヒ

の
雇

川

創
川

を

み
せ

て

い
る
。

こ

の
雇

用
増
加

を

セ
ク

タ
ー
別

に

み

る
と
、
製

造

業

が
低

ド
し

、

サ

ー
ビ

ス
業

に
お

け

る
.雇
用
増

が

目
、硫
っ
て

い
る
。
九

ヒ
年

の
サ

ー
ビ

ス
業

で
は
.、.八

万
人

の
増
加

を

み

せ
た

。

こ
れ

ら
雇

用

増
加

は
、

政
府

の
労

働
諸

政

策
と

景

気

の
拡

大

と
が

連
動

し
た

結

果

で
あ

る
と

評

価

し

た

い
。

「特

に
九

六
年

か
ら

九

ヒ

年

に
か

け

て

は
①

個

人

の
実

質

勤

労

所

得

の
増

大

、
②
住

宅

金

融

組

合

等

の

並
日
通

銀

行

転

換

等

に

伴

う

家

計

の

一
時

的

な

所

得

増

(鼠

巳

h艶

ひq
旺
霧

)、
③

株

価

や
住
宅

価
格

の
ヒ
昇

に
よ

る
資

産
効

果

な

ど
か

ら
個

人
消
費

が
拡

大

し

、

こ
れ

ら

が

サ

ー
ビ

ス
業

に
お

け

る
雇

用

増
加

に
好
影
響
を
急

越
」
点
も
正
当
な
指
摘

で
あ

る
・
さ
ら

に
個
人
消
費

の
増
加

は
賃
傘

所
得

の
増
加

に
依
存
す

る
だ
け

で
な
く
、
高
金

利

政
策

も
消

費

者

の
利

f
所

得
を

増

加

さ

せ
、
消

費

需
要

に
連
動

し

て

い
る

こ
と

も
加

え

て
評
価

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

な

お
九

九
年

四
月

八
日

イ

ン
グ

ラ

ン
ド
銀

行

は
、
景

気

減

速
傾
向

へ
の
テ

コ
入

れ
政

策

と

し

て
政
策

金

利

○

・
二
五

%
引

き

ド
げ
年

五

.

.

.
五
%

に
し

た
。

英

中
銀

が
政
策

金

利
を

こ
れ
ま

で
ド
げ

た

の
は
、

瓦
年

ぶ
り

で
あ

っ
た

。
英

国

で
は
九

八
年

秋

以

降
金

融
緩

和

を

し
た

が
ポ

ン
ド

相
場

は

ユ
ー

ロ
相

場

に
比

べ

て
安

定

し

て

い
る
。
だ

が
輸

出

に
頼

る
製

造

業

の
景

況
感

は

遅

れ

て

い
た

。

こ

の
金

利

水

準

は

E

U
水

準

よ

り

高

い
。

消
費

需

要
も

低

ド

し

て

い
な

い
。

ブ

レ

ア
政

権

は

、
雇

用
創

出
政

策

、
個

人

消
費

需

要
増

大

と
景
気

拡

大
政

策

を

連
動

し

て
自

ら

の
政
策

体
系

に
組
入

れ

て

い
る
。

と
く
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第7表 イギ リスの失業者数,失 業率の推移

失業者 数(千 人)

2,28fi.1

2,765.0

2,900.6

Z,619.3

2,305.8

2,ユ03.4

1,819.3

1,{ifi9.y

I,X50.U

l,470.0

失業率(%)

8.0

9.7

10.3

9.3

8.2

7.5

6.5

5.9

).J

J.

J.

J.0

 

1

00

〔出所〕 Eぐ{〕n(lmicTrends,Junel998.

に
ブ

レ

ア
政
権

は
保
守

党

政
権

の

「成

長
」

政
策

を

.
方

で
継

承

し

つ

つ
、

他

方

で
独
自

の
雇

用
政
策

と

く

に

「
福

祉

か
ら
就

労
」

政
策

を
積

極

的

に
展

開

し

て
き

た
。

.
方

「
成

長

政
策

」

の

.
環

と

し

て
採

用

し

て
き

た

の
が

「
産

業

競
争

力

政

策

」

で
あ

り
、
前

述

し

た
規

制

緩
和

や
民

営

化

を

通

じ

て

企
業

の
競

争
力

を

強
化

し
よ
う

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

こ
の
視
点

か

ら
企
業

に
お

け

る
経
営

革

新

、
技

術
革

新
を

求

め

た
り

、
輸
出

力

強
化

に
求

め
た

。

だ

が
貿

易
収

支

は

、
九

六
年

約

.

.
、七

億

ポ

ン
ド
、
九

七
年

約

、
{

○
億

ポ

ン
ド

、
九

八
年

約

.
四
〇
億

ポ

ン
ド

の
赤

字

で
あ

っ
た

。

こ
ん
ご
輸

出
を

強

化

す

る
た

め

に
は

、
資

本
白

由
化

を

進

め
、

国
内

へ
の
外
資

の
増
加

と
同

時

に
対

E
U
、
対

米
、

対

日
投

資

、
対

ア
ジ

ア
投

資

を
活

発
化

さ

せ

る
政
策

を

採

用

す

る

こ
と

が
課

題
と

さ

れ

て

い
る
。

ブ

レ

ア
政
権

は
、
生

活

水
準

の
質

的

向

上
を

図

る
た

め

に
産
業

の
競

争
力

を

強

め

国
家

を

形

成

し
、

そ

の
た

め

の
技

術

開

発

も

強

化

し

て

い
く

と

い

う

。

し

た

が

っ
て
今

後

、

雇

用
、

環

境

、
福

祉

な

ど

の
分

野

の
政

策

を

進

め
、

E
U
と

の
協

調

体
制

を

強
化

し

て

い
く

で
あ

ろ
う

。

ブ

レ

ア
政

権

が
前

述

し

た

「福

祉

か

ら
就
労

へ
」

(芝
Φ
臣

話

【o

霜
o
爵

)

と

い
う

プ

ロ
グ

ラ

ム

に

は
、

五

、
」億

ポ

ン
ド

(九

ヒ
年

)
の

予
算

を

組

ん

だ
。

そ

れ
は
若

年

労
働

者

や
長
期

失
業

者

な

ど

の
就

労
意

識

や
技

能

取
得

や
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仕

事

現
場

へ
の
参

加
を

促

進

す

る
条
件

を

与
え

る

こ
と

に
あ

っ
た

。
労

働

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
福

祉
社

会

の
発

展

に
参

加

し

、
失
業

者

の

自

立

を
促

し
、
新

し

い
福

祉

政
策

の
あ

り
方

を
実

践
し

て

い
る
。

と

り

わ
け
失

業

率

は
九

五
年

八

.
二
%

、
九

六
年

七

.
五
%
、

九
七

年

五

・
六
%

、
九

八
年

(第

一
期
)
充

・
○
%

へ
と

低

下
し

て

い
る

(第

七
表
)
点

を
注

目

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う

。

こ
ん
ご

英
国

は

E
U

へ
の
積

極

的
参

加
を

通

じ

て
自

立
と

連
帯

の
社
会

を

構
築

し

て

い
く

で
あ

ろ
う

。

二
〇
〇

一
年

の

ユ
ー

ロ
圏
11

単

一
通
貨

圏
参

加

が
期

待

さ

れ

て

い
る

。

四
、

ユ
ー

ロ
圏

発

展

の
課

題

D

ユ
ー

ロ
誕

生

の
意

味

一
九
九

七
年

、

九
八
年

と

E
U
の
景
気

は
拡

大

し
、
安

定

し

て

い
た

。
九

九
年

-
月

一
日

、
難

産

の
結
果

、

欧

州
連

合

(
E
U
)
加

盟

ヘゼ

一
一
か
国

は

、
単

一
通

貨

ユ
ー

ロ

(国
霞
。
)
を
導

入

し

た
。

E
U
は

、
次

の
段

階

に
入

っ
た

こ
と

に
な

る
。

ユ
ー

ロ
発

足

は
、

世

界

通
貨

体

制

の
中

で

の

ユ

ニ
ー

ク
な

歴

史

的

改

革

で
あ

る
。

駐

日

ド

イ

ツ
大

使

フ
ラ

ン

ク

.
エ
ル

ベ
氏

は

こ
う

い

っ
て

い
る
。

「
単

、
通

貨

ユ
ー

ロ
の
導

入
を

成

立

さ
せ

た
欧

州

は

、
統

合

プ

ロ
セ

ス

の
次

の
段

階

に
向

け

た
準

備

を

進

め

て

い
る
。
欧

州
連

合

(
E
U
)

の
拡

大
交

渉

を
開

始

し
、

経

済
通

貨

同
盟

を
実

現

さ

せ
、

さ
ら

に
農

業

政
策

な

ど

の
改
革

を

進

め

て
、

E
U
財

政

の
新

ハ
が

　

た

な
枠

組

み
を

つ
く

る

こ
と

が

二
十

一
世
紀

に
向

け
た
重

要

な

目
標

だ
」

と

歴
史

的
局

面

を
迎

え

る
欧

州

の
発
展

を

方
向

づ

け

て

い
る
。

だ

が

ユ
ー

ロ
出
発

に
当

っ
て
も

、

E

U
は
順

風

満

帆

に
進

ん

で

い
る

の

で
は
な

い
。

た

し
か

に

E
U
の
中
心

と

な

っ
て

い
る
ド
イ

ツ
、

フ

ラ

ン
ス
、
イ

ギ

リ

ス

の
景

気

は
九

七
年

、

九

八
年

、
全

般

に
わ

た

っ
て
拡

大

し

た

が
九
九

年

の
成

長
率

の
見

直

し
を

み
る
と
減

速

傾
向

を

見
せ
て

い
縫

・
こ

の
点

は
・
独
仏
英
を
忠

量

凧
気
拡
大
期

の
特
質
を

み
た
の
で
あ

る
が
、
九
九
年

百

の
ユ
占

発
足
に
あ
た

っ
て
独

仏
伊

は
、

ユ
ー

ロ
参

加

の
条

件

を
満

た

し
、

一
堅

実

な
」

経
済

運

営
を

し

て
き

た
。
だ

が
九

八
年

末

頃

か
ら

九

九
年

は

じ

め

に
か

け

て
景
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気

は

や
や
鈍

化
傾
向

を

余

儀

な
く

さ
れ

た

。

こ
れ

に
は

、
世

界

経
済

が

ド

ル
安

、
欧

州

通
貨
高

の
進

行

で
、
全

体
と

し

て
輸
出

の
伸

び
率

が
ド

が
り

、

岡
内

の
消

費

需
要

も
次

第

に
減

少

し

た

こ
と
な

ど

が

よ

み
と

れ

る
。

挙

.
通
貨

ユ
ー

ロ
圏

卜

、
か
国

が
、
九

八
年

卜

二
月

..諮

日
、

協
調

利

ド
げ

を
選

択

せ
ざ

る
を

え

な

か

っ
た

こ
と

は

、

こ
う

し
た
事

態

を
反

映

し

て

い
た
。

と
り

わ

け

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン

ス
、

イ

タ

リ

ア

の
.=
か
国

の

G

D

P
は

、

E
U
の
申

で
、
そ

れ

ぞ

れ

・.:
、ド

四
%
、

二

.
、
・

、
%

、

、
八

∴

一%

を

示

し

、

三

か
国

の
合

計

は

ヒ

・、、
・
ヒ

%
を
占

め

る

。

ド
イ

ツ
と

フ
ラ
ン

ス

、
,か

国

で
、

ユ
ー

ロ
圏

の

G

N
P
の
約

κ
割

を

占

め
、

両
国

と

も
九

八
年
末

頃

か

ら
輸

出

の

伸

び

率

が
低

ド
し

た

。
両

国
と

も
九

九

年

の
成

長
率

を

.

.%
程

度

に

み

て

い
る
。

独

・
仏

両

国

の
輸
幽

の
鈍
化

傾
向

は
、

九

七
年
九

八
年

の
東

ア
ジ

ア

の
通
貨

・
金

融
危

機

の
イ

ン
パ

ク
ト

を
う

け
、

製
品

価
格

を

ド

げ

て
も

、
購

売

力
を

上

げ

る

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

。
総

合
電

機

の

シ
ー

メ

ン
ス
は

ア
ジ

ア
か
ら

の
受

注
減

、

国
内

の
消
費

需
要

の
鈍

化

な

ど

に

よ

っ
て
六

五
%

の
減

益

で
あ

る
。

化

学
大

手

の
バ
イ

エ
ル
、

B

A
S

F
も

、
九

八
年

ヒ

九

月
期

の
売

上
高

が
前

年

同
期

比

マ
イ

ナ

ス
と

な

っ
た

。

イ

タ
リ

ア
で
も

輸

出
減

少

な
ど

で
景

気

の
先

行

き

へ
の
懸

念

が
急
速

に
広

が

っ
て

い
る
。
九

八
年

九
月

の
輸

出
は
前

年

同
月

比

○

.
九

%
減

、
輸

人

も
同

、

・
九

%
減

と

な
り

、
輸
出

入

と
も

ト

八

か
月

ぶ
り

に
前

年

同
月

を

ド

回

っ
た
。

個

人
消

費

も
低
迷

し

て
お
り

、
と

く

{遡

に
政

府

に
よ

る

「
買

い
替

え

補
助

」

の
期

限

が
切

れ

た

こ
と

で
自

動
車

メ
ー

カ
ー

は

販
売

不
振

に
陥

っ
て

い
る
。
も

ち

ろ
ん

、
政

府

の
金

利
政

策

や
補

助
金

政

策

が
浸
透

す

れ

ば

、
最
気

鈍

化

傾
向

も
抑

制

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

イ

タ
リ

ア
で
は

、
衣

料
品

、
食

品

、
高

級
自

動

車
な

ど

に
お

い
て
は

、
輸

出

増
を

み
せ

て

い
る
。

と
く

に

フ

ァ

ッ
シ

ョ
ン
産
業

は

、

国
際

的

に
も

需
要

は
高

い
。
イ

タ

リ

ア

の
中

小
企

業

は

、
堅
調

な

成
長

を

み

せ
、

E

U
市
場

に

お

い
て
も
注

目

さ

れ

、
競
争

力

も

強

い
。

イ

タ
リ

ア
政
府

は

、
低

金

利

政
策

に
よ

っ
て
こ

の
設
備

投
資

増

・
個
人

消
費

増

を

も

た
ら

し
、
企

業

の
収

益

も
相

対
的

に
増
大

し
た
。

九

九
年

度

弄
算

案

を

み

る
と

、

ユ
ー

ロ
加

盟

の
基

本

条

件

を

満

す

だ

け

で
な
く

持

続

さ

せ

る
た

め

に
も

、

.
般
政

府

の
財

政

赤

字

を

一
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四

・
ヒ

兆

リ

ラ

を

削

減

し

、

G

D

P
比

、
一%

以

内

に
抑

え

て

い
る

。

、
方

、

失

業

率

は

、

、

一
%

と

高

水

準

で

あ

る

た

め

、

雇

用

創

出

を

　
れ

け

目
的

と

し

た
企
業

投
資

へ
の
優
遇

措

概
法

を

は

か
り

な

が
ら

、
他

方

で
社
会

保

障
費

を

抑
制

し

て

い
る
。

雇
用
創

出
策

の
主

な
中

味
を

み

る
と

、
第

一
に
雇

用
主

の
社

会
保

障

費
負

担

を
給

与
支

払

額

に
対

し

て

、
律

○

・
八
%
軽
減

し

、
失

業

者
を

雇

い
入

れ

る
条
件

づ

く
り

を

す

る
。
第

、
一
に
失

業

昔

の
多

い
南

部

地
域

に
お
け

る
新

規

雇

川
者

が
負

担

し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
社

会

保
障
費

負

担
を

こ

ん
ご

.、.年

間

に

わ

た

っ
て
凍

結

す

る
。
第

、二
に
南

部

地
域

に
工
場

進
出

が
可
能

な

イ

ン

フ
ラ
整

備

を
す

る
。

こ
う

し

た
政
策

に
よ

っ
て
地

域
振

興

の
遅

れ

て

い
る
南

部

地

域

を
中

心

に
六

〇
万

人

以
ヒ

の
雇

用
を

創

出

し

、
失
業

率

を

.
一〇
〇

、
年
末

ま

で
に

、
○

∴

一%

に
引
き

上

げ

る
計

画

を

具
体

化

し

て

い
る

。

に
も

か

か
わ

ら
ず

独

仏
伊

の
量
気

の
減

速

化

は
世

界
経

済

の
動

向

に
左
右

さ

れ

る
可
能
性

が

あ

る

。
米
国

経
済

の
景

気

鈍
化

、
東

ア
ジ

ア

の
景

気
停

滞

、

E
U
の
景

気
減

速

な

ど

に
直
面

し

、
輸

出

が
減

少
す

る
と

ユ
ー

ロ
ト

要

国
も

順
、次

景

気
後

退

に
突

人
す

る
可
能
性

が

あ

る
。

し
た

が

っ
て

ユ
ー

ロ
の
安
定

の
た

め

の
経
済

政
策

と

金

融
政

策
を

連
動

し

て
展

開
せ
ざ

る
を
え

な

い
。

ユ
ー

ロ
発
足

後

、

一
時
的

に

ユ
ー

ロ
の
価

値

は
L

昇

し
た

。
だ

が

四

か
月
経

過

し

た
あ
と

、

ユ
ー

ロ
経
済

圏

の
中

で
、

益
要

国

で
あ

る

独

・
仏

・
伊

の
一.、国
は

景
気

鈍
化

傾

向
を

見

せ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
欧

州

中
央

銀
行

(
E
C
B
)
は
、

こ
う

し
た
事

態

に

対

し

て
九
九

年

四
月

八
日

、

○

・
五
%

の
利

ド

げ
を

決

め
た

。

そ

の
直

後

、

英

・
仏

・
伊

・
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
株
式

市

場

は
軒

並

み
ヒ
昇

し

た
。

こ

の

こ

と

は

、
世

界
経

済

の
動
向

が
米

国

ド

ル
依

存

主
義

の
国
際

通

貨
制

度

か

ら
脱

却

し
、
欧

州
経

済

の
独

自

な
景
気

回
復
を

図

っ
た

こ
と

を
意

味

す

る
。

ユ
ー

ロ
発

足

後
、

経

済
協

力

開
発

機

構

(
O
E
C
D
)
は
、

ユ
ー

ロ
圏

経

済
報

告
書

で
、

「
欧

州
中

央

銀

行

の
金

融

政

策

は

必

要

な

と
き

に
機

能

的

に
対

応

で
き

な

い
恐

れ

が
あ

る
」

(
.
九
九

九
年

三
月

)
と

述

べ
た
。

こ

の
恐

れ

は
、
レ

一
か

国

の
欧

州

全

体

の
金

融

政
策

を

決
定

す

る

に
は
加

盟

国

の
同
意

を

取
り

つ
け

な

が
ら
意

思

決
定

を

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
か
ら
と

い
う

懸
念

と
受

け

止

め
ら

れ

た

。
実

は

、
そ

う

で
は
な

い
。

欧
州

中
央

銀

行

は
、

世

界
経

済

、
欧

州
経

済

の
動

き
を

ふ
ま

え

て
、
独

自
な
意

思

決
定

権

を
も

ち
、

ま

た



対
応
も
、
敏
速

に
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
問
題
は
、
ム
,
回

の
大
幅
利
ゼ
げ
政
策
が
欧
州
景
気

の
持
続
的
拡
大
に
な
る
か
ど
う
か
に
あ

っ

た
。

ユ
ー

ロ
加
盟
国

の
市
民

の

二
i
ズ
を

ふ
ま
え
た
労
働
市
場
や
資
本
市

場
な
ど

の
構
造
改
革
だ
け
で
な
く
、
充
実
し
た
社
会
政
策
も
同

時
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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の

ユ

ー
ロ
圏

の
安
定

と

成
長

政

策

の
課
題

〔移

わ

た
く

し

は
、
九

九
年

.
月

、
H

か
ら
発

足

し
た

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト
市

の
中
央

に
媒

え

立

つ
欧

州
中

央
銀

行

に
、

。
.度

程

、
行

っ
た

。

そ

れ

は

ユ
ー

ロ
導

人

の
、・.
つ
の
段

階

に

つ
い
て

の
問

題
点

と

ユ
ー

ロ
以
後

の
欧
州

中
央

銀

行

の
共

通
金

融
政

策

の
課

題

に

つ

い
て
議
論

す

る
た

め

で
あ

っ
た

。

(署

単

一
通
貨

ユ
ー

ロ

の
導

人
ま

で

の
経

過

は
、
専

門
的

、
学

問

的

に
も
手

際

よ
く

準

備

さ
れ

た
。

第

、
段

階

は
、
九

八
年

初

頭

か

ら
同
年

末

ま

で
で

、
経

済

・
通

貨

同

盟

(
E
M
U
)

で
決

め

ら

れ

た
参

加

加

盟

国

の

リ

ス
ト
を

表

示

し

、
欧

州

中

央

銀
行

制

度

(
E
S
C

B
)
お

よ
び

中
央

銀
行

の
設
疏

を

決
定

し

、
紙

幣

と
硬
貨

の
製

造

、
中
央

銀

行
制

度

の
法

的

枠
組

の
採

択

、

加
盟

国

の
中
央

銀

行

、
民

間
銀
行

の

ユ
ー

ロ

へ
の
転

換

計
画

の
中
味

を

示

し
た

も

の
で
あ

っ
た

。

こ

こ
で
注

目
し

た

い
点

は

、
九

七
年

か
ら
九

八
年

八
月

に

か
け

て

の

E
U
加

盟

国

の
イ

ン

フ
レ
率

(第

8

表
)

の
平
均

は

.

・
.一、%
と

低

か

っ
た
点

を

評
価

し
た

い
。

第

.
、段

階

は

、
九

九
年

.
月

.
日

か
ら

.
、
○

○

.
年

末

ま

で

で
、
参

加

国

通

貨

(ド

イ

ツ

.
マ
ル
ク
、

フ
ラ
ン

ス

.
フ
ラ
ン
、
イ

タ
リ

ア

・
リ
ラ
、

ス
ペ
イ

ン

・
ペ
セ

タ
、

オ
ラ

ン
ダ

・
ギ

ル
ダ
ー
、

ベ
ル
ギ
ー

・
フ
ラ

ン
、
オ
ー

ス
ト

リ

ア

・
シ
リ

ン
グ
、

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

.
マ
ル

カ
、

ポ
ル
ト

ガ
ル

・
エ
ス
ク
ー
ド
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

・
ポ

ン
ド
、

ル
ク
セ

ン
ブ

ル
ク

・
フ
ラ
ン
)
と

ユ
ー

ロ
の
交

換

レ
ー

ト

の
固
定

化

、
独

立

通
貨

と

し

て

の

ユ
ー

ロ
の
発
行

、
中
央

銀

行

、

ユ
ー

ロ
に
よ

る
単

.
通

貨

、
為

替

レ
ー
ト

政
策

の
実
施

、
参

加

国
銀
行

間
市

場

、
金
融

市

場

、
資
本

市

場

、
為

替
市

場

に
お
け

る

ユ
ー

ロ

の
使

用

、

ユ
ー

ロ
に
よ

る
大

口
決

済

シ

ス

テ
ム
、

ユ
ー

ロ
参

加

国

の
国
債

も

ユ
ー

ロ
建

て



84商 経 一論叢 第35巻 第2号

第8表EU加 盟国インフレ率

国名 97{1三7月 ～98r#7ノ 」 87至r8jl-・98無 三8月

フ ラ ン ス 0.8% O.f%

オ ー ス トリア 0.8% 0.7%p

ドイ ツ 0.9% 0.7%

ブ イ ン ラ ン ド 1.1% 1.1%

ベ ル ギ ー 1.2% LO%

ル クセ ンブル グ 1.2% 1.D%

ス ウ ェ ー デ ン 1.3f% 0.S%

デ ンマ ー ク 1.4% 1.1%

イギ リス 1.5% ユ.3%

オラ ンダ 1.8% 1.4%p

イ タ リア 2.1% 2.2%

スペ イ ン ?.3% 2.1%

ア イル ラ ン ド 2.5% 3.0%

ポ ル トガル 2.8% 2.2%

ギ リシャ 4.8% 4.7%

欧州連合平均 1.5% 1.:3%p

p:速 報 値r=改 定 値e;推 定 値 欧 州 委 員 会 統 計 届(EUR(,-

STAT)調 べ 、、

国 際比 較 を1こ眼 に97年3月 か ら新 た に採 用 され た 「調 和 消 費 者物 価

指 数」(IIそlrmollizedlndics〔}fCollsulnerl)rices=IIICPs)に 基 づ く数

値,,欧 州 連 合 平均 はHICPsに 基 づ い て 算 出 され た 「欧 州 消 費 者物 価

指 数 」(EuropeanIndexofConsumerPrices‐EICP)、

〔出所 〕drape,November/Decemberl998,36ペ ー ジ。

で
発
行

す

る
。

さ

ら

に
参
加

国

の
景
気

動
向

に

対

す

る
金

利
政
策

な
ど

の
実

施
を

あ
げ

る

こ
と

が

で
き

る
。
さ

ら

に

こ

の
段

階

の
中

で
、

銀
行

と
他

の
金
融

機

関

に
よ

る
転

換

の
継
続

、

公
的

…機
関

お
よ

び
銀
行

を

除

い
た

民

間

部

門

(企
業

な

ど
)
、
そ

れ

ぞ

れ

の
状

況

判
断

で

ユ
ー

ロ

へ

の
転
換

を

予
定

し

て

い
る
。

こ

の
、
一〇
〇

一
、年

末

ま

で

の
移
行

期

間

に
加

盟

国

の
経
済

主
体

は

ユ
ー

ロ
を
使
う

か
否

か
を

自

由

意

思

で
決
定

す

る

こ
と

が

で
き

る
。
使

用

を

強
制

さ

れ
な

い
。
各

国
は

ユ
ー

ロ

へ
の
切
り

替

え

に
当

た

っ
て
有

利

な
市

場

の
時

点

を
え

ら

ぶ

こ
と

も

で
き

る
。

第

三
段

階

は
、

二
〇

〇

.
、年

一
月

一
日

か
ら

し

月

、
目
ま

で
で
、

主

と
し

て

ユ
ー

ロ
圏

全
体

で

ユ
ー

ロ
紙

幣

と
硬

貨

を
導

入
す

る

。
も

ち

ろ
ん
旧

通
貨

か

ら

ユ
ー

ロ

へ
の
交

換

は

六

か
月

間

の
期

限

を
設

定

し

、

ユ
ー

ロ
圏

以
外

の
人
も

十

.
か
国

内

で
は

ユ
ー

ロ
を

使

用
す

る

こ
と

に
な

る
。

し

た
が

っ
て
参

加
国

の
通
貨

を

回
収

す

る
。

公
的

部

門

(機
関

)
と

民
間

部

門

に
お

け

る
通

貨

交

換

を
完

了

さ

せ

る
。

二

〇

〇

二
年

七
月

一
日

か
ら

完
全

に
通

貨

ユ
ー

ロ
の
み

が
流
通

す

る
。

日
本

人

が

ユ
ー

ロ
圏

に
旅

行

す

る
場
合

、

円
を

ユ
ー

ロ
に
交
換

す

る

だ

け

で
ー.

一
か
国
を

旅

行

で
き

る
。
旅
行

者

、

ユ
ー

ロ
圏

へ
の
進

出

企
業

も

、

そ

の
利
便

性

は
高

い
。
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単

一
通

貨

に
関

す

る
通
貨

法

の
他

の
す

べ
て

の
条

項

に

つ
い
て
は

一
九

九

八
年

五
月

初

め

の
時
点

で
、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

一
〇
九

↓
条

四
項

に
基

づ

く
理
事

会

規

則

で
合

意

さ

れ

て

い
る
。
移

行

期
間

中

は

「
非

強
制

・
非

禁

止
」

(乞
。
8
ヨ
琵

匿
。
『

き

胃
。
三
σ
ご
8

)
の

原
則

を

認

め
、

ユ
ー

ロ
と

各

国

通
貨

の

い
ず

れ

で
も

、
有

効

な
契

約
書

や
法

的
文

書

を
作

成

す

る

こ
と

が

で
き

る

。

こ

の
点

も
通

貨

民
セ

主
義

原

理

の
確

認

で
あ

る
。

前

に
も
触

れ
た

が

、
欧
州

通

貨

同
盟

(
E
M
U
)

の
第

、、段

階

以
降

後

ユ
ー

ロ
を
安

定

さ

せ

る

た

め

に
、
加

盟

国

は

過
剰

な

財

政
赤

字

を
だ

さ

な

い
こ
と

の
義

務

を
負

い
、
そ

の
日

的

達
成

の
た

め

に
監

視

と

財

政

規
律

を

強
化

す

る
規

則

を

決

め

た
。

さ

ら

に

こ

の
原

則

に

添

っ
て

「
安
定

成

長
協

定

」

に
合

意

し

て

い
る
。

非
加

盟

四
か
国

に
対

し

て
は
、

経

済
収

敏

プ

ロ
グ

ラ
ム
を
提

出
す

る
義

務

を
課

す

こ
と

に
し

て

い
る

。

さ
ら

に
加

盟

国

は
、

中
期

的

に
財

政

収
支

の
均

衡

な

い
し
財

政
黒
字

へ
の
転
換

を

実

現
す

る

こ
と

を
公

約

し

、
目
標

ま

で

の
道

筋

を

示

す

こ
と

に

し
た

。

こ

の
こ
と

は

、
循

環
的

、

構
造

的

な
景

気

変
動

に
対

応

で
き

る

こ
と
を

ね

ら

っ
た

も

の
で
あ

る
。

ユ
ー

ロ
を
安

定

さ

せ

る
措

置

は

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

、
〇

四

c
条
第

九
項

第

、

一
段

の
規
定

に
沿

っ
て
・
制
裁

を

課

せ

ら
れ

都
。

*
ム
ロ
意
に
よ
り
、
制
裁
は
当
初
、
欧
州
中
央
銀
行

(
E
C
B
)

へ
の
預
託
金

の
形
を
取
り
、
.
一年
後

に
罰
金
に
変
更
さ
れ
る
。

い
か
な
る
場
合

で
も
罰

金

の
額
が

G
D
P
の
○

.
五
%
を
超
え
る
こ
と
は
な

い
。
初
年
度
は
、

G
D
P
の
○

・
.
.%
に
あ
た
る
固
定
部
分
と
変
動
部
分
で
構
成
さ
れ
、
変
動

部
門
は
基
準
値
の
○

.
三
%
を
超
え
る

.
%
ご
と
に
○

・
.
%
が
課
せ
ら
れ
る
。
過
剰
な
財
政
赤
字
が
な
く
な
ら
な

い
場
合
、
次
年
度
以
降
は
固
定

部
分
の
○

.

.
、%
は
課
さ
れ
な

い
が
、
変
動
部
分
は
L
限

の
o

左

%
ま
で
課
せ
ら
れ
る
(6
塁

円
§

。
臼
一⇔

罠

ζ
塁

鍔

g

δ
三

8
鉾

Φ
¢
「o
O
ρ
2
0<
Φ
ヨ
ぴ
Φ『
＼∪
Φ
8
ヨ
σ
2

一Φ
◎。鉾
)。

ユ
ー

ロ

の
安
定

し

た
政

策

を

打
出

す

た

め

に
は

、
協
力

と

制
約

と

を
自

ら

に
課

さ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。
と
く

に
、

E
C

B
の
理
事

会

(
"
役
員
会
、
総
裁
、
副
総
裁

、
及
び
理
事

四
名
と

ユ
ー

ロ
参
加

国
中
央
銀
行

総
裁
卜

・
名

で
構
成
)
は

最
高

意

思
決

定

機

関

で
あ
り

、

な

に

よ
り

も

、

優
先

す

べ
き

は

E
C

B
の
金

融

政
策

の
益

要
目

的

で
あ

る
物

価

の
安

定

に
あ

る
。

E
C

B
は
、

こ

の
目
的

に
添

っ
て
タ

ー
ゲ

ッ
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ト

目

標
を

設

定

し

、

政
策

決

定

過

程

の
透

明

性

お

よ

び

説
明

責

任

能

力

を

高

め
、
信

頼

性

を

確

保

し

よ
う

と

し

て

い
る
。
物

価

の
安
定

は

、
参

加

国
市

民

の
共

通

の
要

望

で
あ

り

、
生

活
水

準

を
高

め

る
基
本

で
あ

る
。

E

C

B
理
事

会

は

、
物
価

安
定

の
定

義

と

し

て
は

ユ
ー

ロ
圏

に
お
け

る
調

和
消

費

者

物
価

指
数

の
前
年

比

・
、%
を

ド

回

る

こ
と
を

H

標

に
す

る

こ
と

を
決

定

し
た

.

さ
ら

に
物
価

の
安

定

を
維

持

す

る
た

め

の
対
応

と

し

て
、

マ
ネ

ー
サ

プ

ラ
イ

に
極

め

て
重

要

な
役

割

を
与

え

る
だ

け

で
な

く

、
幅

広

い
金

融

.
経
済

指
標

を

ベ
ー

ス
に

し

た
物
価

動

向
見

通

し

に

つ
い
て
も
、

L

要

な
役

割
が

与
え

ら

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

金

融

政
策

の
手

段

は
、

豆

に
公

開
市

場

操
作

に
よ
り

、
金

融

の
円
滑

な

運
営

を

実
施

す

る
。

公

開
市

場
操

作

に

は
、
債

券
操

作

と

し

て

固
定

金
利

方
式

と

変
動

金

利

方
式

が
あ

る
。

ま

た
公

開
操

作

に
属

さ

な

い
も

の
と

し

て
欧

州

中
央

銀
行

シ

ス

テ
ム
か

ら
公

開
操

作

対
象

先

へ
の
オ

ー

バ

ー

ナ
イ

ト

で

の
貸

出

制
度

と

銀

行

か
ら

欧

州

中
央

銀

行

シ

ス

テ

ム

へ
の
オ

ー

バ

ー

ナ

イ

ト

の
預
金

制
度

(預
金

フ
ァ
シ
リ

　
　

　

テ
ィ
ー
、
讐
o
O
ΦO
o
。・
陣
閃
9・色
身

)
な
ど

が

採

用
さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

ユ
ー

ロ
の
金

融

政
策

は
、

ユ
ー

ロ
圏
全

体

の
消
費

者

物
価

安

定

に
あ

る
。

し
た

が

っ
て
景
気

変

動
を

ど

の
よ
う

に
安
定

的

に
調
整

す

る

か

が
問

わ

れ

る
。

例

え

ば
、

景
気

L

昇
期

に
入

っ
て
消

賛

者
物

価

が
.・、%
以

L
も

上

昇

し
た

と
き

、

ユ
ー

ロ
中

央
銀

行

は
ど

の
よ
う

に
金

融

政
策

の
面

か
ら
市

場
介

入
を

す

る

の
か

で
あ

る

。
ま
ず

当

局

者

は
、

ユ
ー

ロ
の
消

費
者

物

価

ヒ
昇

率

.

.%

以

下

に
抑

制
す

る

た

め

に
、

金

利

を
ま

ず

○

∴

一五

%
幅

に
利

上
げ

を

行

い
、

市
場

動
向

と

物
価

の
動
向

を

総
合

的

に
判
断

し

て

い
く
だ

ろ
う

。

こ

の
場

A
口
加
盟

国

間

に
消

費
者

物

価
上

昇
率

に
も

格
差

が
生

じ

る

で
あ

ろ
う

。

こ

の
点

も

、
各

加

盟
国

は

そ

れ
ぞ

れ

の
国

の
中
央

銀
行

の
政
策

担
当

者

と
協

議

し

、
政
策

決

定

の
作

川

、
反

作

川
を

観
察

し
、
欧

州

中
央

銀
行

と

厳

し

い
調

整
を

強

い
ら
れ

る

で
あ

ろ
う

。

の

ユ
ー
ロ
圏
金
融
政
策
お
よ
び
為
替
政
策
の
ポ

イ
ン
ト
と
は
何
か

ユ
ー
ロ
圏
f

一
か
国

の
景
気
が
減
速
傾
向
を
強
め
、
消
費
者
物
価

の
ヒ
昇
率

は
○

.
.
一
%

で
あ

っ
て

も

、

失

業

率

は

、

平

均

よ

り

ト

昇
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し

た
り

、
設

備
投

資

が

鈍
化

し

た
り

、
輸

出

も
減

少

し

た
り

、

G

D
P
も

低

ド
傾

向

を
続

け

た
り

す

れ
ば

、

E
C

B
当

局
は

、

政
策
金

利

を
ま

ず

○

.

.
一五
%

引
き

ド
げ

、
企
業

経

営

者

に
対

し

て
金

融
機

関

を
利

用

し

や
す

く

し
、

ま
た
金

融

機

関
も

私
企

業

、
公
企

業

に
対

し

て
融

資

し

や
す

く

な

り

、
輸
出

の
伸

び
率

も
高

く

な
り

、

設
備

投

資
も

活
性

化

し

て

い
く

と
考

え

る

で
あ

ろ
う

。
前

に
も
触

れ
た

が

、
欧

州

単

一
通
貨

「
ユ
ー

ロ
」

が
誕

生

か

ら

百

日

目
を

迎

え

た

.
、
日
前

の
四

月

八

口
、

欧

州

中

銀

は
、
金

利

政
策

の
大

幅

引

き

ド

げ
を

実

施

し

、
投

資
家

、

金
融

関

係
音

の
意
表

を

突

い
た

。
と

い
う

の
は
、
欧

州

の
減

速

経
済

に
対

し

て
歯

止

め

を

か
け

る

に
は
、

○

・
・
.五
%

の

利

下

げ
程

度

に
お

さ
ま

る
と

考

え

て

い
た

か

ら

で
あ

る
。
な

ん
と

○

・
互
%

の
利

ド

げ

に

ふ

み
き

っ
た

。
企
業

マ
イ

ン
ド

の
冷

え

こ
み
を

抑

え

る

に
は
、
小

出

し

の
利

ド

げ

で
は

き
き

め

が
な

い
と

判

断

し
た

か

ら

で
あ

ろ
う

。

別
な
角

度

か

ら

み
れ

ば
、

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
、

イ

タ

リ

ア
な

ど

に
お

い
て
は

、
企

業

の
リ

ス
ト

ラ
が
進

み
、
消

費

者

マ
イ

ン
ド
を

冷

や
す

瀬

戸
際

に
き

て

い
る
。
利

下

げ

で
企

業

の
景

気

回
復

感

を

お

こ
さ

な

い
限
り

、

経
済

は
安

定

し
な

い
。
消

費

者

は
、
人

減

ら
し

を

な

く

し

、
安

定

し

た

所

得

を

望

ん

で

い
る
。

だ

か

ら

ユ
ー

ロ

の
政
策

判
断

を

支
持

し

て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

問
題

は
、

E
C

B
が

ユ
ー

ロ

の
経

済

を

安

定

さ

せ

る

た

め

に
、
多

面
的

な
金

融

政

策

を

選

択
す

る
基

準

は
何

か
と

い
う

点

に
あ

る
。

ユ
ー

ロ
は

、
世

界
通

貨
と

し

て
ド

ル
に
対

し

て
ど

の
よ
う

な

対

応
を

す

る

か
。

さ
ら

に
円

や
そ

の
他

の
通

貨

に
対

し

て
ど

の
よ

う
な

為
替

政
策

を
と

れ

ば

よ

い
か

が
問

わ

れ

て
く

る
。

E

C

B
は
今

後

も

、
貫

し

て

ユ
ー

ロ
以
外

の
通

貨
と

の
間

の
為

替

政
策

は
、
九

.・、年

レ

一
月

に
発
効

し

た

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

に
基

づ

い
て
外

国
為

替
市

場

に
介

人
し

、

ユ
ー

ロ
為

替

の
安

定
策

を

選

択
す

る

で
あ

ろ
う

。

こ

こ

で
は

、
.
つ
の
課
題

に
限

定

し

て
述

べ
る
。

第

、
は

、
欧

州
連

合

(
E
U
)

に
加

盟

し

て

い
る

が
、
国

内

的

条
件

や
参

加

条

件

が

不
備

で

ユ
ー

ロ
未

加

盟

の
ギ

リ

シ

ャ
、

デ

ン

マ
ー

ク
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
、

イ

ギ

リ

ス

の
四

か
国

(℃
器
⊥

塁

国
と
呼
ば

れ
る
)
と

の
為

替

相

場

の
調
整

問

題

で
あ

る
。

こ

れ
は

、
従

来

の
イ

ギ

リ

ス
と

ギ

リ
シ

ャ
を

除

い
て
従

来

の
欧

州

為
替

相

場

メ
カ

ニ
ズ

ム

(国
菊
ζ
11
穿

魯

き

鴨

寄

審

ζ
㊦
魯
磐

一。・
ヨ
)
を
機

能

停
止

さ

せ

て
、
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代

り

に
四
か

国

と

の
新

し

い
為
替

相

場

メ
カ

ニ
ズ

ム

(団
菊
竃

巴

を

導

入

し
た

。

こ

の
新

E

R
M
は
、

ユ
ー

ロ
に
対

し

て
中
心

相

場
を

も

つ
こ
と

に
な

り

、
参

加

は
自

由

意

思

で
あ

り
、

変
動

幅

は

、
経

験

則

に

の

っ
と

っ
て
従

来

の

E
R

M
と

同

じ
く

、
ヒ

ド

そ
れ

ぞ
れ

原
則

と

し

て

、
五

%
と

し

て

い
る
。
世

界

経

済

と

欧

州
経

済

と

国
内

経

済

の
動

き

の
中

で
、

四
か

国

の
為

替

相

場

の
変

動
幅

を

広

い
範

囲

に
取

り

、

通
貨
危

機

に
直

面

し

て
も

対

応

可
能

に
し

て

い
る
。

九

八
年

九

月

の
単

.
通
貨

圏
卜

、
か
国

の
蔵

枳

に
よ
る
非

公

式

閣
僚
会

議

に
お

い
て
、

ギ

リ

シ

ヤ

・
ド

ラ
ク

マ
と

デ

ン

マ
ー

ク

・
ク

ロ
ー
ネ

が
参

加

す

る

こ
と

が
合

意

さ

れ
た

の
で
あ

る
。

ユ
ー

ロ

の
為

替
政

策

は

、

、
貫

し

て
参

加

国

の
通

貨

価
値

の
安

定

の
た

め

に
行

わ

れ
る
。

為
替

介

人

に
よ

っ
て
通
貨

価

値

が
損

な
わ

れ

た

り
、

不
安

定

に
な

っ
た

り
す

る
と

き

に
は

、
為
替

介

入

を
停

止

す

る

こ
と

が

で
き

る
。
重

大

な

通
貨
危

機

に
直

面

し

た
場
合

に
は
、

中

・い
レ
ー
ト

を
見

直

し

た
り

、

変
更

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

第

二

に
世

界

通
貨

ド

ル
と

の
関
係

に

つ

い
て

で
あ

る

。

E

U
は
世

界

経

済

の
安
定

の
た

め

に

.
貫

し

て
ド

ル
と

の
調

整

力

を

重

視

す

る
。
従

来

ア
メ
リ

カ
ド

ル
は
世

界
経

済

に
お
け

る
基

軸

通
貨

で
あ

り
、

た

と
え

自

国

の
国
際

収
支

が
赤
字

に
な

っ
て
も

、

相
手

国

が
ド

ル

で
決
済

す

る

限
り

、
資

金

は

ア
メ

リ
カ

に
有

利

に
還
流

し

、
債

務
危

機

を

発

生
さ

せ
ず

に
済

ん
だ

。
ま

さ

に
ド

ル
支

配
帝

国

で
あ

る
。
今

日
・

ア

メ
リ
カ

は
、

九

一
年

.
月

以

降
九

年
近

く

景
気

を

持
続

さ
せ

て

い
る

ひ
と

つ
の
要

因

は
、

国

際
収
支

の
大
幅

な
赤

字

に
も

か
か

わ

ら
ず

、

国
内

的

に
高

金

利
政

策

を
実

施

し
、

欧
州

や
日
本

や
そ

の
他

の
大

手

投
資

家

の
資

金

を
呼

び

よ

せ
、
そ

の
年

間

平
均

二
〇
〇

〇
億

ド

ル
を

吸
収

し
、
大

幅
赤

字

に
対

応

で
き

た

か
ら

で
あ

る

。

一
方

ア
メ
リ

カ
は

、

.
貫

し

て
ド

ル
レロ同
政
策

を
続

け

、
商

ロ
㎜
の
輸

出
入

の
赤

字

を
資

本
収

支

の
黒
字

で
穴
埋

め
し

て
き

た

。

こ

の
背

景

に
は
基
軸

通

貨

ド

ル
の
力

量

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。
だ

か

ら
と

い

っ
て
安
定

的

で
は
な

い
。

た

し

か
に

ア
メ
リ

カ

は
、
金

融

の
構

造
改

革

、
新

規

産
業

の
導

入

、
製
造

業

の
技

術

革
新

、

ハ
ー
ド

.
ソ

フ
ト

の
情
報

産

業

の
成

長

な
ど

に
よ

っ
て
持

続

的
成

長

を

可
能

に
し
莫

大

な
失

業
者

を

吸
収

し

て
き

た
と
同

時

に

こ

の
成
長

に
よ

っ
て
、

政
府

の
税
収

を

増

加

さ

せ
、

九

八
年

に

は
慢
性

的

財

政
赤

字
を

ゼ

ロ
に
し

、

予
算

配
分

で
も
社

会

保
障

費

、
教
育

技

術

費

な
ど

を
増
加

さ
せ

る

こ
と

に
成

功
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し

て

い
る

。

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
持

続

的
成

長
過

程

の
中

で
、
高

所

得
層

の
資

産
が

増
大

し

、
中

所
得

者

層
も

資
産

を

相
対

的

に
増
加

さ

せ
た

が

、

そ

の
経
済

格
差

も

増
大

し
、
と

く

に
低

所

得

層

の
資

産

は
増
大

し

て

い
な

い
。

ア
メ
リ

カ
は

こ
う

し

た
難

問
を

抱

え

な
が

ら
、

、..○
年

以

ヒ

、
膨
大

な

国

際
収

支

の
赤

字
を

累

積

し

て

い
る
だ
け

で
な
く

、
数

度

に
わ

た
る

株
価

暴

落
を

経

験

し

て

い
る

。

世

界
通

貨

と

し

て

の
ド

ル
支

配

は
、
ド

ル

の
価
値

の
増

大

で
は

な
く

、

そ

の
機
能

の
増
大

な

の

で
あ

る

。

.
九
八

κ
年

以
降

ア

メ
リ
カ

は
世

界

、
の
債

務

国
家

で
あ

る

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
国

力

を
弱
体

化

さ
せ

な

い
の
は
そ

の
経

済
力

と
軍
事

力

の
強
さ

に
あ

る
.
と
り

わ

け

基
軸

通

貨

ド

ル
の
支
配

は

大
き

い
。
と

く

に

、
九
九

.
年

旧

ソ
連

、
東
欧

の
社

会
k

義

体
制

崩
壊

後

の
ア

メ
リ

カ
は

、
従

来

の
冷
戦
体

制

後

の
世

界
経

済

の
単

,
支

配
を

試

み

て

い
る
。

ア

メ
リ

カ

の
有
力

な
評
論

家

は
資

本

主
義

の
敵

は
社

会
L

義

で
な
く

、
資

本
主
義

で
は

な

い
か
と

最
近

ア
メ
リ

カ

の
体

制

支

配

に
疑
問

を
も

っ
て
き

た
。
世

界
体

制

は
相

対
化

時
代

に
入

っ
た
点
を

注

目

し

て

い
る
。
そ

れ

が

ユ
ー

ロ
圏

の
誕
生

で
あ

っ
た

。

.
九
九

九

年

の

ユ
ー

ロ

の
発

足

は
、

.
、f

一
世

紀

に
向

っ
て
客

観
的

に
は

ド

ル
単

独

の
基
軸

通

貨

体
制

か

ら

ド

ル
と

ユ
ー

ロ
の
複
数

軸

世

界

通
貨

体

制

へ
と

移
行

し

た

こ
と
を
意

味

す

る
。

も

ち

ろ
ん
ド

ル
基

軸

体

制

は
依

然
と

し

て
根

強

く
存
在

し

て

い
る

こ
と

は

い
う
ま

で

も

な

い
。

九

九
年

、
月

ユ
ー

ロ
発

足
時

の
肚

界
貿

易

に
お
け

る
総

額
を

通

貨

で
計

算

し
直

す
と

、

ド

ル
使

川
率

は
約

六

〇

%
、

ユ
ー

ロ
圏

通

貨
使

用

率

は
約

、
八

%
、

円

は

六
%

で
あ

り
、

残

り

は
そ

の
他

の
通
貨

(ポ

ン
ド
な
ど
)

で
あ

る

。
依

然

と

し

て

ド

ル

の
力
量

は
大

き

い
。
外

国

為
替

取

引
額

を

み
る

と

、

、
九
九

五
年

時

点

で

ド

ル
が

四
〇

%
、

ユ
!

ロ

↑

.
か
国

の
合
計
額

)
約

、.、○

%

、
そ

の
他

ポ

ン

ド

な
ど

の
他

の
通

貨

で
あ

る

.

さ

ら
に
債
権

を

通
貨

別
残

高

の
占

有
率

で
み

る
と

、
九

八
年

で
ド

ル
が
約

四
ヒ

%
、

ユ
ー

ロ
圏
通
貨

、、、六

%

で
あ

り

、
残

り

が

そ

の
他

の
通

貨

で
あ

る

。

r

M
F
の
年

次
報

告
書

(
.
九
九
九
年

)
に
よ

る
と

、

ユ
ー

ロ
発

足

時

の
公

的

外
貨

準

備

高

の
占

有

率

は

ド

ル
六

一
・
四
%

、

ユ
ー

ロ
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第1図 ユーロ圏の外貨準備の推計

①先進国の外貨準備高は輸入量と相関が高い

1012(外 準 高 ドル)

1011

1014

y〒0・789x+1・6844◆ ◆

R二=0.7349◆ ◆ ◆ 咽
◆

lo9
◆

108

1も
IU

1{}

11

1f)

②上の結果を用いた推定外貨準備高と過剰外貨準備高

(単位 億 ドル)

97年塒 点

(実績)

99年1月 時 、・1、 過剰外貨

準備高

{b)‐{c)

9四 沫 の数

f直で計算(注2)

① の糸1

る適li

果によ

外準高

(a) (b} (c) (d)

夕下貨準備高合計 3,240 一 一 一 一 一 一 一

うち域 外通 貨(注1) 2,547 2,176 (注3)1,172 1,004

輸人量合計 15,4f3 一 一闇 一 一

うち対域外 7,843
、

7,843 7,843 一 一一

INIF,・ ・InterllationalIρinancialStatistics",`壱DirectionofTr壬ldeStatistics,㌧

BIS"ln吐erllation王llBankingandFinallcialMarkelDevelopmentsll経 企

庁,前 掲 隊53ペ ー シ"よ り 作 成

圏

、

、
-
、

・
七

%

、

ポ

ン

ド

.、

.
・

六

%

、

日

本

円

(
35

}

鉦

・
、.▲%
、

そ

の
他

、
六

%

で
あ

る
。

こ
う

し

て

ユ
ー

ロ
と
ド

ル

の
実
際

の
運
用

を

み

る
と

ユ
ー

ロ
は
未

だ
弱

い
。

だ

が
今

後

ユ
ー

ロ
と

の
関
係

の
強

い
中
進

国

、
途

上
国

の
取
引

債

権

の
確

保
な

ど
を

み
る
と

、

ユ
ー

ロ
は

強
化

さ
れ

て

い
く

で
あ

ろ
う

。

ユ
ー

ロ
の
出

発

は

世

界
経

済

の
相

対
化

の
時
代

に
人

っ
た

と

い

っ
て

よ

い
で
あ

ろ
う
。

同

ユ
ー

ロ
圏

中

央
銀

行

の
外
貨

準
備

高

と

ユ
ー

ロ
価
値

の
問
題

点

そ

の
国

の
企
業

の
国

際
競
争

力

が
強

い
か

ど

う

か

の
物

差

し

の
ひ
と

つ
は
外
貨

準

備
高

で
あ

る
。
と

く

に
外
国
貿

易

や
為

替

取
引

に
あ

た

っ

て
外

貨

準
備

高
を
多

く
も

っ
て

い
る
か

ど
う

か

は
重
要

で
あ

る
。
先

進

国

の
外

貨
準

備
高

の
大

き
さ

は
、

輸
人

量

と

の
相

関
関

係

が
高

い

(第

へ領

-

図
①

)
。
国

内

景

気

が

回
復

し

、
輸

入

額

が



欧州連合(EU)の 社 会経 済の新構図91

輸

出

額

よ
り
多

く

て
も

、
外
貨

準

備
高

が

多

け

れ
ば
支

払
能

力

を

も

っ
て

い
る

の

で
心

配

す

る

こ
と

は
な

い
。

ユ
ー

ロ
圏

に

つ

い
て
み
る

と

、

九
九

年

以
降

に
は

、
卜

、
か
国

の

ユ
ー

ロ
圏

内

に
お

い
て

は
参
加

国

は
輸

入

に

つ
い
て
は
共

通
通

貨

ユ
ー

ロ
の
支

払

い
で
対
応

で
き

る
よ
う

に
な

る

の

で
外

貨

は

必
要

で
な
く

な

る
。

こ
う

し

た
理

由

か

ら

ユ
ー

ロ
f

.
か
国

は
、

輸

入
全
体

の
中

で
外
貨

を

必
要

と
す

る
輸

人

量

は
減

少
す

る
。

し

た
が

っ
て
外
貨

準

備
高

の
保
有

量

は
少

な

く

て
も
済

む

。
短

期

的

に
は

ユ
ー

ロ

へ
の
購
買

力

が
高
ま

り

、

ユ
ー

ロ

の
価

値

は
高

ま

る

、

『世

界
経

済
白

書

』

(平
成

.
○
年
)
は

、

九
ヒ

年
未

の

I

M

F
の
デ

ー

タ
を

も

と

に
分
析

を

試

み

て

い
る
。

ユ
ー

ラ

ン
ド

の
外

貨
準

備

高

は

、
輸

入
量

と

の
関
係

で
み

る
限
り

、

九

ヒ
年

末

現
在

で
は

、

先
進

国

の
.平
均

に
比

べ

て
妥
当

な

水
準

で
あ

る
が

、

ユ
ー

ロ
が
導

入

さ

れ

た
後

に
は
域
内

か

ら

の
輸

入

に
見

合

う
外

貨
準

備

高

は
過

剰

と

な

る
た

め
、
先

進

国

に
比

べ

て
高

い
水

準

と
な

る
。

欧
州
委

員
会

も

、

ユ
ー

ロ
導

入

の
際

に
、

E
S

C

B

(欧
州
銀

行
制
度

)
の
外

貨

準

備

が

過

剰

に
な

る

リ

ス
ク

に

つ
い

て
言

及

し

て

い
る
。
実

際

、
第

-

図

の
①

の
近

似
曲

線

を

用

い
て
、
九

九
年

以
降

の

ユ
ー

ロ
圏

取

引
き

に
見
合

う
外

貨

準
備

高

を
推

計

す

る
と

、

、
○

〇
四
億

ド

ル

の
外

貨

準
備

高

に
な

る

(同
図
②

)
と

い
う

結

果

を
出

し

て

い
る
。

へ遡

こ

の
分

析

は
正

当

性

を
も

っ
て

い
る
。
だ

が

こ

の
推
計

結

果

は

、
様

々
な

仮
説

に
基

づ

い
た
も

の

で
、

仮
定

の
置

き
方

で
変
化

す

る

。

問
題

は
、

ユ
ー

ロ
を

安
定

す

る
た

め

に
過

剰

な
外

貨

準
備

高

を

ど

の
よ
う

に
使
用

す

る

か

で
あ

る
。

ユ
ー

ロ
圏
内

の
生

産
的

投
資

に
使

用

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

経
済

の
活

性
化

を

も

た

ら
す

か
ど

う

か

で
あ

る

。
欧

州
中

央

銀
行

が

ユ
ー

ロ
の
価

値
を

強
化

す

る
た

め

の
政
策

を

打

出

す

る

こ
と

が
大

切

で
は
な

か

ろ
う

か
。

ユ
ー

ロ
圏

の
通
貨

・
金

融

の
管

理
塔

と

し

て

の
中
央

銀
行

は
、

E
U
の
欧

州
圏

拡
大

戦
略

に

あ

る
。
、正
式

に

E
U
加
盟

交

渉
を

開
始

し

て

い
る

ハ
ン
ガ
リ

ー

、

チ

ェ
ッ

コ
、
ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ス

ロ
ヴ

ェ
ニ
ァ
、

エ
ス
ト

ニ
ア
、

キ
プ

ロ

ス
な

ど
六

か

国
、

さ

ら

に
加

盟
準

備
交

渉

を

聞
始

し

て

い
る

ル
ー

マ

ニ
ア
、

ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア
、

リ
ト

ア

ニ
ア
、
ブ

ル
ガ

リ

ア
、

ラ
ト
ビ

ア

な

ど

κ
か

国

な
ど

に
貿

易

収
支

を
安

定

さ
せ

る
た

め
に
も

、
外

貨

を
貸

与

し

、
国
内

需
要

を
増

大

さ

せ

る
資

金

と

し

て
役

疏

て
る

べ
き

で
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あ

ろ
う

。

ユ
ー

ロ
が
安

定

し

た

強

い
通
貨

に

な

る

に

は
、

E

U
統

合

市

場

が
活

性

化

す

る

こ
と

で
あ

る
。

単

、
通
貨

の
目

的

は
物

価

の
安

定

に

あ

っ
た
。
市

場

統

合
と

通
貨

統

合

が
連

動
す

る

こ
と

で
あ

る
。

統

合
市

場

が
活

性

化
す

る
に

は
、
為

替

相
場

が
安

定

し
貿

易

や
投
資

や
雇

用

を
混

乱

に
お
と

し

入

れ
な

い
こ
と

で
あ

る
。
統
合

市

場

を

ユ
ー

ロ
の
為

替
相

場

の
安

定

に
よ

っ
て
補

完

す

る

こ
と

で
あ

る
。
統

合
市

場

の
発

展
は

、
域

内

に
お
け

る
商

品

の
価
格

や
サ

ー
ビ

ス
価

格

を

、
市

場
価

格
機

構

を

通

じ

て
安

定

化

さ

せ
る

こ
と

で
あ

る

。
同
時

に

E
U

当

局

が
価

格

安
定

の
た

め

の
さ
ま

ざ

ま

な
指

示

を
出

す

こ
と

で
あ

ろ
う

。
そ

う
す

れ

ば

ユ
ー

ロ
圏

内

に
お

い
て

の
消

費
者

価

格
も

時

間

の

経
過

と
と

も

に
安
定

化

す

る

で
あ

ろ
う

。
だ

が

当
分

の
問
価

格
差

が
続
く

で
あ

ろ
う

。

E

U
委

員

会

が
発

表

し

た
九

九
年

五
月

時
点

の
調

査

に
よ
る

と

、
域
内

の
自
動

車

小
売

価

格

に
は

格
差

が
歴

然
と

し

て

い
る

。
九

八
年

卜

.
月

調

査

(レ

、
.か
国
)
か

ら
半

年

経

っ
た

九
九

年

五
月

の
調
査

と

比

べ
て
も
拡

大

傾
向

に
あ

る
。

通
貨

統

合
加

盟

卜

.
か

国

(
ユ
ー

ロ
圏
)

で
み

る

と
、

ド
イ

ツ
フ

ォ

ル
ク

ス

ワ
ー

ゲ

ン

(
V
W
)
は

.
番

安

い
フ

ィ

ン
ラ

ン
ド

に
比

べ

て
ド

イ

ツ
が

.、.三
%
高

く

、
価

格
差

の
小

さ

い
ド

イ

ツ
ア
ウ

デ

ィ

で
も

.
三
%
違

っ
た
。

ユ
ー

ロ
圏
外

の
英
国

を
含

め
る
と

価

格
差

が
五

〇
%
前

後

に
広

が

る
車

種

も

あ

る
。

こ

の
価
格

差

の
ひ
と

つ
の
原
因

は
購

入

時

の
税
負

担

が

国

に
よ

っ
て

.
五
%

か

ら

、
一〇

〇
%
前

後

も
違

う

か

ら

で
あ

る
。

購

入
者

は

、

そ

の
た
め

一越

境

購
入

」
を

し

て
安

い
ク

ル

マ
を
千

に

入

れ

る
。
新

車

を
買

う

と
き

は
、
購

入

国

で
は
な
く

使

用

(登
録

)
国

の
税

制

が
適

川

さ

れ

る
た

め

、
車
本

体

の
価

格

が
安

い
国

で
購

入

し
、
税

負

担

の
軽

い
自

国

で
使

う

。
税

負

担

が
付
加

価

値

(
V
A
T
)

.
六

%

の
み

の
ド
イ

ツ

の
人

が

安

い
車

の
隣

国

デ

ン

マ
ー

ク

や
イ

タ

リ

ア
に
買

い
出

し

に
出

か

け

て

い
る
。

E

U
委

員
会

は
、

で
き

る
だ

け

域
内

税

制
と

く

に
付

加
価

値

税

の
段
階

的
調

整

と
自

動
車

税

制

(販
売
税

、
登
録
税

)

の
違

い
の
調

整

を
行

っ
て
消

費

者

、
市

民

に
対

し

て
安

心

し

た
政

策

を

打

ち

出

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

だ

が

環

境

税

に

つ
い
て
は

、
共

通

に
負

担

さ

せ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

ユ
ー

ロ

の
価

値

が
安

定

す

る

こ
と

は
、

市

民

の
生

活

水

準

の
向

上

と

還
境

保
全

と

に
連

動

し

な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。

そ

れ

は

ム
,
後

の



ユ
ー

ロ

の
価
値

の
安
定

政
策

に
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か

っ
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い
る
。
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樹

複

数
軸

世

界
通

貨
と

し

て
の

ド

ル
と

ユ
ー

ロ

問

題
を

進

め
よ

う

。
批

界
通

貨

と

し

て

の
ド

ル
と

対
等

の
複

数
軸

通
貨

ユ
ー

ロ
に
な

る

た
め

に
九

八
年

、
.月
、

欧
州
委

員

会

は

「
ユ
ー

ロ
ペ
ー

パ

ー
ズ

」

を
公

表

し

た

。

こ
れ

に
よ

る
と

、
強

い
通
貨

ま

た
は

基
軸

通

貨

に
な

る

に
は

、

E
U
内

要

因
と

E
U
外
要

因

と

い
う

.

.

要

因

が

あ

る
。
前

述

し

た

『白

書
』

は
前

者

の
要

因

を

域
内

の
金

融

政

策

と

財

政

政

策

に

む

け

て
論

じ

て

い
る
。
金

融

政

策

で
は

、

E
C

B
の
独

立
性

、
透

明

性

、
信

頼
性

を
基

盤

と

し

て
政
策

展

開
を

必

要

と
す

る

と

い

っ
て

い
る

。
イ

ン

フ
レ
率

が
高

く

な

っ
た

か
ら

と

い

っ
て
急

に
引
き

締

め
政

策
を

実

施
す

る

の
で

は
な

い
か
と

い
う
見

方

に
対

し
、
欧

州
委

員
会

は

、
必

要

以
ヒ

に
高
金

利

を
恣

意

的

に
設

定

し

、
欧

州

、
世

界

の
経

済

状
勢

に
見

合

わ

な

い
金
融

政
策

を

選

択
す

れ

ば
市

場

の
信

頼

性
を

失
う

の
で
、
慎
重

で
、
客

観
的

に
総
合

的

政

策

判
断

を

す

る
と

い
う

。

ま

た
財

政
政
策

で

は

、
過
剰

な
財

政
赤

字

を

出

さ
な

い
財

政

運
営

を

重
厚

に
展
開

し

て

い
く

と

い
う

。

こ

の
よ
う

に
欧

州
委

員

会

は

、
き

わ

め

て
抽

象

的

で
あ

る

が
、

中
長

期

の

ユ
ー

ロ
価

値

の
安

定

性
確

保

を
図

っ
て

い
る
。
当

然

の
こ
と

で
あ

る
。
今

後

、
中

長
期

に

ユ
ー

ロ
を
強

化

し

て

い
く

た
め

に

は
、
市

民

生

活
水

準

の
向

ヒ

、
物

価

の
安
定

、
福

祉

の
充

実

、
雇

用

の
安

定

、

環
境

保

全

な
ど

の
た
め

に
木

日

こ
ま

か

い
金

融

政
策

と

財
政

政
策

を

総

合
的

に
運
営

し

、
活

力
と

魅

力
あ

る

E
U
の
道

を
切

り

開
く

べ
き

で
あ

ろ
う

。
ま

た
域

外

の
要
因

に

つ
い
て
は

、
第

.
に
、

ポ

ー
ト

フ
ォ
リ

オ

(投
資

組
み
合

せ
)
に
お

け

る

ユ
ー

ロ
の
需
給

関
係

に

よ

る
。

ユ
ー

ロ
圏
外

の
投

資

家

が

、
通
貨

ユ
ー

ロ
が
高

く
な

り

、
保
有

高

も

増
加

さ

せ

る

、
方

、

ユ
ー

ロ
圏
内

の
投

資
家

が

リ

ス
ク
分
散

の
た

め
、

ユ
ー

ロ
圏

外

の
通

貨

に
投

資

す

る
イ

ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
も

高

ま

る

た
め

、
ポ

ー

ト

フ
ォ
リ
オ

に
対

す

る
イ

ン
パ

ク
ト
は

限
定

的

に

な

ら
ざ

る

を
え

な

い
。
第

、
.
に
、

ユ
ー

ロ
圏

以
外

の
各

国

の
外
貨

準

備

の
観

点

か
ら

す

れ
ば
前

述
し

た

よ
う

に
、
中

・
東

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

国

で

ユ
ー

ロ
を
外

貨

準
備

と

し

て
導

入

す

る
。

こ
う

し

た

.

.
つ
の
理

由

か

ら

ユ
ー

ロ
を
強

化

で
き

る
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
の
点

、
欧

州
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全

体

の
経

済
安

定

の
疏

場
か

ら

、

ユ
ー

ロ
の
価

値

の
安

定

化
を

図

っ
て

い
く

べ
き

で
あ

ろ
う

。
と

く

に
国
際

投

機
家

に
よ

る

ユ
ー

ロ
価

格

撹

乱

要

因
を

阻
止

し

つ

つ
、

欧
州

市

民

の
た

め

に
欧
州

通

貨

ユ
ー

ロ
の
強

化

を
図

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

ユ
ー

ロ
が
安
定

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

E
U
の
拡

大
も

あ

る
し
、

同

時

に
、

E

U
は

分
権

と
統

合

の
民

豆
豆

義

を
徹
底

化

す

べ
き

で
あ

ろ

う

。

E
U
は
、

E
U
経

済

の
構
造

改

革

の
み
な

ら
ず

ド

ル
支

配

の
世

界
経

済

を
相

対

化

し
、
途

L

国

、
中
進

国

の
経

済

発
展

に
協

力

し
、

世

界
経

済

の
民
・長
化

を

徹
底

化
す

る

こ
と

を

志
向

す

べ
き

で
あ

る
。

㈲

こ
ん
こ

の
展

望

ユ
ー

ロ
圏
は

、

ギ

リ

シ

ャ
、

デ

ン

マ
ー

ク
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
、
イ

ギ

リ

ス

の
四

か
国

が

、
、○

○

.
、年

ま

で
に
加
盟

す

る

こ
と
を

期
待

し

て

い
る
。

ギ

リ

シ

ャ
は

、

財
政
赤

字

を

ク
リ

ア
で
き

ず
参

加

で
き

な

か

っ
た

が

.
一〇
〇

.
年

ま

で

に
、
公
営

企

業

の
民

営
化

、
社

会
保

障

費

の
見

直

し
な

ど

の
改

革
を

通

じ

て
、

財

政
赤
字

も

二
%
以
内

に

し
、

イ

ン

フ
レ
率

も

{
%

に
な

り

、
参
加

条

件
を

満

た

し

て

い
く

で
あ

ろ
う

。
九

八
年

末

の
デ

ン

マ
ー

ク
で

の
世
論

調
査

で

は
賛

成

五

四

%

に
対

し

て
反
対

一.、六
%

、
九

九
年

.
月

の
ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
で

の
世
論

調

査

で
も

賛

成

六

.
、%

、
反

対

二

、
、%
、

そ

の
他
と

な

り
、

両

国

と
も

参

加

条

件

を

満

た

し

て
お
り

、

国
民

世

論

も

賛

成

し

て

い
る

の

で
、

、
.○
○

○
年

に
は
参
加

す

る

で
あ

ろ
う

。

イ

ギ

リ

ス
に

つ

い
て

は
、

一
.○

○

、
年

の
総

選
挙

の
結

果

に

よ

っ
て
決

ま

る

で
あ

ろ
う
。

他
方

E
U
の
市
場

統

合

と
通

貨
統

合

の
連

動

が

具
体
化

す

る

中

で
、

中

・
東

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸
国

も

、
ま

ず

E
U
市

場

統
合

に
参

加

し

、

E
U
の
拡

大
を

加
速

し
、

世
界

経
済

の
中

で
、

ユ
ー

ロ
圏

が
形
成

さ

れ
る

で
あ

ろ
う

(第

2

図
)
。

だ

と
す

れ
ば

、
連

合

と

国
家

と

の
新

し

い
あ
り

方

、
制
度

改

革

、

E
U
官

治

t
義

か
ら

の
脱

皮

、

.

.卜

.
世

紀

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
新

し

い
構

図

と

は
何

か
を

示
す

べ
き

で
あ

ろ

う

。

世
界

経
済

の
中

で
ド

ル

に
対

峙

し

つ

つ

ユ
ー

ロ
は
新

し

い
相

対
的

自
立

通

貨

圏
を

形
成

し

、
平

和
と

民
L

・E
義

を

根

づ
か

せ

る
市

民

の
統

治

の
管

理
塔

と

し

て
世

界
経

済

の
先
導

的
役

割
を

果
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

日
本

は

、
経

済

の
体
質

改

革

を
し

つ
つ
、

両
通
貨

圏

に
ど
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ベ ルギ ー フ ィ ン ラ ン ド
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ハ ン ガ ワー チ ェ ッコ

ポ ー ラ ン ド スロ ヴ ェニ ア
エ ス トニ ア キ プ ロ ス

殴 ノ

迦 盟準徹 淵 始(5か国)L

〆1通 貨統合非参加国(4か 国)卜1

ル ー マ ニ ア スロ ヴ ァキ ア
、

リ トアニ ア ブルガ リア

殴ラ トビア ノ
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起 ンマーク スウェーデリ

その他1、

トル コ マ ル タ黛

、
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P.31.33.43よ り 作 る 、、

の
よ
う

に
組

み

入

れ
ら

れ
、

ま

た
ど

の
よ
う

に
独
自

性

と
連

帯

性
を
も

つ

て
対

応

し

て

い
く

の
か

、
た

え
ず

問

わ

れ

る

で
あ

ろ
う

。

注(
1
)

た

と
え

ば
堺

屋
太

、
氏

は

『
経
済
白
再

』

(、平
成
レ

、
年

版
)

の
序
文

で

次

の
よ
う

に

い

っ
て

い
る
。
「
景
気

の
状
況

は
ド
げ

止

ま
り

お

お

む

ね
横

ば

ヘ

ヘ

へ

い
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ

が
直

ち

に
本

格
的

な
最
気

回
復

に

つ
な

が
る

か
ど
う

か
は
明

ら
か

で
は
な

い
。
当
面

の
緊
急
事
態

は
脱

し

た
と

は

い
え
、

11
本
経
済

の
持

つ
問
題
は

な
お
数
多

い
。
中

で
も

重
大

な

の
は

、
多

く

の
企

業

が
過
剰
設

備

、
過
剰
雇

用
、
過

剰
債

務

の

「
..
つ
の
過
剰
」

を

抱
え

る
な

ど

の
構
造

問
題

で
あ
る
」
と
。
堺

屋
氏

は
従
来

の
企
画

庁
長
官

と

違

っ
て
、

H
本
経
済
を

真
.正
画

か
ら
分
析

し

て
、
政

府

の
見

解
を

打
ち
出

し

て

い
る
。

だ
が

11
本
経

済

の
体
質

を
ど

の
よ
う

に
市

民

の
立

場

で
改

革

し

て

い
く

か
と

い
う

発
想

は
な

い
。
堺
屋
氏

は

一
九

κ

瓦
年

頃
か
ら

九
〇
年

の

「
バ
ブ

ル
崩

壊

」

に
至

る

1
向
間

日
本

経
済

は

「
右

.肩
ヒ

が
り
」

の
情

況
が
続

き
、

こ
の
背
景

に
は

「
二
.
つ
の
神
話

」

が
あ

っ
た
と

ユ

ニ
ー

ク
な

発
想

を
す

る
。

第

,
は
、
市
L

地

の
値

段
は
決

し

て
ド

が

ら
な

い
」
と

い
う

酬
L

地
神
話
」
、

第

.

.
は
、

「
不

況

に
な

っ
て
も
消
費

需
要

だ

け

は
減

少
す

る

こ
と

は
な

い
」

と

い
う

「
消

費

神

話
」
、
そ

し

て
第

...
は

「
ー1

本

の
企

業

経

営

は
集

団

仁

義

、
全
従
業

員

が
終

身
、雇
川
を
前

提
と

し

て
仲
間

意
識

で
結

ば

れ

て

い
る

か

ら
、
大

規
模

な
従

業
員

解

、雇
な
ど

あ

り
え

な

い
」

と

い
う

「
完

全

雇

川

神

話

」

で
あ

る
。

こ
れ
ら
、..
つ
の
神

話
と

は
、
も
う

お
別
れ

で
あ

り
、

グ

ロ
ー

バ

リ
ー
ゼ
ー

シ

ョ
ン
は
実
力

が
試

さ

れ

る
場

で
あ

り
、

ハ
イ

リ

ス
ク

・
ハ
イ
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リ
タ
ー

ン
の
時

代
だ
と
考

え

て

い
る
よ
う

で
あ

る
、

だ
が

「
」
地
神

話
」

を
作

っ
た

の
は
政
府
と

財

界
と

く

に
銀
行
業

で
は
な

か

っ
た
か
。

「消

費

神
話

」
も
大
量

生
産
、
大

量
流

通
、
大
量
消
費

の
シ

ス
テ
ム
を
作

っ
た

の
は
誰

れ
か
、
不
況

に
な

れ
ば

消
費

は
、
減
少

す

る
」

の

で
あ

っ
て
神
話

と

は

い
え
な

い
の
で
は
な

い
か
。
四
完

全

雇
川
」
神

話
も

、
高
度

成

長
期

の
時
期

で
あ
り

、
そ

の
後
、
不

況

に
直

面
す

る
や

リ

ス
ト

ラ
合

理
化

は
進

ん

だ

の
で
あ

る
、

こ
の
点
を

踏
え

て
整

理
し

て
新

し

い
、
H
本
経
済

を
世
界
経

済

の
中

で
位
置
づ

け

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

な
お
、

九
ヒ

、
九

八
年

の
日

本

の
通
貨
金
融
危

機

の
構
造

に

つ
い
て
は

、
拙

稿

「
H
本

経
済
危

機

の
実

相
と

課
題
:
金

融

不
況

の
本

質
と

問
題
点
1

」

『商
経

論
叢
』

第

一..卜

κ

巻

(
、
九
九
九
年

六
月
田

)
を

み
ら
れ
た

い
。

な

お
世
界
経

済

の
同
時

不
況

に
対
抗

す

る
先

進
国

の
経
済
政
策

の
課
題

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
世
界

同
時
不

況

に
対
抗

す

る
米
国

お
よ
び

E
U
」

要
国

の
経
済

政
策
」

『商

経
論

叢
』
第

、一、レ

四
巻
第

四
ロゲ

(
.
九
九

九
年

.
、
、月

団

)
を

、
ま
た
東

ア
ジ

ア
に

つ
い
て
は

「
東

ア
ジ

ア

の
通
貨

・
金

融
危

…機
を
考
え

る
」

「
商
経
論
叢

』
第

.、.レ

四
巻
第

.、、ロヴ
を
参

照
さ

れ
た

い

(
2
)

「
日
本
経
済
新
聞

」

.
九
九
九
年
・六
月

.

.
八
日

(
3
)

拙
稿

、
前

掲
論
文

「
11
本
経

済
危
機

の
実
相

と
課

題
」

(
4
)

霊
暴

6
芭

↓
巨

2

払。
O
言

器

6
り
P

日
本

の
小
渕

恵
三
首
相

は
、

ケ

ル
ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の
閉
幕
を
受

け

て
ケ
ル

ン
市
内

で
内

外
記
者
会

見

を
し

た
。
そ

の
と

き

「
.雇
用

産
業
競

争
力

強

化
策

を

で
き

る
も

の
か

ら
実
行

し
、
九
九
年
度

の
プ

ラ

ス
成
長

に
向

け
不
退

転

の
決
意

で
臨
む

つ
も

り

で
あ

る
」

と

い

っ
た

が
、
他

の
先
進

国

の
首

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

脳

は
、
日
本

の
構

造
改
革

を
通

じ
た
成

長
を
期

待

す

る
と

い

っ
て

い
る
。
首
相

は
構

造
改

革

に

つ
い
て
は
触

れ

て

い
な

い
。

「
あ

ら

ゆ
る
政
策
」

と

は

、
大
型
公
共

投
資

(新
幹

線

、
道

路
、
公
共

用
水
な

ど

ハ
ー
ド

な
公
共
投
資

の
こ
と

)
を
意
味

し

て

い
る
.
な

ぜ
福
祉

、
環
境

の
充

実
を

通
し

た

崇
気

回
復
を
政
策

と
し

て
打
ち
出

さ
な

い
の
か
。

(
5
)

毎

日
新

聞
、
朝

口
新

聞
、

H
本
経
済
新

聞
、

、
九

九
九
年

六
11

.

.卜

.
H

.
九
九
九
年
・六
月

、
、卜

.
11
、
句
5
餌
口
甑
巴

目

臼
¢
ω
」

P
に
O
一
¢
ぞ

一
ゆ
り
㊤
.
芝
帥
房
寝
①
①
こ

o
仁
憎
髭

=

り
b
O
言

妨

一
㊤
㊤
P

団
〔
o
口
o
ヨ
房
戸
言
7

一
㊤
㊤
璽

ケ

ル

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の
課
題

は
、
本
論

で
取

り
あ
げ

た
課
題
以
外

に
肚
界
貿

易
問
題

、
開
発

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ

の
深

化

の
問

題
、
開
発

途
ヒ
国

の
債

務
救
済
と

く

に
重
債
務

貧
困

国

(
H
I

P
C
)
に
対
す

る
債
務
救

済
問

題
、
核

不
拡
散

、
軍
備
管

理
及
び

軍
縮

の
促

進

問

題
、
環
境

保
護
、
地

球
規

模

の
課

題

へ
の
対
処

問
題

、

コ
ソ
ボ
な
ど

の
地
域

問
題
等

で
あ

る
.
わ

た
く
し

は
軍
縮
問
題
と

コ
ソ
ボ
問

題
を

関
連
さ

せ

て
論

じ
る

べ
き

で
あ

り

、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ

ス
な

ど

の
有

力
な
評
論

家
が

い
う
よ
う

に

コ
ソ
ボ

問
題

の
あ
り

方

に

つ
い
て
、
国
連

を
無

視

し
た

N

A
T
O
、
と

く

に
米

英

の
軍
事
指
導

で
、
、.、月

.

.卜

五
H
か
ら
約

八
卜
日
間

に
わ
た

る

ユ
ー
ゴ
空
爆

は
避
け

る

べ
き

で
あ

っ
た
と

思
う
。

ユ
ー
ゴ

問

題
を
民

族
間

対
蹴

に
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求

め

る

の
は

間

違

い
で

あ

り

、

平

和

と

民

主

霊

義

、

人

権

(権

力

に

よ

る
内

政

.卜
渉

を

止

め

る

こ

と

を

含

む

)

問

題

の
視

点

か

ら

国

連

平

和

主

義

に

基

づ

い
て
解

決

す

べ
き

で
あ

っ
た

。

N

A

T
O

と

ユ
ー

ゴ

と

の
仲

裁

に
あ

た

っ
た

フ
ィ

ン

ラ

ン

ド
大

統

領

を

高

く

評

価

す

べ
き

だ

。

(
6
)

こ

の
点

に

つ

い
て

は

、

す

で

に

次

の
文

献

が

あ

り

、

サ

ミ

ッ
ト

以

L

の
社

会

経

済

理

論

的

問

題

を

提

示

し

て

い
る

。

団
即

7
♂
「
岱
口
俸

閏
.Q∩
6
げ
¢
目
聾
コ
戸
目
7
Φ
Ω
o
σ
巴

↓
轟
O

"
Ω

o
σ
塾

鎚

鉱
o
コ

鋤
コ
岱
笹
Φ
器

。噂
⇔
巳
樽
o
鵠

育

o
紹

Φ
葺

団
9直
訂
α

α
Φ
ヨ
o
霞
霧

ど

一㊤
㊤
図

¢d
.
〉
寧

8
鼠

.

葺
Φ
曵

o
σ
巴

ω
畜

けΦ
ヨ
ー
㌍弓
8

訂
o
ヨ
ぢ
9

℃
o
欝
甘
。り
弩

ユ

〇
三
再霞

p

}⑩
⑩
9

旨

エ
λ
9

し

ζ
葺

Φ
一日
き

O
δ
σ
跳

鎚

二
8

"
O
ユ
酢宵
巴

菊
巴

①
〔
に
o
戸

一
㊤
ゆ
O
.

即

力
o
σ
Φ
冥
ω
o
戸

Ω
o
σ
巴
一N
⇔
甑
o
嵩
吻
Q∩
o
o
一巴

↓
げ
①
o
蔓

鋤
コ
匹
Ω
δ
σ
pρ
}
O
巳
ε

同P

一
⑩
り
口

(阿

部

美

哉

訳

、

『
グ

ロ
ー

バ

リ

ゼ

ー

シ

ョ

ン
』

東

大

出
　版

会

.
九

九

七

年

)
、

森

田

桐

郎

薯

、

室

井

義

雄

編

『世

界

経

済

論

の
構

図

臨

有

斐

閣

、
第

..部

.
九

九

七

年

)

(
7
)

グ

ロ
ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン

に

対

す

る
鋭

い

批

判

を

し

つ

つ
、
市

民

社

会

の
構

想

を

.小
し

た

論

文

と

し

て

は

坂

本

義

和

昌
世

界

市

場

化

へ
の
対

抗

構

想

-

東

ア
ジ

ア
地

域

協

力

『市

民

国

家

』

1

」

(
『世

界

』

岩

波

書

店

、

.
九

九

八

年

九

11

号

)

を

み

ら

れ

た

い
。

G

・
&

P

・
デ
ヴ

ィ

ッ
ド

ソ

ン

・
小

山

庄

、、.
訳

『文

明
社

会

の
経

済

学

』

多

賀

出

版

、

.
九

九

九
年

。

(
8
)

奥

村

皓

、

『国

際

メ

ガ

メ

デ

ア
資

本
ー

M

&

A

の
戦

略

と

構

想

』

文

眞

堂

、

.
九

九

九

年

.、.月

。

(
9
)

じ

P

d
ω
〉
.
ζ

。
黒

房

冨

9

・
「
幻
9

霧

6
り
。。
」

㊤
ゆ
9

0
。
・
・
良

。
B

8

8

巳

①
と

く
同。。
①
笏

(O
国
と

・
N
ω
.
書

「
剛=

㊤
Φ
◎

、、」
。
げ
9

Φ
β。
ま

冨

偉。
コ
鳥
国
ヨ
且
o
団
ヨ
Φ
三

〇
薯

o
陰
巨

三
窃

…
↓
琴

α
コ
騨
Φ
鳥
Q。
ぶ
3
。。
轡
p。
σ
o
母

該

黛・
蒔

①
戸

一㊤
り
ω
～

Φ
飢
、

そ

の
後

九

八
年

九

月

に
好

調

で

あ

っ
た

サ

1

ビ

ス
産

業

も

伸

び

が

純

化

し

、

失

業

率

も

ト

昇

し

た

。

(
10

)

↓
『
①
い
㊤
σ
o
霞

勺
費

畠
・

O
①
葺

口
ゆq
芝
①
臣

器

ε

≦
o
蒔

一
〉

器

≦

<
一ω
δ
嶺
ざ
「
ω
o
o
巨

ωΦ
o
億
ユ
q

ト
リ
㊤
Φ

労

働

党

政

権

は

福

祉

へ
の
依

存

で

は

な

く

仕

事

を

通

じ

て
福

祉

を

充

実

す

る

と

い
う

考

え

方

で

あ

る

。

さ

ら

に

↓
■
切
¢
答
o
戸

勺
.
O
げ
昌

目
驕ρ
　

俸

勺
'
↓
①
ヨ
巨
①
.
ゆ
纂

巴
口
ω
国
8

琴

ヨ
ぢ

℃
Φ
き

「
-

日
き

∩
ρ

一
り
㊤
卿

を

み

ら

れ

た

い
。

(
11
)

目

本

経

済

新

聞

一
九

九

九

年

六

月

.

.
八

口

(
12

)

清

水

嘉

治

論

文

「
世

界

同

時

不

況

に
対

抗

す

る

米

国

お

よ

び

E

U
・E
要

国

の
経

済

政

策

」

『商

経

論

叢

』

第

。.卜

四

巻

第

四

号

(
.
九

九

九

・

(
13

)

コ
轟

ロ
ユ
巴

ゴ

ヨ
2

ま

言

妨

一
り
塗

..国
霞

8

Φ

⑰身
9

。。
8

島

①
℃
亀

。。
コ畢
↓
帯

国
8

き

巨

。。
戸

」
§

Φ

這

9

ー
一
Q。
9

一ゆ
塗

国
貫

o
需

磐

6
0
孚

日
尻
oゆδ
戸

O
『o
≦
普

負。
切
鋤
国
ヨ
豆
o
嘱
臼
Φ
葺

冒

甘げ
①
しっ
邸
σ
　
潔
冥

O
甑
Φ
三
①
匹
悶
鎚

ヨ
Φ
霜
o
艮

o
{
国
ζ

¢
・

一㊤
㊤
卿

(
14

)

清

水

嘉

治

『新

E
C
論

ー

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
新

構

図
』

.
九

九

.、一年

、

新

評

論

、

第

.
一
部

第

、
章

「
マ
ー

ス

ト

リ

ヒ

ト

条

約

の
新

し

い
課

題

」

を
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参

照

さ

れ

た

い

。

∩
O
口
口
O
一一
〇
h
辞
プ
Φ

国
口
「
O
O
Φ
帥
コ

∩
O
門
ロ
ゴ
日
=
コ
一甑
①
Qっ
.

O
O
ヨ

日

冨
ω
一〇
口

O
賄
け
7
φ

国
二
鴨
O
O
㊦
鋤
昌

∩
O
ヨ

ヨ

ロ
ロ
一鉱
Φ
ψ

↓
「
①
節
肝
団

O
口

国
口
憎
O
O
①
簿
P

d
ゴ
一〇
戸

一
り
り
N

」♪
.

閃
O
『
ω
什
①
『
噂

一W
ユ
榊
P
一鵠

⇔
コ
α

一
プ
Φ

ウ
制①
ひq
O
戚
餌
甑
O
諮

O
暁

酢
げ
Φ

ζ

帥
餌
90
蒔
ユ
oQ
ゴ
け

]
写
「
①
四
什
団
骨

O
O
.

ω
ら
刈
～

ω
①
Q◎
.

」
O
¢
『
コ
巴

O
h
O
O
ヨ

ヨ

O
コ

ζ

自二
居
評
①
け
Qつ
什
蕉
儒
一①
Q6
・

o∩
O
O
け

一
㊤
ゆ
QQ
'

幻
'

ゆ
叫
「
「
Φ
一一・

国
∩
O
コ
O
ヨ

ざ

O
O
口
く
Φ
「
ひq
①
口
6
①

鋤
質
α

7
{
O
コ
Φ
け
帥
「
密

d
ゴ
一〇
コ

帥コ

国
口
「
O
O
ρ

}
O
㊤
N

U

.

勺
O
隣
自ρ
同
山
.

一「
げ
Φ

一」
口
臼D
㊦
Φ
訂

、『
「
①
餌
什
団
・

↓
「
Φ
P
叶
団

O
昌

国
¢
N
O
O
①
pρ
嵩

d
ゴ

一〇
P

ζ

鋤
鋤
ω
叶
ユ
⑦毎
プ
什
・

一
り
Φ
卜○
巳

旨

[
O
自
働q
Φ
(①
傷
■
).

]
り
『
Φ

国
=
圏
O
℃
Φ
自ρ
コ

O
O
日

ヨ

ロ
コ
搾
団

螢
ロ
傷

一「
『
Φ

○
プ
餌
一一Φ
⇒
ゆq
Φ

O
h
け
げ
Φ

閏
痒
叶
⊆
『
ρ

一
Φ
Oo
ρ

勺
餌
ロ
一
]∪
Φ

○
「
騨
¢
～く
P

叶
げ
①

国
∩
O
コ
O
ヨ

一6
ω
O
{
7
一
〇
訂
Φ
暦
P
困
団

H
コ
け
Φ
ゆq
「
翁ゆ
↓
一〇
コ
・

一
り
㊤
P

E

U

内

地

域

格

差

是

.止

政

策

に

つ

い

て

は

次

の

文

献

が

参

考

に

な

る

。

閏
ビ
「
O
O
Φ
騨
ロ

一q
コ
一〇
コ
噸

幻
㊦
ゆq
一〇
コ
僻
一
勺
O
一一〇
団

餌
口
山

O
O
7
Φ
ω
一〇
戸

幻
Φ
ゆ笥
一〇
コ
帥
一
位
Φ
<
Φ
囲O
O
ヨ

Φ
コ
榊
6弓
酢
二
山
δ
o自
二

↓

げ
①

一日

O
鋤
6
酢
O
眺
しり
け
触
¢
〔
↓
こ
鴨
巴

O
O
一一α
Φ
ω

O
昌

Φ
〔
O
-

コ
O
ゴ
P
一〇

帥
コ
匹

ω
O
O
一価
一
〇
〇
ぴ
①
ω
一〇
コ

一コ

辞
『
Φ

¢

ロ
一〇
ロ

一
り
QO
㊤
～

一
り
㊤
㊤
●

(
螂

)

国
篇
『
O
ω
樽
pj
け

、
験国
=
『
O
ω
付
pの
口
ω
に
〔
-「
H
7
臼
閃
.

】∪
一「
Φ
〇
二
〇
コ

O
h
]
り憎
pj
α
①

ω
肝
餌
証
匂o
岱
O
ω
.

O
∩
件
O
σ
Φ
「

一
り
㊤
Oo
・

(
16

)

○
国
∩
P

、.国
8

ロ
o
ヨ

ド

Q∩
口
「
<
①
唄
。。
w
Ω
Φ
「
ヨ

騨
ロ
《
、ド

8

Q。
.

経

企

庁

編

『
世

界

経

済

白

豊
目
』

(
.平

成

.
○

年

)

六

、五

ペ

ー

ジ

。

(
17

)

日

本

経

済

新

聞

、

一
九

九

九

年

、
月

九

日

。

(
18

)

同

右

、

.
九

九

九

年

八

月

卜

.互

日

。

(
19

)

経

済

企

画

庁

編

『
世

界

経

済

白

喬

』

.平

成

.
○

年

版

、

六

八

ペ

ー

ジ

。

九

八

年

九

月

に

フ

ラ

ン

ス

政

府

が

閣

議

決

定

し

た
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